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論文要旨 

本研究は、プノンペン中心市街地のショップハウス街区における住まい方の様態を「街

区居住」と定義し、その空間構成と住みこなしの実態分析を通じて、持続的な都市居住

モデルとしての役割を明らかにすることを目的とした研究であり、 5 章で構成される。  

第 1 章では、研究の背景として、多国間比較からプノンペンのショップハウス研究の

意義を確認し、各空間要素を横断した分析を通じてショップハウス街区の役割を総合的

に評価することの意義とその検証方法の独自性を説明した。  

第 2 章では、文献調査および実測調査から、調査対象地が近代都市建設初期に形成さ

れ、ショップハウスが現在まで続く都市構造を規定したことを示した。仏統治期のショ

ップハウスはベランダウェイと後背路を持つ低層 2 階建て内階段形式で親族居住に適し

た住居形式を採用したが、1950 年代以降はベランダウェイの消失と中層化により現在の

街並みの基礎を形成し、後背路に階段室を設け世帯別居住に対応するとともに、宅地割

が複雑化し路地が住居への主要経路として重要となったことを指摘した。更に、増改築

を受容する事で住要求に柔軟に対応し、住居面積と独立性の確保がアクセス経路変更を

もたらし、街区空間に多様な場所性と相互関係を形成している実態を明らかにした。  

【日本建築学会計画系論文集（2007 年 6 月）】  

【Journal of Asian Architecture and Building Engineering（2010 年 5 月）】  

第 3 章では、都市圏およびショップハウス街区住民の生活行動分析を通じて、ショッ

プハウス街区の都市における役割と居住特性を明らかにした。地上階の街区外縁（ソト）

－街区内部（ウチ）－上階（ウエ）の 3 段階の生活圏構造を持ち、中心市街地の消費空

間としての機能を「ソト」が、周辺業務地区への労働力提供を「ウチ」と「ウエ」が分

担することで都心の用途混合地区を形成し、街区の水平・垂直的構造が社会経済的に多

様な世帯を内包することで街区空間の持続性の保持に寄与している可能性を示唆した。  

【日本建築学会計画系論文集（2020 年 2 月、6 月）】  

第 4 章では、外部空間の使い分けの実態と路地における空間と活動の対応関係を分析

し、歩道の活用による賑わい形成と路地の生活利用という商業と生活圏の二重性を指摘

した。路地は空間的特徴から複数群に分類され、一部の群が活動の誘発に統計的有意性

を持つことを明らかにした。広幅員路地における生活・商業活動の発生と奥まった路地

での個人的な生活活動の発生傾向を明らかにし、適切な路地計画による路地空間活用の

可能性を指摘した。  

【日本建築学会計画系論文集 2008 年 9 月、2020 年 4 月】  

第 5 章では、終章として各章で得た結論をもとに、街区居住を「住居経済機能を持つ

建築形式が形成する街区空間において、柔軟な空間の更新と外部空間の利用の許容、立

体的な街区構造が住居と外部空間の結合と多様な用途・場所性および世帯多様性を形成

し、その様態の都市空間への表徴が都市景観を形成する都市居住形態」として整理し、

その計画的知見と持続的利用に向けた考察と研究の展望を示した。
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1.1. 研究の背景  

1.1.1. プノンペンの都市化と構築環境の継承  

本研究の対象地であるカンボジアの首都プノンペンでは、1975 年から開始したクメー

ル・ルージュによる強制的な農村移住政策により 200 万人超の人口が無人化した後、

1979 年のベトナム軍によるプノンペン解放により大量の住民が都市に回帰した。空家は

無秩序に占拠され、1981 年には人口が 36 万人まで増加したが、その多くは中心市街地

に残されたショップハウスおよび旧仏人居住区のヴィラや行政施設を専有したものと考

えられ、特に中心市街地を形成するショップハウスが多くの住民の受け皿として機能し

たことは想像に難くない。  

1991 年の国連カンボジア暫定統治機構（UNTAC）設置による内戦終結後は、日本を

はじめとした国際的なインフラ開発支援が積極的に行われ、2016 年には低中所得国入り

を果たした。2006 年にプノンペン郊外に建設されたプノンペン経済特区（SEZ）を皮切

りに海外直接投資が増加し、それに合わせ住宅地や商業地が郊外に拡大することで、都

心とは独立したエッジ・シティ 1が形成されつつあると考えられる。プノンペン SEZ は

中心部から約 18km の距離にあるが、近年は中心市街地周辺、対岸の半島に存在する未

利用地や埋立地にモールや複合施設等の大規模開発が計画・進展しており、今後もスー

パーブロック開発を伴う市街化地域の拡大と高度利用化の進展が予想される。中心市街

地では、開発圧力の高まりによる地価の高騰や建設許可制度の脆弱さ 2に起因し、既存の

ショップハウス敷地を合筆した高層アパートの建設が部分的に進展している。また、統

計的な資料は無いものの、住民に対するヒアリングからは、地価高騰または郊外居住を

指向した郊外部への人口流出の兆しがあるとも言われている。  

プノンペン市の人口は約 190 万人（2018 年）と東南アジア 11 カ国の首都のなかで第

7 位であり 3、人口が 1,000 万人を超えるメガシティ 3 都市圏（マニラ、ジャカルタ、バ

ンコク）と比較するとその規模は限られている。他方、1990 年から 2018 年にかけての

都市化率は世界第 4 位、2018 年から 2050 年にかけての都市化率予測も世界第 8 位と将

来的な都市化の進展が予想される。カンボジア全人口約 3,800 万人のうち都市人口が

1,952 万人（ 23.0%、2018 年）という現在の都市人口割合の低さを考えても、将来の都

市化は不可避であり、2035 年の人口は約 287 万人に達すると予想されている 4。  

その一方で、現在のプノンペンの中心市街地では都市型住居のショップハウスが集積

                                                  
1  参考文献 1 を参照。中心業務地区などの都心から離れた郊外に立地する独立した商業・住居施設

等を持つ地域を指す。  
2  現地市役所職員へのヒアリングから、カンボジアでは建築基準法の運用に属人的で不透明な部分

があり、開発規制および許可の実行力が必ずしも担保されていないことを確認している。  
3  参考文献 2 を参照。  
4  参考文献 3 を参照。  
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して街区が形成され（以下、「ショップハウス街区」）、街区の外縁に建ち並ぶ商店が賑わ

いを形成し、街区内部の路地は個々の場所性を持ち住民の生活の場として利用されてい

る。住居は住民の増改築により多様な住まい方が住居内外に展開され、垂直方向に積層

した居住ユニットが水平方向に連続して街並みを形成し、街区全体に生活があふれ出す

庶民的な商住共存空間を形成している。その様相は、田園都市構想 5や第 1 回 CIAM（1957

年）を機に確立されてきた近代都市計画を批判的に捉え、それに代わる都市像として

1982 年にまとめられた『都市デザインのマニフェストを目指して』で謳われる 5 つの物

理的特性 6－住みやすい街路と近隣、最低限の密度、多様な用途の調和、公共空間を取り

囲み定義する建物配置、異なる建物と空間の複雑な配置と関係性－や、『アメリカ大都市

の生と死』（ 1961 年）7で提示された都市の多様性を生み出すための 4 つの必要要素－用

途混合、小さな街区、古い建物、密集－等で提言されてきた都市像を図らずも体現して

いるようにも思われる。  

プノンペンの発展段階についての定説は無いが、現在の郊外化の後に反都市化と再都

市化へと移行すると仮定すれば 8、または既に進行しつつある既存ショップハウスの合筆

による大規模化と高度利用化が進展するとすれば、既存の構築環境へ与える影響は甚大

である。経済発展に伴う地価の高騰や建設許可制度の脆弱さ 9による中心市街地の空間再

編を委ねるのではなく、その価値と役割を把握したうえで適切な誘導や継承のための手

立てを講じる必要がある。  

1.1.2. 街区を基点とした都市居住モデル  

東・東南アジア諸都市に広く分布するショップハウスを対象とした研究の蓄積は多く、

本邦だけでも 1980 年代から 26 以上の都市を対象に 150 本以上の研究が報告されている

10。ショップハウスは約 4m の間口と階高、奥行きが 10～30m 程度のユニットが隣棟と

壁を共有しながら短冊状に建ち並び、主に地上階が商業、上階が住居として利用される

                                                  
5  参考文献 4 を参照。  
6  参考文献 5 を参照。本論文では、都市の物理的要素として少なくとも以下の 5 つが同時に存在す

る必要があるとしている。  

1.  Livable streets and neighborhoods  

2. A minimum dneisy 

3. Integration of activities –  living, working, and shopping as we as public,  spiritual and 

recreational activities  

4. Building should (and other objects that people place in the environment) be  arranged in 

such a way as to define and even enclose public space, rather than sit in place  

5. Many different buldings and spaces with complex arrangements and relationships  
7  参考文献 6 を参照。  
8  クラーセンの「都市の発展段階論」では、①都市化、②郊外化、③反都市化、④再都市化のサイ

クルが存在するとしている。現在はこの仮説では説明できない事象を表現するための新たな指標

の提案等が進んでいる。参考文献 7–9 等を参照。  
9  現地市役所職員へのヒアリングから、カンボジアでは建築基準法が整備されておらず、属人的で

不透明な運用実態があり、開発規制および許可の実行力が担保されていないことを確認している。 
1 0  日本建築学会、日本都市計画学会で発表された論文を対象とする。  
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典型的な町家形式の併用住宅である。近年は都市人口の急激な増加に伴う過密化や過剰

な増改築による居住環境の悪化といった問題点に加え、中層化による職住近接機能の低

下などその役割の変化が指摘される一方で 11、空間の融通性が持つ柔軟な市街地形成機

能等が評価されている 12。住居立面は各都市および地域の歴史・文化・風土を反映した

様式の存在が報告され 13、それらの要素の連続による都市景観の形成機能が指摘されて

いる 14。これらショップハウスの起源については諸説あり、中国本土からの移住華人か

らもたらされたとする説 15、シンガポール都市計画で導入されたとする説 16などがある

が、いずれにせよ東南アジア諸都市の近代都市建設において重要な役割を果たしたこと

が指摘される 17。多くの都市において共通するショップハウスの特徴としてベランダウ

ェイ 18の存在が挙げられるが、この車道と建物との間に存在する中間領域が都市におけ

る多様な機能を持つことが指摘されている 19。また、ショップハウス街区内部に走る路

地等の外部空間は、ショップハウス前面に配されるベランダウェイとは異なり生活環境

を補填する場としての役割を持つことが指摘されている 20。また、その歴史的価値の再

評価による保全や観光活用に向けた研究が進展している 21。構築環境の保全・継承と都

市の持続的な発展への計画論からのアプローチからこれらの研究を概観すると、以下の

3 つの課題が指摘され得るであろう。  

第一に、ショップハウスはその単体としての住居形式のみに限らず、その集合が形成

する街区空間と都市との境界面である歩道、街区空間における住居外の「地」としての

路地、街区空間の都市への立面的投影である景観、そして都市における住居・経済機能

の提供といった多様な空間的要素から構成されていることが分かる。これらの空間的要

素は相互に関連し、総体としての都市居住の姿が都市に表出しているが、それらが全体

として形成する都市居住形態に着目した研究は少ない。ショップハウスが形成してきた

構築環境の空間的機能を包括し、都市居住モデルとして提示することは、前述の再都市

化または現在進展している開発圧力の高まりに対する構築環境の保全と継承ならびに課

題を考えるうえで重要な視点を提供できるものと考えられる。  

第二に、既往研究において深く言及されていないもののなかで重要なのは、都市全体

におけるショップハウス街区の役割である。ショップハウス街区それ自体は都市のひと

                                                  
1 1  参考文献 10 を参照。  
1 2  参考文献 11 を参照。  
1 3  参考文献 12 を参照。  
1 4  参考文献 13 を参照。  
1 5  参考文献 14 を参照。  
1 6  参考文献 15 を参照。  
1 7  参考文献 16 を参照。  
1 8  ファイブ・フット・ウェイ、騎楼、亭仔脚とも呼ばれる。  
1 9  参考文献 17 を参照。  
2 0  参考文献 18 を参照。  
2 1  参考文献 19 を参照。  
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つの構成要素であり、それは他の用途地区との関係のなかで成立している。都市全体に

おけるショップハウス街区の役割を把握してはじめて、その固有性が都市全体で持つ意

味を位置付けられると考えると、都市の観点からショップハウス街区の役割を定義する

ことは、ショップハウスが持つ今日的役割を同定するとともに、都市の個別的空間が持

つ個性と都市全体の持続的発展の双方を満たすため、その役割の強化や調整、改善に向

けた検討のために必要と考えられる。プノンペンのショップハウスは一般的に 3~4 階建

ての中層のものが一般的であり、中心市街地に立地する中層集合住宅としての機能的役

割が強い。東南アジア各地で保全・活用が試みられる、植民地時代に建設されたいわゆ

る低層町家とは異なるショップハウス街区をどのように評価するかは、都市の持続的発

展における方向性を位置付けるとともに、植民地化を近代都市形成の起源とする多くの

東南アジア諸都市と同様、都市居住の伝統を持たないカンボジアにおける「与えられた

近代都市遺産」の評価と継承という課題 22を考えるうえでひとつの視座を提供するもの

と考えられる。プノンペンでは「国家持続的開発協議会」（NCSD: National Council for 

Sustainable Development）及び環境省との共同で、2030 年に向けた持続可能都市計画

が 2019 年に承認されているが 23、構築環境の形成おけるショップハウスの役割について

は十分に認識されておらず、むしろその問題点が強調されている。当該計画において謳

われる「環境に配慮した持続的開発」を実現するうえでも、構築環境の機能を理解しな

がら計画的課題を解決することが必要であろう。  

第三に、既往研究の多くは現地における実測・ヒアリング調査という伝統的手法を採

用して各都市におけるショップハウスの実態調査を行っているが、現地調査という限ら

れた期間において調査を実施する必要上、サンプル数の制約から採取された特徴的な住

まい方の概念的な抽出とならざるを得ず、それを都市・建築計画的手法として昇華する

に当たり概念的提示に留まらざるを得ない。これは建築計画分野における研究対象への

関わり方の問題であり、 1950 年代以降の戦後日本における「住み方」（または「使われ

方」）研究においては少数例の精密調査という方法が採用されてきたが、そこには「設計

計画」という言葉に表されるよう、「生活実態調査からはいり、施設の機能に関する利用

上の問題点を把携し、既存の建築の矛盾を指摘し、これをいかに計画すべきかという観

点でまとめる」という実際の設計への反映を強く意識したものであった 24。現在、現地

調査を通じた地域の居住特性の抽出という方法論はごく一般的な手法として採用されて

いるが 25、「調査主義」との批判 26があったように、それ自体に新たな概念の萌芽の可能

                                                  
2 2  参考文献 20 を参照。  
2 3  参考文献 21 を参照。  
2 4  参考文献 22 を参照。  
2 5  参考文献 23 など、多数の建築・都市調査に関する書籍が刊行されている。  
2 6  参考文献 22 を参照。  
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性があることは否定せずとも、ややもすると研究対象の細分化 27に伴う特殊解の一般化、

それに伴う「概念の発見と提示」の陳腐化にも繋がりかねない。また、現場における研

究者の直感の言語化という方法論（フィールドサイエンス 28）は現在も基本的な技術と

して有効かつ重要ではあるものの、研究対象がそのように存在すると感じ得たことの意

味と成立条件を「その時、その場所」の限定的な把握により理解してしまう恐れもある。

現代の建築および都市を取り巻く環境は複雑化しており、提唱される理論の妥当性の検

証と計画的還元を目的とした統計的評価およびシミュレーション手法が発展し、発展途

上国においてはスラムの形成理論の検証に活用されている 29。個々の研究者の直感を検

証し、将来的な地域間比較を可能とする共通分析言語を確立する事は、都市像の塑形的

意味合いとしての「モデル」とそれを支える数理的な「モデル」との相互補完という形

を採ることで、工学および社会科学にも関連する建築計画分野の発展に重要であろう。

「住み方調査」の系譜においてこのような「科学的研究」の採用は合理主義批判の観点

から消極的であったが 30、近年の演算処理環境の高度化および統計処理環境のオープン

ソース化の流れの中で空間分析環境は一般化している。「伝統的知性」の補助だけでなく

「全体像・未来像」を再構築するうえで、従来の手法に加えてデータ指向型のアプロー

チの有効性は向上していると考えられる 31。例えば景観研究では、建物のファサードや

街並みの構成要素といった空間的特性を分析するうえで、記号論の視点から対象となる

街並みをコード化し、一種のネットワークグラフの関係として扱うことで統語的な分析

を可能としている 32。このような手法の利点は、研究対象を情報化しデータの操作性を

向上させ、多様な解析手法を適用し分析の解像度を向上させられるに留まらず、そこか

ら景観シミュレーションに発展させることでデザインコード策定など将来の計画に向け

た評価に用いられること、またそれを援用することで合意形成のツールとして利用でき

ることである。建築・都市計画分野における市民参加型まちづくりがひとつの重要なテ

ーマとなっている現在の日本に限らず、研究の意義と成果を明示化し研究対象地へ研究

成果を還元するうえで、このような方法論の重要性は今後も増大するであろう。また、

街路などの線的な空間表現にはスペース・シンタックス理論を援用した研究が一般的と

なっているが 33、路地の空間特性の表現にはまだ課題がある。空間表現力の向上は従来

の研究者の直感の裏付けに加え新たな知見をもたらすことが期待されるとともに、これ

まで個々の研究者の洞察により提示されてきた各種空間機能や概念の検証のための共通

                                                  
2 7  参考文献 24, 25 を参照。  
2 8  参考文献 26 を参照。  
2 9  参考文献 27–29 などを参照。  
3 0  参考文献 30, 31 を参照。  
3 1  参考文献 32 を参照。  
3 2  参考文献 33 など多数の研究成果が報告されている。  
3 3  参考文献 34 などを参照。  
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の土台を提供できる可能性を持つ点で、建築・都市計画学の発展への寄与が期待される。  

 

以上の考えを図  1-1 に整理する。都市圏－街区－住居の 3 つの空間尺度から、ショッ

プハウス街区の空間的構成要素とそれらの相互関係が構築する環境の機能と役割を明ら

かにするとともに、それらに対してデータ指向のアプローチから実証的に取り組むこと

が、これからの都市の持続的な発展とそれに適応する都市像を考えるうえで重要と考え

られる。  

 

 

図  1-1 研究の位置付け   
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1.2. 研究の目的と課題  

1.2.1. 研究の目的  

(1) 構築環境の保全と継承－町家とショップハウスの系譜 

ショップハウス研究は町家研究の系譜に連なる。日本における京都や各都市で実施さ

れてきた町家研究では、失われつつある歴史的環境の再発見と保存を目標に、1975 年の

文化財保護法改正で規定された伝統的建造物群保存地区に象徴される町並みの静的保全

を目的とした研究および活動が実施され、その後は開発的保存の観点からの新たな方策

が検討され現在に至る 36。これらの研究は、歴史的環境としての路地と都市計画上の防

災・交通工学的合理性との相反に見られるような開発と保全の二項対立的関係から、町

並み保全と観光開発とを関連させる開発的保存の段階に移行し、現在は歴史的環境保全

と優れた居住環境の双方を満たすための方策が模索されている 37。  

海外におけるショップハウス研究はこれと概ね軌を一にしており、1980 年代後期の研

究では、都市計画における市街地整備の観点からのショップハウスの実態と課題 38およ

びショップハウスの起源が検証され 39、それと並行するかたちで各地のショップハウス

を対象とした空間構成やファサード等の基本的な空間条件が整理されていった 40。その

結果の一部は、東アジアと日本の町家の比較という形で 2007 年に報告がなされている 41。

1990 年代にはホイアン（ベトナム）の歴史的町並み保存に向けた一連の研究が実施され、

町並み保存プロジェクトとしての成果が報告された 42。ショップハウスの近代建築文化

遺産としての積極的な評価が行われ 43、それと並行してショップハウスが形成する構築

環境が都市居住に果たす役割に着目した研究へと多様化しているのも日本の町家研究の

展開過程と酷似している。現在はショップハウスの保全と生活環境の向上との両立を目

指す段階に移行しつつあり、本研究もその延長線上に位置付けられるものである。  

マレーシア等でも同様の実態が報告されているが 44、プノンペンのショップハウスは

仏統治期に建設された低層 2 階建てのものから 1950 年代以降に建設された 3~4 階建て

の中層型ショップハウスに建て代わっており、低層町家が残る旧市街地の町並みではな

く、都心部に立地し高密度居住を可能とする併用集合住宅としての意味合いが強い。廃

墟から再出発し現在まで育まれてきたプノンペン住民の都市居住環境を捉えた研究はこ

                                                  
3 6  参考文献 35 を参照。  
3 7  参考文献 36 を参照。  
3 8  参考文献 37 を参照。  
3 9  参考文献 15 を参照。  
4 0  参考文献 38 などを参照。  
4 1  参考文献 39 を参照。  
4 2  参考文献 40 から 41 に到る一連の研究を参照。  
4 3  参考文献 42 を参照。 2008 年にはマラッカとジョージタウンが「マラッカとジョージタウン、マ

ラッカ海峡の歴史都市群」として世界遺産登録された。  
4 4  参考文献 43 を参照。  
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れまでになく、またそれを支える器としてのショップハウス街区の空間構成とその今日

的な役割を包括的に論じた研究もない 45。ショップハウスの特性と言われてきた職住近

接性の低下が報告されその役割の変化が予想される現在 46、ショップハウス街区の今日

的役割の検証と位置付けを明らかにする事は今後の研究の課題であり、地域の伝統をど

のように「新しく」引き継ぎ、「新しい都市型住居のプロトタイプ」47を検討するに当た

り重要な視点だと言える。  

(2) 開発途上国における都市居住モデル 

都市全体から見た発展途上国の都市化の様相については、主に都市地理学や都市経済

学の分野で研究が蓄積している。東南アジアの首座都市（プライメイト・シティ）を中

心に幹線道路沿線開発の郊外開発が進展するなか 48、工業化に先行した農村部から都市

への人口流入に産業育成やインフラ開発が追い付かない「過剰都市化」により貧困層が

拡大し多数のスラムが形成された。この貧困格差の問題は、経済発展と労働市場均衡に

よる所得格差が解消すると予想されたが、「プッシュのみの向都離村」が継続し現在もス

ラムは存在し続けている 49。この後、発展途上国特有の雇用部門であるインフォーマル

セクターが大量の余剰労働力を吸収しセーフティーネットとして機能するとともに、こ

の存在自体がアジアのメガシティ化を可能とする相互補完的な関係を形成しているとし

て再発見された 50。また、郊外農村地域から都市への人口移動よりも、伝統的に都市周

辺に存在する比較的高密度なデサコタ（農村都市共同体）が取り込まれる形で拡大した

「EMR（Extended Metropolitan Region: 拡大首都圏）」を形成していることが指摘さ

れた 51。その空間立地としては、海外直接投資（FDI: Foreign Direct Investment）に

よる工業団地開発および新中間層向けの住宅開発が既存の中心市街地と異なる都市核を

形成する「FDI 型新中間層都市」を形成していることが指摘されており 52、人口・経済

動態の視点から発展途上国における都市空間構造を説明するモデルの提示と検証が進ん

でいる。  

しかし、その具体的な空間編成の方法、特に居住環境形成を目的に提示されたモデル

は少ない。発展途上国では、主にスラム地区を対象とした居住環境改善の観点からいく

つかの住居モデルが提示されている。従来のクリアランス型のスラム改善事業の財政的

                                                  
4 5  これまでに発表された国内の学位論文では、安藤によるショップハウス市街地整備論（参考文献

44）、ラクサウィン、リーによるファサードデザイン（参考文献 45 および 46）およびチョンによ

るショップハウスの供給の視点からの持続的利用可能性（参考文献 47）について報告されている。 
4 6  参考文献 10 を参照。  
4 7  参考文献 48 を参照。  
4 8  参考文献 49 を参照。  
4 9  参考文献 50 を参照。  
5 0  参考文献 51 を参照。  
5 1  参考文献 51 を参照。  
5 2  参考文献 50 を参照。  
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制約、居住者の生活様式との乖離、立地や家賃等に起因するスラム居住者の定住性の低

さに対する反省からオン・サイト型の事業が提唱され、タイではコアハウジングが 53、

インドネシアではカンポン改善事業において積層カンポンの「カンポン・ススン」が提

案・実施された 54。いずれも①最低限の居住インフラを備えたスケルトン・インフィル

の住居型、②住民の自助および相互扶助を前提とした自主建設（セルフ・ビルド）、③住

戸間の共有空間など居住者の生活習慣および住民のコミュニティを重視した空間計画と

して評価されている 55。都市開発の観点からは交通指向型開発（ Transit-Oriented 

Development: TOD）と、それに伴う土地区画整理による換地と土地集約による土地の

高度利用が提案されているが 56、発展途上国特有の複雑な土地所有関係および既存の空

間秩序や地域コミュニティに対する影響が甚大なことから、都市基盤形成において一定

の必要性はあるものの、既成市街地における構築環境の保全の観点からは対象の選定に

は慎重な判断が必要であろう。  

都市形態に関しては、少子高齢化による人口減少に直面する日本を含む先進各国にお

いて、都市の縮小高密化による都市の環境負荷低減と効率的運営を目指したコンパクト

シティ 57や、郊外に拡大した市街地の計画的撤退を目的としたスマートシュリンク 58が

提唱されている。コンパクトシティは TOD とも関連して発展途上国への適応が注目さ

れているが 59、それは主に発展途上国で問題となっている都市交通問題に関連した公共

交通機関の導入と、それに伴う都市空間の高度利用的再編を目的としている。これには

上述の構築環境保全の観点からの課題がある一方で、「質の高い街区の形成」という居住

空間群として街区を捉える観点も提示されている 60。都市または地区単位での計画が法

的根拠を伴いながら策定される一方で、都市の構成要素である街区の特に居住地を対象

とした計画が不十分である状況 61において、国を問わず重要な観点であろう。これは、

都心居住の文脈における多様な用途施設の混在と、異なる社会的背景を持つ居住者の混

住がインナーシティ問題を予防し 62、その多様性が街の持続性に繋がる可能性を持つと

いう指摘 63からも、街区を基準とした適切な居住環境の構築が重要と思われる。また、

「モデル」を定量的評価やシミュレーションの観点から見ると、国内では主にコンパク

                                                  
5 3  参考文献 48 を参照。  
5 4  参考文献 52 を参照。  
5 5  参考文献 53 を参照。  
5 6  参考文献 54 を参照。  
5 7  参考文献 55 を参照。  
5 8  国土交通省社会資本整備協議会の都市政策の基本的な課題と方向検討小委員会において継続的に

議論が行われている。参考文献 56 なども参照。  
5 9  参考文献 57 を参照。  
6 0  参考文献を参照。  
6 1  参考文献 58 を参照。  
6 2  参考文献 59 を参照。  
6 3  参考文献 60 を参照。  
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トシティに関連した土地利用や空家の発生に着目したものが多く 64、発展途上国では主

にスラムの形成過程に着目した研究が殆どであり 65、街区空間の役割を積極的に捉えた

ものは少ない。  

「都市は住まいによってつくられる」という観点は都市住居に普遍的な原理としてひ

ろく共有され 66、その連担により街区を形成する「街区住宅」としての重要性が指摘さ

れている 67。これは、ショップハウスの連担により街区が形成されるプノンペンにも共

通する視点である。この空間形態論の視点から見た街区に、西欧だけではない「都市に

住むという感覚」 68、つまり住民らの「住み方」の様相を重ねることで現れ出る居住形

態の独自性と都市におけるその役割の検証は、開発途上国における都市居住モデルとし

ての固有性を持ち得ると共に、先進国にも共通した知見をもたらすものと考えられる。  

 

これらの考察を整理すると、①ショップハウス街区を形成する空間要素の構成と住ま

い方を整理するとともに、その継承と発展に向けた今日的な役割の同定が重要である、

②発展途上国特有の都市化過程を説明する様々なモデルが展開するなか、都市住居のモ

デルとしてはスラムの居住環境改善、定量的評価とシミュレーションのモデルはとスラ

ム形成を主としたものに限られている、③都市居住モデルを考える手がかりとして、シ

ョップハウスが構成する街区を基点に据えることが有効と思われる、④建築と都市の連

続性の中にショップハウス街区の役割を位置づけるうえで、空間の形態や住居内外での

住まい方に加え都市構造との関係を捉えることが重要であると言える。これらの認識の

もと、本研究は、プノンペンのショップハウス街区の空間構成と役割を明らかにするこ

とで、その在り方を都市居住モデルのひとつとして位置付けるとともに、その継承およ

び発展に向けた建築・都市計画的な知見と課題を、従来のフィールドサイエンス的手法

にデータ思考型のアプローチ加えた形で得ることを目的とする。具体的には、次の 4 点

を目的とした考察を展開する。  

①  プノンペンのショップハウス街区を構成する各空間単位の基本的特性を明らかにし、

構築環境の形成実態と課題を明らかにする。  

②  建築・街区・都市の連続的なスケールの中で、ショップハウス街区の特性と今日的

な役割を明らかにする。特に現地調査での実態把握が困難な都市とショップハウス

街区との関係の検証と、試論として空間と路地との関係分析のためのデータ指向型

アプローチから空間計画的な知見の導出を試みる。  

                                                  
6 4  参考文献 61–65 などを参照。  
6 5  参考文献 27–29 などを参照。  
6 6  参考文献 66 を参照。  
6 7  参考文献 67 を参照。  
6 8  参考文献 68 を参照。  
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③  以上の検証をもとに各空間単位を統合した基本単位としてショップハウス街区を捉

え、そこで展開される居住形態を都市居住モデルのひとつとして定義し、都心の持

続的発展のための計画的な知見および課題と展望として整理する。  

1.2.2. 研究の課題  

1975 年から開始したクメール・ルージュのプノンペン入城以降、 1991 年に内戦が終

結し治安が安定するまでプノンペンを対象とした研究は少ない。日本では、内戦後の人

口増加に起因するスラム改善事業を対象とした研究が 2000 年代から行われた 69。後発開

発途上国として長らく支援の対象とされてきたカンボジアにおいてプノンペンの居住環

境は改善の対象であり、ショップハウスに着目した研究は旧統治国であるフランスを中

心とした調査を除き、2006 年の脇田、白石等による研究が最初であり 70、それまでショ

ップハウス街区の空間構成や住まい方の実態は明らかではなかった。都市構造との関係

等の広域的視点および住まい方の特徴の統計的検証の視点からショップハウス街区を取

り上げた研究は、カンボジア以外の東南アジア諸都市でも検証されていない。つまり、

①東南アジアにおけるショップハウス研究のなかでカンボジア（プノンペン）における

蓄積がないこと、②ショップハウス街区の持つ役割を都市全体の視点から位置付けられ

ていないこと、③調査から観察されたショップハウス街区の持つ特徴を、数理的モデル

等を用いて検証し具体的な計画的知見へと昇華できていないと言える。これらの観点お

よび研究の目的に対応する形で、以下の 3 点の研究課題を設定する。  

①  ショップハウス街区の空間構成の把握  

本研究の対象地である中心市街地の形成過程を整理し、近代都市建設におけるショッ

プハウスの役割と特徴を明らかにする。次に、ショップハウス街区の空間的条件を形成

する各空間単位を対象に、単体としてのショップハウスと、その集合により形成される

ショップハウス街区の空間構成ならびにその変容実態を把握する。具体的には、住居と

その集合が形成する街区ならびに街区の集合体である調査対象地の空間構成、住居の増

改築による街区空間の変容実態ならびにそれらの都市空間への立面的投影である景観を

対象とする。これらの分析を通じて、街区居住の空間的前提となるショップハウス街区

の空間的特徴を明らかにする。  

②  都市におけるショップハウス街区の役割の把握  

空間が都市の静的側面を規定する一方、そこに住む人々の行動は都市の動的側面を規

定している。従来のショップハウス研究で活用されなかった都市圏およびショップハウ

ス街区住民の交通行動情報をもとに、プノンペンの都市構造分析からショップハウス街

                                                  
6 9  参考文献 69–71 を参照。  
7 0  参考文献 72, 73 を参照。  
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区が密集する中心市街地の役割を明らかにするとともに、職住近接性の観点からショッ

プハウス街区住民の生活実態を分析し、ショップハウス街区の今日的な役割を明らかに

する。  

③  外部空間の利用実態の把握と実証的分析  

ショップハウス街区に限らず街路や路地等の外部空間の利用実態の分析が蓄積し細分

化が進展するなか、それらの共通基盤として比較分析を可能とする手法はスペース・シ

ンタックス理論やグラフ理論を中心とした街路レベルの形態分析に留まっている。現地

調査を通じて街区における歩道と路地の使い分けの実態を整理し、ショップハウス街区

における外部空間の役割を明らかにするとともに、特に路地の活用実態に着目し、路地

の空間構成が住民活動の誘発に与える影響を明らかにする。これらの分析を通じて、シ

ョップハウス街区における外部空間の役割を整理するとともに、路地計画における空間

計画的な知見と課題を得る。  

1.3. 研究の構成と仮説  

本研究は、プノンペンの中心市街地に立地するショップハウス街区における住まい方

の総体的な様態を街区居住と定義し、その構成要素である住居・外部空間・景観ならび

に住民の生活行動の実態分析を通じて都市におけるショップハウス街区の今日的な役割

を明らかにし都市居住モデルのひとつとして定義するとともに、その持続可能性を検討

するための計画的知見と課題を得ることを目的とした研究である。前節の課題をもとに

5 つの仮説を設定し、それに対応した 5 章で構成される。研究の構成を図  1-2 に示す。 

第 1 章では、研究の背景と目的、ショップハウスに関する既往研究を整理し、本研究

の位置付けと枠組みを示す。  

第 2 章では、調査対象地の形成過程と都市建設におけるショップハウスの役割を整理

したうえで、居住単位の積層と更新により多様な住要求に対応しているという仮説のも

と、ショップハウスとその集合が形成する街区の空間構成、増改築による街区空間の変

容実態、それらの都市空間への立面的投影である景観を対象に空間構成を分析し、ショ

ップハウス街区の空間的特徴を明らかにする。  

第 3 章では、プノンペンの都市構造分析からショップハウス街区が立地する中心市街

地の位置付けを整理するとともに、商業と住居の併存というショップハウスの職住近接

居住が狭域生活圏を形成しているという仮説のもと、ショップハウス街区住民の職住近

接性の実態と、ショップハウス街区の生活・就業・消費機能の特性を明らかにする。ま

た、上記の分析に対する考察を通じて、街区空間の持続性の維持のためにショップハウ

スが持つ機能的役割を考察する。  

第 4 章では、外部空間における公私の使い分けが都心の商業・生活環境の両立を可能
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とし、路地が生活空間を補完しているという仮説のもと、ショップハウス街区の外部空

間の利用実態の分析を通じて、都市の賑わいと生活空間の共存実態を明らかにする。更

に、路地の空間構成が住民の生活行為の誘発に対する影響を分析し、今後の再開発に備

えた路地空間の保全と適正配置のための知見を得る。  

第 5 章では、終章として第 2 章から第 4 章までに得た知見を整理するとともに、それ

らの総体として形成される街区居住という住まい方のモデルを提示する。  

 

 

図  1-2 研究の構成と仮説  
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1.4. 既往研究と研究の位置付け  

本節では、過去のショップハウスに関する研究の蓄積を概観するとともに、各章に関

連する既往研究を必要に応じて取り上げ、本研究の意義と独自性を整理する。ショップ

ハウスを対象とした研究は 1980 年代から報告され始め、これまで建築学会および都市

計画学会において東・東南アジアを中心に 150 本余りの論文が報告されている（表  1-1）。

既往研究は大きく以下の 6 つの視点から整理できる。  

1.4.1. 海外における研究  

プノンペンのショップハウスおよび都市構造に関する研究は現在も限られているが、

一般書籍で特出したものとして、旧統治国のフランスによる建築都市調査 71や都市形成

史に関しての報告 72が存在する。前者ではプノンペンのヴィラおよび数棟のショップハ

ウスを対象に平断面および立面構成が報告されており、後者はプノンペンの形成につい

て多数の図版をもとに説明されている。  

学術研究としては、地理学の視点から衛星画像を使用して都市形成過程を分析した研

究 73、ストリートベンダーの実態を扱った研究 74、東南アジアのショップハウスを扱っ

た研究 75で本研究成果の一部が報告され、また東南アジアのショップハウス研究のなか

でプノンペンのショップハウスの概要が報告 76される程度であり、プノンペンのショッ

プハウスおよびショップハウス街区の空間特性および利用に着目したものは限られてい

るのが現状である。  

1.4.2. ショップハウスの起源と系譜  

ショップハウスに関する研究の流れのひとつとして、その起源と系譜を対象としたも

のが挙げられる。ショップハウスの起源には諸説あり、イギリスの植民統治下のシンガ

ポールにおいてラッフルズが 1822 年に作成した第 2 次都市計画に遡り、華人居住地の

景観の統一、防火対策および居住面積の確保を目的とし、住居前面にアーケードを持つ

職住一体型住居として規定されたのが最初とされる 77。これを契機として、同様の都市

計画がその他のイギリス保護領（マレーシア）において主に華人居住区に適用されると

ともに植民地の政策に組み込まれ 79、そこで定着した連続アーケードが 1842 年の香港割

譲により中国大陸に再輸入された。その祖型は中国南部の「店屋」にあるとも言われる 81。 

                                                  
7 1  参考文献 72, 74 を参照。  
7 2  参考文献 75, 76 を参照。  
7 3  参考文献 77 を参照。  
7 4  参考文献 78 を参照。  
7 5  参考文献 79 を参照。  
7 6  参考文献 80 を参照。  
7 7  参考文献 15, 81, 82 を参照。  
7 9  参考文献 15, 83 を参照。  
8 1  参考文献 38, 48 等を参照。  
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表  1-1 ショップハウスに関する研究の系譜  
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エアコンが導入されたショップハウスにおける中
庭の温熱環境とそれが居室に及ぼす影響（ｽﾞｰ
ｼﾝ, 鉾井, 他）梗概集

国・地域

ショップハウスで構成される街区の空間
利用に関する研究（辻, 脇田, 他）梗概集

カンボジア・シェムリアップ市街地における近代都
市建築に関する研究（中川, 黒岩, 他）梗概集

インドネシア・パダン旧市街地における地震前後
の環境移行に関する考察（ﾏﾊﾗｼﾞｬﾝ, 脇田, 他）
梗概集

マラッカの伝統的ショップハウスにおける中庭の
形態がその気温形成に及ぼす影響（阿部, 他）梗
概集

プノンペン(カンボジア)における屋上居
住の空間特性（渡辺, 脇田, 他）梗概集

ヤンゴンのローハウスについて
（太田, 他）梗概集

近代バンコクにおけるショップハウスを
取り入れた複合建築（岩城）梗概集

涪陵区大順鎮(重慶市)の空間構成に関
する考察（小寺, 布野, 他）梗概集

双流県黄龍渓鎮歴史的街区(四川省)の
空間構成に関する研究 その1~2（藤澤, 

布野, 他）梗概集

中庭を有する住宅の室内温熱環境に関する研究（ｽﾞｰｼﾝ, 

鉾井, 他）梗概集

インドネシア・パダン歴史地区における住宅内温熱環境と
生活の実態調査（上田, 安福, 他）梗概集

漳州旧城・薌城区（福建省）の住居類
型とその分布に関する考察（趙, 布野, 

他）計画系論文集

カンボジア・テラスハウスにおける室内温
熱環境改善のための屋根への日射対策
の効果検証（野田, 山本, 他）梗概集

プノンペンの街区居住に関する研究
（梶本, 脇田）支部研究報告集

泉州鯉城区(福建)の住居の平面構成とそ
の変容に関する考察（趙, 布野, 他）梗概集

ジョージタウンの歴史的建築に関する構
法研究（ｼｬﾝ, 藤田他）梗概集

上海における近代街区の形成過程と建
築類型（寺田, 高村, 他）梗概集

ショップハウスの増改築プロセスに関す
る考察（近藤, 脇田, 他）梗概集

ショップハウスによる街並みの構成原理
に関する研究（梶本, 脇田, 他）梗概集

マレーシア・シンガポールにおける街路
型職住複合建築「ショップハウス」の展開
（ﾁｮﾝ）京都大学博士論文

プノンペン（カンボジア）における都心
街区の外部空間利用（脇田, 白石）計
画系論文集

プノンペン(カンボジア)におけるショッ
プハウスの空間構成と街区構成に関
する考察（脇田, 白石）計画系論文集

ピマーイ(東北タイ)の都市空間構成とその住居
形式に関する研究1~2（山本, 布野, 他）梗概集

ショップハウスによる都市空間
（PHONPASEUTH, 真堺名, 他）梗概集

タイ・ラッタナコシン地区のショップハウスの形成と変容に
関する考察 その1~2（山田, ｵﾝｻﾜﾝﾁｬｲ, 布野, 他）梗概集

アジア都市のショップハウスに関する研究 8（張, 東樋口, 他）梗概集

アジア都市のショップハウスに関する研究 7（張, 

東樋口, 他）梗概集

ショップハウス住居に関する住居者意
向に関する考察（ｴﾘｻ, 鳴海）梗概集

アジア都市のショップハウスに関する研究
4~6（張, 東樋口, 他）梗概集

バンコク保全地区に近年導入されたショップ
ハウス・ガイドラインに関する研究
（Pimonsathean, 西村）都市計画論文集

ショップハウス開発による市街地整備計画
論（安藤）京都大学博士論文

アジア都市のショップハウスに関する研究1~3（御
厨, 東樋口, 他）梗概集

バンコクのショップハウスの成立とその実
態に関する考察（安藤）都市計画論文集

註1 下線のあるものは査読付きの論文を示す
註2 特に記載のないものは日本建築学会の発行論文

マレーシアにおけるショップハウスの供給 （張, 

東樋口, 他）計画系論文集

マレーシアにおけるショップハウスの地域社会・経
済連関に関する研究（橋本, 東樋口, 他）梗概集

シンガポール都市計画とショップハウス（泉田）計画系論文集

複
数
地
域

そ
の
他
地
域

屋根付テラスと連続歩廊の街並み景観
について（泉田, 黄）都市計画論文集

タイ・中部平原のマーケット・タウンのショップハウ
スの空間構成（ｵﾝｻﾜﾝﾁｬｲ, 布野）計画系論文集

アユタヤ旧市街の居住環境特性とショップハウスの類
型に関する考察（ｵﾝｻﾜﾝﾁｬｲ, 布野, 他）計画系論文集

タイ・パタニの旧華人居住地のショップハウスの空
間構成と変容（ｵﾝｻﾜﾝﾁｬｲ, 布野）計画系論文集

ラッタナコシン地区(バンコク)のショップハウスの空間構成と
その変容に関する考察（ｵﾝｻﾜﾝﾁｬｲ, 布野）計画系論文集

バンコクのショップハウス開発の実態
と問題点（安藤）都市計画論文集

東南アジアと中国における騎楼の変遷
と保存状況に関する研究（陳, 井上）支
部研究報告

台北における歴史的建造物の活用 : ショッ
プハウスを中心に（張）日本遺跡学会誌

日本統治期の台湾の地方小都市にお
ける亭仔脚の町並みの普及（西川, 中
川）計画系論文集

マラッカの伝統的ショップハウスにおける中庭が室内熱環境に及
ぼす影響（安福, 久保田, 他）梗概集

シンガポール/マレーシアにおけるコンバージョン建築の調査研究
１~2（山本, 他）梗概集

多民族の混在とその活動を許容する空間の仕組みに関する研究
（高木, 小林）総合論文誌

インドネシア・パダン歴史地区における町家建築形式の相対編年について
（佐藤, 脇田, 他）梗概集

2009年西スマトラ地震後のパダンにおける歴史
的町並み復興1~10（脇田, 竹内, 他）梗概集

マラッカの伝統的中華系ショップハウ
スにおける中庭の熱環境改善効果（久
保田, ﾄｰ）梗概集

旧東京市営店舗向住宅の持
続的利用に関する調査研究
（宮原, 張）支部研究報告

シンガポールにおける歴史地区の街路
マネジメントに関する研究（守山, 出口）
計画系論文集

ヴィエンチャンにおける都市空間の変
容と住居形式に関する考察
（Chiranthanut, 布野、他）梗概集

ピマーイ(イサーン, タイ)の住区構成と住居類型
に関する考察（廣富, 布野, 他）計画系論文集

ベ
ト
ナ
ム ホーチミン市・チョロン地区の華人会

館と土地経営（太田）梗概集

ホーチミン市・チョロン地区の里弄住
宅に関する研究（太田）梗概集

マラッカ(マレーシア)旧市街の空間特性
と住居形式に関する考察（布野, 宇高, 

他）計画系論文集

マレーシア・ペナン島のショップハウスに関
する研究（ｱｲﾘｰﾝ, 西村, 他）計画系論文集

タイ・中部における水路沿いのマーケット・タウンのショッ
プハウスの空間構成1~2（ｵﾝｻﾜﾝﾁｬｲ, 布野, 他）梗概集

歴史的住環境の「再生・活用」のため
のデザインコードの研究（八木, 安藤, 

他）住総研論文集

ジョージタウン旧市街における街区内外
部空間の構成と役割1~2（加藤, 八木, 

他）梗概集
ペナン島・ジョージタウンの空間構成（安
藤, 阿部, 他）法政大学計算科学研究ｾﾝ
ﾀｰ報告書

タイ北部に咲いた近代建築の都 ランパーン
（吉田, 高村, 他）梗概集

ジョージタウンにおける5フットウェイの連
続性からみた集合形式（小林, 八木, 他）
梗概集

ホーチミン市の街区構造と都市形成に
関する研究（太田）梗概集

バンコク・チャイナタウン地区における商店建
築の変容について（藪崎, 藤森, 他）梗概集

台北のショップハウスにおける鉄網コン
クリートの導入について（陳）梗概集

シンガポールにおける歴史的ショップハウス市街地の「政府主導・
民間提案型」都市保存の制度（張, 東樋口, 他）計画系論文集

シンガポールにおけるショップハウスの保存・再生の
マスタープランと現状（菊池, 藤木, 他）梗概集

マレーシア・クアラルンプールにおけるショップハウ
スの空間構成とその利用実態（東樋口, 張, 他）計
画系論文集

騎楼型民居の構成に関する研究（茂木, 

片山, 他）住総研年報

バンコク中心市街地のショップハウス
の構成に関する研究（安藤）都市計画
論文集

一
般
書
籍

社
会
動
態

「マラッカとジョージタウン、マラッカ海峡の歴史都市群」の世界遺産登録

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2017

厦門の都市改造と騎楼（恩田）, マレーシアのショップハウス（宇高）, 台湾都市史とｼｮｯﾌﾟﾊｳｽ（青木）、シンガ
ポールのショップハウス（中沢）, アジアのアーケードと路上商売（泉田）アジア遊学

東南アジアのチャイナタウン（山下）
古今書院

アジア都市建築史（布野）昭和堂

スラムの計画学（脇田）めこん

海域アジアの華人街（泉田）学芸出版社

東南アジアを中心に分布する連続覆
付歩廊内部の温熱環境に関する研究
（逵原, 他）計画系論文集

東南アジアの歴史的街屋建築に関する研究1~2

（泉田, 他）住総研研究年報

Spatial Recomposition of Shophouses in 

Phnom Penh, Cambodia（Wakita,  

Shiraishi）JAABE

ラッタナコシン地区(バンコク)のショップハウスの形成と
類型に関する考察（ｵﾝｻﾜﾝﾁｬｲ, 布野）計画系論文集

ショップハウス開発による市街地整備計画論
（泉田）博士論文

Penang, Malaysia - Penang's Shophouse Culture

（Fels P. Tusa）Places Journal

ベトナム・ホイアンの町並保存に関する調査
研究9-13（鷹野, 羽生, 他）梗概集

多民族社会の住宅団地での画一的住戸空間に
見る民族性（宇高, 東樋口他）計画系論文集

シンガポールのショップハウスにおける保存・
再生の改修例とガイドラインの比較考察（菊池, 

藤木）梗概集

ベトナム・ホイアンにおけるコロニアル風建
築に関する研究（鷹野, 羽生, 他）梗概集

歴史的地区保全―ショップハウス保全を
中心として（鈴木, 他）建築保全センター

オズバート・チャドウィックの報告書から
見た旧香港植民地の居住改善事業（泉
田）計画系論文集

マレーシア・ペナンの伝統型ショップハウスの空間
構成と利用状況（ｱｲﾘｰﾝ）京都工芸大博士論文

植民地シンガポールのショップハウスのファ
サードと民族表現における役割に関する研究
（ﾘｰ）東京大学博士論文

The Shophouse as a Tool for Equitable 

Urban Development（Natalie）Pennsylvania 

Univ.

バンコク華人系屋台街に見る屋台の様態と自生
する秩序（中村, 古谷）計画系論文集

泉州鯉城区（福建省）の住居類型とその分布
に関する考察（趙, 布野,  他）計画系論文集

タイ、チェンマイにおけるショップハウスのファサード
デザインに関する研究（Raksawin）大坂市大博士論文

ショップハウスによる街並みの更新実
態（梶本, 脇田）報告集（近畿）

Assessment of Adaptive Reuse of Heritage Shop Houses for 

Sleep Lodging in Malaysia（Mydin at el.）SHS Conference

Formal language of Lanna Shop 

House's Façade in Lampang Old 

city, Thailand（Phetsuriya）IOP 

Conference

マレーシア・ペナン島ジョージ
タウンにおける建築構成1~2

（園部, 他）梗概集

A study on architectural type and 

usage pattern in old town area of 

Xiamen City（李, 西出）梗概集

東南アジアと中国における騎
楼に関する研究 その1~2（陳, 

井上）支部研究報告集

中国広州市騎楼街区における保全的再生策の
動向と住民意識（三橋, 小西,  他）技術報告集

中国広州市騎楼街区住宅の改修・建替に
関する研究その1~2（黎, 阿部, 他）梗概集

騎楼街区における住宅の改修・建替えに
関する研究 その1~2（黎, 三橋, 他）梗概集

中国広州市における騎楼街並み保護事業の
成果と課題（陳, 三橋, 他）技術報告集

中国広州市の騎楼街区における居住環境に関する研究
その1~4（陳, 三橋, 他）支部研究報告集, 梗概集

中国広州市における騎楼の空間構成と
居住実態（陳, 三橋, 他）支部研究報告集

中国における商店街建築計画形式に関
する研究（陳, 石丸）支部研究報告集

廈門における近代の騎楼型住居の空間
構成について1~2（恩田）梗概集

広州市西関大屋区(広東省)の空間構成に関
する考察その1~2（李, ヒメネス,  他）梗概集

中国広州市の騎楼街区における居住環境に関
する研究その1~3（陳, 三橋, 他）計画系論文集

中国広州市の騎楼街区における屋外空間の
利用実態とコミュニティ形成に関する研究 そ
の1~3（陳, 三橋, 他）梗概集

Phnom Penh développment urbain et patrimoine (Atelier parisien d‘urbanisme at el.)

Phnom Penh Then and Now (Michel Igout)

Modern Khmer Cities (Vann Molyvann)

Phnom Penh a l'aube du XXIe sie cle (Atelier parisien d‘urbanisme at el.)

Urban Morphology of Commercial Port Cities 

and Shophouses (Han and Beisi) CUTE

Penang/ Georgetown‘s Shophouse Facade and Visual 

Problems, Analytic Study（O. Sabaha） ICOLASS’16

Demystifying Vernacular Shop Houses and Contemporary 

Shophouses in Malaysia （Elnokaly and Jun）PLEA Conf.

ベトナム・ホイアンの町並保存に関する調査
研究14-16（内海, 福川）梗概集

東南アジアの住居（布野, 他）
京都大学学術出版会

世界居住誌（布野）昭和堂

騎楼空間における仮設的要素の使われ方と人々の
認識（陳, 清水）計画系論文集

騎楼と飄楼による街路整備の実施過程（恩
田）計画系論文集

Georgetown as a Heritage City（Mui et al.）14th Pacific 

Rim Real Estate Society Conference

福建・漳州市における薌城区の空間構成に関する
研究その1~3（趙, 布野,  他）梗概集

マレーシア・ジョージタウンの
ショップハウスに関する研究
その1~4（磯田, 他）梗概集

台湾における亭仔脚の形成と店屋ファ
サードの展開に関する考察（黄）支部研
究報告集

福建・泉州市における鯉城区の空間構成に関する研
究（石川, 他）梗概集

都市構成要素としての露店の研究（橋本, 東樋口, 

他）梗概集
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その他の東南アジア諸国では、シンガポールの影響を受け、タイでは近代化政策の一

環として 1870 年に最初のショップハウスが建設され 82、その後も華人居住区を中心に東

南アジア諸都市で建設されている。ショップハウスの系譜を直接の目的としたものでは

ないものも含めると、タイではバンコク 83、ランバーン 84、ピマーイ 85、パタニ 86、アユ

タヤ 87、チェンマイ 88で、シンガポール 90、マレーシアではペナン 91、マラッカ 92、クア

ラルンプール 93、アンパン 94、インドネシアではジャカルタ 95、メダン 96およびパダン 97で、

ベトナムではホイアン 98およびホーチミン 99、ラオスではビエンチャン 100、ミャンマー

ではヤンゴン 101、中華圏では廈門 103、広州 104、漳州 105、泉州 106、黄龍渓鎮 107、上海 108

および台湾 109、カンボジアではプノンペン 111とシェムリアップ 113における研究が蓄積さ

れている 114。本研究は、ショップハウスの起源と系譜の解明を直接の目的としたもので

はないが、街区居住における空間的条件を規定する前提として、カンボジアにおけるシ

ョップハウス導入の経緯を整理する。フランスによる統治を受けたプノンペンにおける

都市形成の歴史と実態について整理するとともに、ショップハウスの主要な構成要素と

されるベランダウェイの存在 115や建築様式について整理することで、「アジアのコロニ

アル様式」 116の国際比較のための基礎的な情報を提供することに意義がある。  

                                                  
8 2  参考文献 16 を参照。  
8 3  参考文献 16, 37, 44, 84–93 を参照。  
8 4  参考文献 94, 95 を参照。  
8 5  参考文献 96–98 を参照。  
8 6  参考文献 99–102 照。  
8 7  参考文献 103 を参照。  
8 8  参考文献 45 を参照。  
9 0  参考文献 15, 19, 44, 46, 47, 83, 104–109 を参照。  
9 1  参考文献 18, 104, 105, 110–129 を参照。  
9 2  参考文献 83, 130–132 を参照。  
9 3  参考文献 10, 11, 43, 83, 133–139 を参照。  
9 4  参考文献 140 を参照。  
9 5  参考文献 141 を参照。  
9 6  参考文献 142 を参照。  
9 7  参考文献 143–153 を参照。  
9 8  参考 154–162 を参照。  
9 9  参考文献 163 を参照。  
1 0 0  参考文献 164, 165 参照。  
1 0 1  参考文献 166 を参照。  
1 0 3  参考文献 104, 105, 167–169 を参照。  
1 0 4  参考文献 170–187 を参照。  
1 0 5  参考文献 188–191 を参照。  
1 0 6  参考文献 192–194 を参照。  
1 0 7  参考文献 195, 196 を参照。  
1 0 8  参考文献 104, 197 を参照。  
1 0 9  参考文献 17, 105, 198–202 を参照。  
1 1 1  参考文献 203 などを参照。  
1 1 3  参考文献 204, 205 を参照。  
1 1 4  参考文献 206 を参照。  
1 1 5  参考文献 203 を参照。  
1 1 6  参考文献 15 を参照。  

調 査 対 象

地区  

調 査 対 象

地区  

調 査 対 象

地区  
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1.4.3. ショップハウスが形成する景観  

近年、ジョージタウンのショップハウス建築群が 2008 年に世界遺産登録されるなど

117、近代建築遺産および観光資源としてショップハウスの保存・活用の機運が高まって

いる。ショップハウスによる都市景観の形成はその導入当時から重要視され、東南アジ

アにおけるショップハウス誕生の端緒となったシンガポールの第 2 次都市計画における

ショップハウス導入も、統一的な景観作りが目的のひとつであったとされる 118。ショッ

プハウスのファサードの装飾性について、マレーシアでは植民統治初期の低層木造時代

のアールヌーヴォー、アールデコなどの欧米の様式やイスラム風、土着混成様式 119や中

国と西欧の混成様式が確認され 120、タイでは RC 造の導入と高層化に伴い簡素化され、

日除けのルーバーが付される形態 121が確認されている。景観評価の視点からは、ジョー

ジタウンにおいて空間評価から景観の躍動感の重要性が指摘されている 122。  

プノンペンでは、後述のとおり仏統治初期の低層平入りのショップハウスはほぼ失わ

れているが、1950 年代から建設された 3~5 階建てのモダニズム様式を採用したショッ

プハウスが街並みを形成しており 130、住居単位の積層が景観全体の一体感を保ちながら

も、小さな更新を繰り返しながら隣接した住居と結合して変化を形成している事が指摘

された 131。なお、シェムリアップでは仏統治初期のショップハウスの外観について報告

されている 132。  

ショップハウスが形成する景観は、街区居住における生活様態の都市への立面的投影

要素として位置付けられる。ファサードの構成要素とそれらの連続が形成する景観の特

徴を明らかにすることは、ショップハウス街区の景観の価値を明らかにするとともに、

将来のデザインコード導入などの検討における基礎資料となることに意義がある。  

1.4.4. ショップハウス住民の生活圏  

ショップハウスの基本的性質とされる職住近接性の利点として、職住一致や周辺施設

へのアクセス性の高さ、都心部における定住人口の確保と通勤・通学交通需要の緩和に

よる交通負荷の軽減などが挙げられる 133。その一方で、人口過密化に伴う住環境の悪化、

都心居住による騒音や子供の遊び場の不足などの課題とともに、生活行動様式の変化に

                                                  
1 1 7  参考文献 207 を参照。  
1 1 8  参考文献 15 を参照。  
1 1 9  参考文献 140 を参照。  
1 2 0  参考文献 134 を参照。  
1 2 1  参考文献 16 を参照。  
1 2 2  参考文献 12 を参照。  
1 3 0  参考文献 203 を参照。  
1 3 1  参考文献 208 を参照。  
1 3 2  参考文献 209 を参照。  
1 3 3  参考文献 16 を参照。  
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伴う職住近接性の低下も報告されている 134。東樋口等によるマレーシアの研究では、12

棟（38 の居住単位）のショップハウスを対象にした詳細な聞き取り・実測調査に基づき、

中層ショップハウスにおける職住分離の傾向と、異なる棟・階をまたいだ職住近接の実

態が報告されている 135。また、プノンペンでは数十名を対象とした職住近接性の調査に

より一定の職住近接性住民の存在が確認されている 136。しかし、これらの住民の生活圏

の広狭の違いとその要因、それらが積層して形成する街区全体の居住特性については、

サンプル数の制約から採取された特徴的な住まい方を概念的に抽出せざるを得ず、ショ

ップハウス街区の特性が都市で果たす役割についても検討できない。  

プノンペンでは、仏統治時代に低層 2 階建てのショップハウスが建設されたが、現在

は 1960 年代以降に建設が開始された 3 階建て以上の中層のショップハウスに建て替わ

っており、現在は中心市街地の街区を形成する中層集合住宅としての役割を果たしてい

ると考えられる。他方、プノンペンの将来土地利用計画において中心市街地の高度利用

が提言されるなか 138、経済発展と再開発に伴う地価の高騰や建設許可制度の脆弱さ 139に

起因した国内外投資による中心市街地の再編が計画・実施され 140、ショップハウスの敷

地を合筆した大型の高層集合住宅への再編成が進行しつつある 141。  

これらの高層集合住宅の増加に伴い、ショップハウス住民の生活の場として利用され

てきた路地やショップハウスの柔軟な入れ子構造 142などの構築環境の消失に加え、集合

住宅が形成する街区の用途と居住者層の画一化の進展が懸念される。集合住宅が構成す

る街区に住む世帯の多様性の喪失は、街区空間の持続性の観点から、発展途上国に限ら

ず先進国にも共通した課題として認識されている 143。開発圧力の適切な誘導と空間計画

には、現在の都市動態と当該地区の特性の双方の把握が必要であり、都市の個別的空間

が持つ個性と都市全体の持続的発展の双方を満たすうえで重要と考えられる。  

本研究では、国際協力機構（以下、「 JICA」）が実施したパーソントリップ調査（以下、

「PT 調査」）144および独自に実施した中心市街地住民の詳細な生活行動（アクティビテ

ィダイアリー）調査（以下、「AD 調査」）をもとに、都市圏全体における中心市街地の

                                                  
1 3 4  参考文献 10 を参照。  
1 3 5  参考文献 11 を参照。  
1 3 6  参考文献 210 を参照。  
1 3 8  参考文献 3 を参照。本調査において 245 番通り（Mao Tse Toung）内側の高度利用化が提案され

た。  
1 3 9  現地市役所職員へのヒアリングから、カンボジアでは建築基準法が整備されておらず、属人的で

不透明な運用実態があり、開発規制および許可の実行力が担保されていないことを確認した。  
1 4 0  近年は中心市街地南部のドンペン区およびチャムカーモン区にいて、世界貿易ビルなど 3 つの再

開発事業が提案され、一部は既に開発が実施されている。  
1 4 1  正確な棟数は確認できていないが、筆者らが 2006 年から継続的に現地調査を実施してきた中心

市街地において、近年は数棟の再開発が確認されている。  
1 4 2  参考文献 11 において提唱されている。  
1 4 3  参考文献 60 を参照。  
1 4 4  参考文献 3 を参照。  
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役割と、住民の社会属性や居住階数などを含めた住居内外での行動様式および移動状況

を把握し、職住近接居住の実態を明らかにするとともに、その様態が都市において果た

す役割を明らかにする。PT 調査データを用いた都市空間構造の研究は主に地理学の分

野で蓄積されており、石川 145が京阪神大都市圏を、駒木 146が東京大都市圏を対象とした

分析を行っている。AD 調査データを用いたショップハウス街区住民の職住近接性に関

する研究は本稿が初めてである。本研究は、住民の交通行動をもとにプノンペンの都市

構造を分析したうえで、街区居住の観点から現在のショップハウス街区の都市全体にお

ける役割と、個々の住民が街区に集住して形成される特性を明らかにすることに意義が

あると考えられる。  

1.4.5. 外部空間利用  

(3) 歩道における賑わい形成 

東南アジア諸都市のショップハウスの特徴として、街路に面したショップハウスをセ

ットバックさせ、そこにベランダウェイと呼ばれる屋根付きのアーケードをもつことが

指摘されている 147。これは、シンガポールにおける街路景観の統一、耐火壁の導入によ

る防火対策および部屋数の確保のために導入され、当初の幅員は 5 フィートと公共通路

には適さない幅員であったが、その後各地に伝播し、商業機能、生活活動の場、歩行者

の安全確保や日・雨除けといった多様な機能を持つ公と私の中間領域性を有する外部空

間 148として各地域に定着した 149。  

その一方で、カンボジアでは、シェムリアップの旧型ショップハウスにはベランダウ

ェイが存在するものの 150、プノンペンにおいては、フランス統治初期に建設されたショ

ップハウス（以下、「旧型ショップハウス」）に付設されたベランダウェイの存在が文献

上で確認されたのみで、現存する旧型ショップハウスにその存在は認められず、また

1960 年代から建設された中層化したショップハウス（以下、「新型ショップハウス」）に

はベランダウェイが採用されていない 151。これはバンコクのショップハウスと同様であ

り 152、いずれも植民統治の影響を受け都市の近代化の過程で採用された RC 造の中高層

ショップハウスに共通の特徴と考えられる。  

そのため、プノンペンでは街路・歩道・ショップハウスの間に物理的な障壁は存在せ

ず、現状の利用方法の特徴と課題を踏まえて適切な利用を誘導することが重要である。

                                                  
1 4 5  参考文献 211 を参照。  
1 4 6  参考文献 212 を参照。  
1 4 7  参考文献 16 を参照。  
1 4 8  参考文献 134 を参照。  
1 4 9  参考文献 38 を参照。  
1 5 0  参考文献 209 を参照。  
1 5 1  参考文献 203 を参照。  
1 5 2  参考文献 91 を参照。  
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歩道は商業活動を中心に様々な利用がなされるが、そこに一定の共存ルールが存在し 153、

地域によっては積極的な活用に向けた管理方法が検討されている 154。ショップハウスの

地上階で商売を営む住民に限らず、住民に地代を支払って歩道で商業活動を行うものも

居り、これらの活動が連続し、時間的に変化することで街に活気を与える要因となる 155

一方で、駐車利用も含め歩行環境の悪化を招いているという指摘もある 156。  

本研究では、プノンペンにおける歩道利用よる街の賑わい形成手法を明らかにすると

ともに、適切な利用を誘導するための指針検討の材料となることに意義がある。  

(4) 生活空間としての路地 

路地空間は、主に商業活動が行われるベランダウェイや歩道とは異なり、街区内の住

民の生活活動を補完する空間として利用され、それには路地形態に対応した一定の傾向

があることが報告されている 159。路地空間は、近隣住民のための通路であると共に、住

民同士の交流や住要求を空間的に補完するものとして評価されてきた 161。また中層集合

住宅の共用空間は路地的な機能を提供する空間装置として認識され、空間計画に関する

研究が模索されている 162。  

東南アジア諸都市に分布するショップハウス街区では、その開発形態により自然発生

的な街区形成から計画的街区開発まで段階的発展過程が報告されている 163。プノンペン

のショップハウス街区は単純な背割り型街区から複雑な路地を内包する複合型街区まで

多様な空間を形成し住民の生活の場として機能している 164。路地はショップハウス内の

共有空間とともに公共空間として管理され 165、住居と路地が渾然一体となった街区空間

を形成している。  

ショップハウスの老朽化と敷地を合筆した高層集合住宅や施設建設が進展するなか、

将来の街区空間の再編・保全に備え路地の重要性が高まると考えられる。路地は人々の

多樣な活動を受け止め、職住が近接した都市環境に寄与する「第二の生活の場」として

適切な空間計画が重要である。路地空間を空間情報化し、人々の活動を誘発するまたは

                                                  
1 5 3  参考文献 11 を参照。  
1 5 4  参考文献 108 を参照。  
1 5 5  参考文献 213 を参照。  
1 5 6  参考文献 3 を参照。  
1 5 9  参考文献 18, 125, 213 を参照。  
1 6 1  あふれ出しと住民のコミュニケーションとの関係については参考文献 214 を、路地による住要求

の空間的補完については参考文献 213 を参照。  
1 6 2  中層集合住宅の領域研究の系譜については参考文献 215 を、共有空間の活用を意図した設計およ

び研究としては参考文献 216 および 217 を参照。  
1 6 3  参考文献 16 を参照。  
1 6 4  参考文献 203 を参照。  
1 6 5  本研究の現地調査で実施したサンカト（Sangkat、日本の町に相当）職員へのヒアリングによる

と、街区外縁の歩道はプノンペン特別市が管理する一方、街区内の路地およびショップハウス内

の廊下などの共用空間はサンカトが管理している。住民登録は住戸単位で行われ、共用空間に住

民の所有権は付与されないが、実態として路地や共有空間に面する住戸の住民が優先的に利用す

る権利を有している。  
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しない空間的要因を定量的に評価することは、従来は個別的に発展してきた空間と活動

の関係の検討に新たな分析基盤を提供するとともに、路地空間計画の一助になると考え

られる。  

路地空間とあふれ出しの関係に着目した研究において、双方の関係を統計的に検証し

た研究として青木らの研究が挙げられ 166、通り抜けが可能な路地がそうでない路地より

もあふれ出しが多いことを示した。八木ら 167は路地空間の類型化の方法を発展させ、路

地の面的・線的空間単位の組合せから路地空間を類型化したうえで私的・公的利用の傾

向を検証し、面的単位空間の有無、通過性、階層性が路地の利用に影響を持つ傾向を示

した。佐久間ら 168はスペース・シンタックス理論を用い街路の奥行きとあふれ出しの表

出度との関係を分析し、奥行きの深い密集市街地において表出が多い傾向を指摘した。  

他方、本研究の目的と照らし合わせると、上述の研究の課題として順番に①「あふれ

出し率」と「通り抜けの可否」のみを対象としており評価可能な空間特性が限られる、

②路地空間の形態的特性と活動との関係を分析する一方、空間の形態類型化には研究者

の洞察力および属地的な特性に依拠しており、空間の情報化および地域間比較の観点か

ら普遍的な適用が困難である、③ネットワーク分析手法により街路に数量的操作性を付

与しながらも、路地特有の空間条件の表現および空間の連続的な変化が困難であること

が挙げられる 169。  

本研究では、プノンペン中心市街地のショップハウス街区内で採取した全ての路地お

よび活動を空間情報化し、路地の空間的特性を把握するとともに、それらが人々の活動

に与える影響を評価する。路地空間を一定の調査分析手法に基づいて計量化することで、

①統計的分析可能性を拡大発展させ、②共通の基盤に基づいた地域間比較を可能とし、

③路地特有の空間情報を連続的に扱うとともに説明変数の継続的拡張が可能となること

が期待される。路地空間情報の解析粒度を向上させ各種統計手法の適用可能性を高める

ことで、将来的には路地のデザインコードなどの検討の一助とし、現況再現シミュレー

ションのための数理モデルの構築による路地計画の評価などへ発展する可能性を持つ点

に、本研究の特徴と意義があると考える。  

本研究では、上述の観点から街区外縁の歩道および内部の路地が街区居住を支える重

要な要素として捉え、それぞれの利用実態から歩道と路地の役割を明らかにする。特に

路地空間に関しては、路地と活動の空間情報化による空間と活動の対応関係に関する統

計的評価を試みている。これは従来の類型化された空間と活動の対応関係の分析といっ

                                                  
1 6 6  参考文献 218 および 219 を参照。  
1 6 7  参考文献 18 を参照。  
1 6 8  参考文献 220 を参照。  
1 6 9  近年は参考文献 221 のようにスペース・シンタックス理論で用いられる空間指標に加えて街路幅

員等の空間情報を組み込んだ研究も存在する。その点で本研究と親和性の高いアプローチである

が、本研究とは対象とするスケールおよび空間の連続的な変化を扱う点に違いがある。  
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た集計的手法から、空間と人々の活動が持つ情報を直接的に扱う手法への転換を目指し

たものであり、周辺領域において開発されてきた手法を転用・発展させることで、路地

空間および活動との対応関係のより正確な評価が可能になるとともに、数理モデルの構

築とシミュレーションの開発による将来的な計画への応用に発展する可能性を有し、建

築計画の手法の発展に資することに意義がある。街区居住の観点からは、住居と外部空

間の関係性を検討し、街区全体を一体的に住みこなすという様態を検証する重要な要素

として位置付けられる。  

1.4.6. 住居空間の構成と変容  

ショップハウスに関連した研究の多くが、東・東南アジア諸国のショップハウスの平

面構成を対象としている。これらの研究では、ショップハウスの間口や奥行き、階数お

よび階段室やベランダの位置といった基本的な空間の構成要素の組合せからその類型を

導出し 170、各都市のショップハウスの共通性および独自性が比較されている 171。居住空

間の実際の使用については、住居機能配置の分析から、地上階は街路から奥に向かい「公

的空間－半公的空間－私的空間」に、 2 階以上は「私的空間」として利用されるという

空間秩序の存在が指摘されており、この中間領域が都市の賑わいや人々のくつろぎ空間、

またインフォーマルな商業活動などの多様な機能を収容していることが指摘されている

173。ショップハウスの 2 階以上にある公共空間も生活空間として利用されており 174、そ

の理由として、風通しの良さなどの環境が住民に好まれていることが明らかになってい

る 175。  

これらの研究は、前述のようなショップハウスの起源と各地域での変容にその視点を

置いた「起源・変容論」に主軸を置いたものと 176、都市住居としてのショップハウスの

役割に着目した「今日的役割論」とに大別され、前者は第 1.4.2 節に、後者はその役割

として、多様な業務機能と居住形態を効率的に収容しつつ、業務機能集積による垂直的

発展を抑制して都市居住の実現と圧迫感の低い街並みを形成していることが指摘されて

いる 177。  

また、ショップハウスは住民の住要求に合わせて積極的な増改築が行われており、そ

の実態の把握は、将来の改修や市街地の再開発の指針を得るうえで重要であるとし 178、

裏・中庭の内部空間化（場合により通風・採光の悪化を伴う）による雨除けと居住面積

                                                  
1 7 0  参考文献 84 など多数。  
1 7 1  参考文献 93 を参照。  
1 7 3  参考文献 127 を参照。  
1 7 4  参考文献 203 を参照。  
1 7 5  ショップハウス屋上に住む住民が対象であり厳密には対象が異なるが、参考文献 222 を参照。  
1 7 6  参考文献 93 を参照。  
1 7 7  参考文献 43 を参照。  
1 7 8  参考文献 127 を参照。  
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の確保 179、住宅後部の増築による後背路の建て詰まりの進行 180などが指摘されている。

マレーシアでは、旧型ショップハウスでは住居内部に設置されていた内階段室が、新型

に以降するなかで外部化され 181、これらの活動は多様な世帯の住要求の変化に合わせた

漸進的な空間の更新手法として積極的に評価されている 183。  

本研究は、前述の「起源・変容論」における比較考察の対象としてプノンペンのショ

ップハウスの空間構成と利用実態を整理することに若干の意義を有しつつ、その今日的

な役割として、主に外部空間の利用実態と増改築による空間の漸進的な更新による住要

求への対応に着目し、今後の改修や再開発における指針の検討材料となることに意義が

ある。プノンペンの中心市街地では、すでに一部の区画において高層マンションの建設

が進行している。これらは道路側からのアクセスに特化して周囲との関係を排し、その

内部も共有空間（エレベーターホールと廊下）と住居内部の私的空間との関係は遮断さ

れている。このような建築類型の必要性は当然存在するものの、①入居者が一部の高所

得者層に限られ、今後増大が予想される中所得者層の受け皿が不足すると考えられるこ

と、②過度の高度利用が地区の交通負荷を増大させること、③周辺との関係の断絶によ

り外部空間の居住性が低下すると予想されること、④建物高さおよび前面意匠が街並み

の統一感を喪失させることから、既存のショップハウスの特徴を継承した住居計画が必

要と考えられる。本研究は、上述の複数の視点からショップハウスおよびそれが形成す

る構築環境を総合的に分析・評価することで、プノンペンにおけるショップハウスの役

割を定義するとともに、建築計画の観点からその課題を示すことに意義がある。街区居

住の観点からは、構築環境の変容を受容し街区空間の各空間単位が相互に連関して形成

される空間構造を検証する要素として位置付けられる。  

本節で説明した既往研究の成果と本研究の意義を表  1-2 に整理する。上述の通り、シ

ョップハウスに関する研究は大きく 5 つに分類され、いずれも個々の視点に基づいて研

究成果が蓄積されている。本研究は、個々の領域における意義を有しながらも、研究の

目的で述べた通り、ショップハウスが連立して形成されるショップハウス街区を対象と

し、個々の要素に対する分析と考察を通じて、全体として形成される居住形態そのもの

を志向している点と、その存立の前提となる都市における位置付けをともに検討する点

において独自性がある。  

 

 

                                                  
1 7 9  参考文献 90, 127 を参照。  
1 8 0  参考文献 93 を参照。  
1 8 1  参考文献 134 を参照。  
1 8 3  参考文献 223 を参照。  
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表  1-2 研究の意義  

1.5. 研究の方法  

1.5.1. 現地調査の概要  

本研究は、2004 年から 2018 年にかけて実施された 9 次（合計 135 日間）にわたる現

地調査ならびに文献調査をもとにしている（表  1-3）。第 3 次調査から第 6 次調査では

カンボジア王立芸術大学建築・都市計画学科（Faculty of Architecture and Urbanism, 

Royal University of  Fine Arts）の学生との共同調査を、第 7 次から第 9 次までの現地

調査では近畿大学都市計画研究室ならびにカンボジア私立ノートン大学建築学科学生

（Faculty of Architecture, Norton University）との共同調査を実施した。  

 

 

 

 

 

視点  既往研究の成果  本研究の意義  

1 

ショップハウ

スの起源と系

譜  

  中国南部の店屋を起源  

  英植民統治下シンガポールでの採

用と東南アジア諸都市への伝播  

  近代化政策における他国での導入  

  仏統治以降の近代都市建設におけるショ

ップハウスの役割の整理  

  ショップハウスの国際比較のための基礎

的情報の提供  

2 

ショップハウ

スが形成する

都市景観  

  ユ ネ ス コ 世 界 遺 産 登 録 に よ る 保

存･活用の機運の高まり  

  アールヌーヴォー、アールデコ等

の 欧 米 様 式 か ら イ ス ラ ム 風 、 土

着・中国混成様式へ多様化  

  RC 造の導入によるモダニズム様

式の採用  

  プノンペンのショップハウスの様式整理  

  ショップハウスが形成する景観の特性の

整理  

  デザインコード導入への基礎資料  

3 

ショップハウ

ス住民の生活

圏  

 職住近接性の低下可能性    都市圏とショップハウス住民の行動把握

による生活圏の形成実態の解明  

  都市におけるショップハウス街区の役割

とショップハウス街区の特性の整理  

4 外部空間利用  

歩
道 

  ベランダウェイ・騎楼の導入  

  環境機能：歩行空間の日除けと

雨除け  

  公私中間領域：商いと生活の場

としての領域形成  

  歩道と路地の使い分け実態の整理  

  空間と活動関係の統計的評価と計画還元  

路
地 

  生活活動の補完  

  路地形態に対応した利用傾向  

5 

ショップハウ

スの空間構成

と変容  

  公的－私的空間の段階的構成  

  増改築による建て詰まりと環境悪

化などの計画的課題  

  住戸と外部空間の相互連関により形成さ

れる空間構造の特性の整理  
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表  1-3 現地調査の概要  

# 期間  内容  参加校  

1 2004 年 9 月 4~8 日（ 5 日間）  予備調査  広島工業大学  

2 2005 年 3 月 18~24 日（ 6 日間） 予備調査、文献調査  広島工業大学  

3 
2005 年 8 月 5 日 ~25 日（ 21 日

間）  

住居実測調査・路地実測調査・

住民ヒアリング調査、文献調査  
広島工業大学  

4 
2005 年 12 月 15 日 ~2006 年 1

月 10 日（ 27 日間）  

住居実測調査・路地実測調査・

住民ヒアリング調査、文献調査  
広島工業大学、カンボジア

王立芸術大学  

5 
2006 年 8 月 11 日 ~9 月 2 日  

（ 23 日間）  

住居実測調査・路地実測調査・

住民ヒアリング調査、文献調査  
広島工業大学、カンボジア

王立芸術大学  

6 2007 年 8 月 14~22 日（ 9 日間） 
住居実測調査・路地実測調査・

住民ヒアリング調査、文献調査  
広島工業大学、カンボジア

王立芸術大学  

7 2016 年 8 月 2~22 日（ 21 日間） 活動日誌調査  
京都大学、近畿大学、カン

ボジア私立ノートン大学  

8 
2016 年 12 月 24 日 ~ 

2017 年 1 月 3 日（ 11 日間）  

路地全天球写真撮影調査、路地

実測調査  

京都大学、近畿大学、カン

ボジア私立ノートン大学  

9 
2017 年 12 月 26 日 ~ 

2018 年 1 月 5 日（ 11 日間）  
補足調査  

京都大学、近畿大学、カン

ボジア私立ノートン大学  

 合計 135 日間    

1.5.2. 研究方法  

本研究は、1.3 節で示した仮説を検証するため、以下の方法で研究を進める（表  1-4）。

また、分析範囲は A.プノンペン全域、B.ドンペン区内調査対象地、C.景観分析対象街路

の 3 つから構成される（図  1-3）。  

仮説 1：ユニット更新による多様な住要求への対応  

①  調査対象地の形成過程におけるショップハウスの役割の整理  

仮説検証の空間的前提条件として、文献調査から得た古地図等を元に、本研究の対象

地区の形成過程と位置付けを整理する。古地図に加えて、実測調査から得た旧型ショッ

プハウスの図面も参照し、都市形成におけるショップハウスの役割を整理する。  

②  ショップハウス街区の空間構成と変容  

実測調査から得た街区とショップハウスの平断面図から、街区の宅地割と街区規模と

の対応関係、住宅へのアクセス方法ならびに、ショップハウスの平面構成を確認し、シ

ョップハウス街区の基本的な空間構成を明らかにする。これらの基本的空間構成に加え

て、住居内外の増改築により多様な住要求に適応し空間多様性を獲得していると仮定し、

ショップハウス街区の空間的特質とその役割を明らかにする。  

仮説 2：ユニット積層による景観形成  

①  ショップハウスによる景観形成  

ショップハウスの住居ユニットの積層が中心市街地の景観を形成していると仮定し、

写真撮影および実測調査から、ショップハウスのファサード構成要素とその分布状況を

分析し、ショップハウス群が形成する景観の特徴を分析する。  
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表  1-4 分析方法の概要  

仮説  項目  分析内容  調査内容  分析範囲  章  

1 

ユニット更新に

よる多様な住要

求への対応  

調査対象地の形

成過程における

ショップハウス

の役割の整理  

都市形成過程  文献調査  A 

2 章  

旧型ショップハウスの

導入過程と空間構成  

文献・実測

調査  
A・B 

街区とショップ

ハウスの空間構

成と変容実態の

整理  

街区の空間構成と宅地

割の類型  
実測調査  B 

住居へのアクセス方法  実測調査  B 

ショップハウスの空間

構成と類型  
実測調査  B 

増改築による構築環境

の更新  
実測調査  B 

2 
ユニット積層に

よる景観形成  

ショップハウス

による景観形成  

ファサードの構成要素

と分布  

写真撮影・

実測調査  
C 

3 

職住近接性によ

る狭域生活圏の

形成  

都市構造とショ

ップハウス街区

の役割  

都市中心核と機能地域

の抽出  
PT 調査  A 

3 章  
ショップハウス

街区における居

住特性の整理  

ショップハウス街区住

民の生活圏  
AD 調査  B 

4~5 

都心での公私空

間の使い分けと

路地による生活

空間の補完  

外部空間の利用

特性の整理  
歩道と路地の活動分布  実測調査  B 

4 章  

路地と活動の対

応関係分析  

路地における空間と活

動の相関関係  

実測調査・

空間情報

DB 解析  

B 

 

 

図  1-3 分析範囲  
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仮説 3：職住近接居住による狭域生活圏の形成  

ショップハウスの基本的特質とされる職住近接性が狭域生活圏を形成し、交通負荷が

少なく近隣コミュニティ形成に寄与し得る居住環境を形成していると仮定し、以下の 2

つの視点からショップハウス街区の役割を検証する。  

①  都市構造のなかでのショップハウス街区の役割  

プノンペン全域を対象とした PT 調査データを用い、都市の中心核およびそれらの機

能地域を抽出してプノンペンの都市構造におけるショップハウス街区の役割を検証する。

また、中心市街地住民の生活圏の広狭を分析し、ショップハウス居住者の職住近接性を

検証する。  

②  ショップハウス街区の居住特性  

調査対象地における AD 調査データを用い、ショップハウス街区住民の生活行動に着

目して職住近接性を検証するとともに、それらが形成するショップハウス街区の居住特

性を明らかにする。  

仮説 4~5：都心での公私空間の使い分けと路地による生活空間の補完  

ショップハウス街区外縁の歩道と街区内部の路地を使い分ける事で都心での商業と生

活空間を両立させており、また、路地の空間特性が住民の生活空間を補完していると仮

定し、以下の 2 つの視点からその実態を検証する。  

①  外部空間の利用特性の整理  

実測調査から得た歩道および路地における住民活動の分布傾向を分析し、ショップハ

ウス街区内外における空間の使い分けの実態と賑わいの形成実態を明らかにする。  

②  路地と活動の対応関係分析  

実測調査および全方位写真撮影から構築した空間情報データベース（DB）をもとに、

路地の空間構成と住民の活動の対応関係を検証し、街区空間計画の課題と知見として整

理をする。  
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1.6. 用語の定義  

本研究で用いる用語の定義は以下の通りである（図  1-4）。  

街区 ： 街路により区画された一団の画地のこと。特にショップハウスにより構成される街

区を「ショップハウス街区」と呼び、建物、歩道、路地を包含する空間と定義する。 

街路 ： 主に都市交通のために供される車道と、歩行者に利用される歩道を含む道路空間の

と定義する。 

路地 ： 住宅の間に存在する街区内部の外部空間のことで、街区から建物と歩道を除いた空

間と定義する。 

外部空間 ： 街区から建物を除いた空間のことで、歩道と路地により構成される。 

ショップハウス ： 東・東南アジア諸都市に存在し、主に 1 階を店舗、2 階以上を住宅として利用する

都市型住居。短冊型の住居が積層し、隣棟と壁を共有して建ち並ぶ。一体の開発単

位であるショップハウス全体を「住棟」、共有壁により隔てられる間口１間を「ス

パン」、家族構成や規模によりショップハウスに収められた各ユニットの所有範囲

は様々だが、本研究では１家族が所有する範囲を「住戸」と表記する。 

 

1.7. 調査対象地の概要  

1.7.1. カンボジアの概要  

カンボジアは北緯 10~15 度、東経 102~108 度にあり、南シナ海に面するインドシナ

半島の中央から南西部に位置する。国土の北西部をタイ、北東部をラオス、東と南東部

をベトナムと接している。国土は東西約 560km、南北約 440km に及び、総面積は 181,035 

km2 で、日本のおよそ半分である（表  1-5）。中央部には平坦な大地が広がり、周辺には

山脈（カルダモーム、ダンレック、モンドルキリ）が広がる。中央平原の西側にはトン

レ・サップ湖が位置し、東側にはメコン川が北から南に流れる。水はトンレ・サップ湖

からトンレ・サップ川へ、そしてメコン川、バサック川へと流れる。この 3 つの支流が

交わる水運の要衝にプノンペンが位置する（図  1-5）。  

 

 

  

図  1-4 用語の定義  
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表  1-5 カンボジアの概要  
  

人

口  

1,601 万人（ 2017 年）  

クメール人： 90% 

ベトナム人： 5% 

中国人： 1% 

その他（少数民族）： 4% 

年平均増加率： 1.46% 

都市人口の割合： 22%（ 2015）  

 

 

経

済

産

業  

GDP 約 241 億米ドル（ 2018）  

1 人当たり GDP：1,485 米ドル（ 2018） 

産業別 GDP 比率（ 2017 年）  

農林水産業： 25% 

工業： 32.7% 

サービス業： 42.3% 

宗

教  
上座部仏教  

  

   図  1-5 カンボジアの地図  

1.7.2. プノンペンの概要  

プノンペンは、メコン川、トンレ・サップ川、バサック川が交わる場所に位置する水

運の要衝の地である。トンレ・サップ川沿いに都市が形成され、内陸つまり西へ埋め立

てを行うことで規模を拡張してきた。  

プノンペン特別市の人口は 2017 年に約 201 万人、人口増加率は 1.46%と現在も増加

を続けている（表  1-6）。プノンペン特別市は 12 つのカン（Khan、区に相当）、76 のサ

ンカト（Sangkat、町に相当）、 637 のプン（Phum、村に相当）に行政区分され、その

うちチャムカーモン区（Chamkarmorn）、ドンペン区（Doun Penh）、プランピィマカ

ラ区（Prampir Makara）、トゥールコック区（Toul Kouk）が都心 4 区、ダンカオ区

（Dangkao）、メンチェイ区（Meanchey）、ルセイケオ区（Russei Keo）、センソック区

（Sen Sok）、ポーセンチェイ区（Por Senchey）、チュルイチャンバー（Chrouy Changvar）、

プレクプノブ（Preaek Phnov）、チャバーアンブ（Chbar Ampov）が郊外 8 区に指定さ

れている（図  1-6）。  
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表  1-6 プノンペンの人口  

Khan #  Sangkat  Popula t ion  Area (km2 )  
Popula t ion 

Dens i ty  ( /ha)  

Urban Khan  41 583,100  28.20  20,677  
 Chamkar  Mon  12 184,200  10.56  17,443  
 DounPenh 11 119,500  7.44  16,062  
 Prampir  Makara  8 93,300  2.21  42,217  
 Tuol  Kouk  10 186,100  7.99  23,292  
Suburban Khan 57 1,269,100  845.22  1,502  
 Dangkao  13 96,100  197.89  486 
 Mean Chey  4 282,700  43.79  6,456  
 Ruessei  Keo  6 152,600  105.56  1,446  
 Sen Sok  3 198,600  47.77  4,157  
 Por  Senchey  13 234,900  149.83  1,568  
 Chrouy Changvar  5  84,000  94.81  886 
 Preaek  Phnov  5 59,700  116.24  514 
 Chbar  Ampov  8 160,500  89.33  1,797  

Tota l  98  1,852,200  873.42  2,121  
注：カン別人口は PPUTMP の 2012 年人口を参照しているため、プノンペン

の総人口とは一致しない。  

 

 

図  1-6 プノンペン市の地区区分  

1.7.3. 調査対象地の概要  

調査対象地は、プノンペンの中心部に位置するドンペン区のなかでも最も古くに形成

され、現在もショップハウスが高密度に分布するプサー・チャー（Phsar Chas）、プサ

ー・カンダール 1（Phsar Kandal 1）、プサー・カンダール 2（Phsar Kandal 2）、ワッ
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ト・プノン（Wat Phnom）の計 4 つのサンカトにまたがる地区を対象に調査を行った（図  

1-7）。  

当該地区は仏統治下でプノンペンの建設初期に形成された地区であり、全体が市場で

占められる街区や学校等の施設を除き、3~4 階建ての中層ショップハウスで街区が構成

される。当該地区の北側は東西に走る緑地で区分され、その更に北には Wat Phnom が

あり、仏統治期には仏人居住区として総督府等が置かれた。東のトンレ・サップ川沿い

にショップハウスを改装したホテルやレストランが立ち並ぶ。西部のモニヴォン通り

（Preah Monyvong）以西にはセントラル・マーケット（Central Market, Phsar Thmei）

が位置し商業業務地区となっている。  

当該地区には昔ながらの市場（Phsar Chas, Phsar Kandal）が残り、街区外縁に建つ

ショップハウスの地上階に小規模な商店が建ち並び、裏の路地やショップハウスの共有

廊下で炊事洗濯や団らんをする姿が見られる、庶民的な生活が色濃く残る地区である。  

 

図  1 -7 ドンペン区の施設配置  

調査対象地  
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2.1. はじめに  

2.1.1. 研究の目的  

本章では、プノンペンが近代都市として形成される歴史的な経緯とその過程を整理し、

調査対象地の位置付けと都市建設におけるショップハウスの役割を明らかにしたうえで、

ショップハウス街区の基本的な空間構成を明らかにする。  

まず、第 2.2 節においてプノンペンの形成過程を整理し、第 2.3 節でショップハウス

の導入過程とその役割を整理する。次に、第 2.4 節において調査対象地区の街路構成、

街区規模を概観し、そこから形成される街区の宅地割のパターンを整理する。第 2.5 節

で調査対象地区に存在するショップハウスの基本的な空間構成を整理し、第 2.6 節では

ショップハウスの増改築による住居および街区空間の変容の実態を分析し、その住みこ

なしの実態から今後の住居計画に向けた知見を考察する。最後に、第 2.7 節でショップ

ハウスのファサード様式を整理するとともに、その連続により形成される景観の特徴を

明らかにする。  

2.1.2. 研究の方法  

本章で実施した調査の概要を表  2-1 に示す。都市の形成過程の分析では、仏統治期に

おけるプノンペンの建設過程を記述した文献（表  2-2）と、それらに記載された 13 葉

の地図を用いた（表  2-3）1。都市の発展段階を、建設された施設の時期と用途を文献中

の記述と地図から抽出、植民地政策等の状況ならびに都市計画の特徴を加味して各段階

に整理した。都市の形成過程については、文献に記述された道路名と各時代の地図を照

合すると共に、地図同士を比較し、都市の発展段階を加味して独自の整理を行った。現

存する旧型ショップハウスの情報は、第 3 次現地調査で得た情報を基にしている。  

表  2-1 調査対象と内容  

節  調査対象  調査内容  現地調査  

2.2 
調査対象地の形

成過程  
文献調査  

古 地 図 と 文 献 記 述

の分析  

第 3 次  

（資料収集） 

2.3 
ショップハウス

の導入と変容  

文献調査と調査対象地内の旧型

ショップハウス  

文献記述の分析  

旧 型 シ ョ ッ プ ハ ウ

スの実測  

第 3 次  

2.4 街区空間の構成  

調査対象地内の 26 個の街区、74

本の路地と 17 番街区のショッ

プハウス 42 棟  

路 地 と 街 路 幅 員 実

測、地図分析  
第 3~6 次  

2.5 
ショップハウス

の空間構成  

調査対象地内のショップハウス

55 棟  
写真撮影・実測調査  第 3~6 次  

2.6 
増改築による構

築環境の更新  

55 棟（ 107 戸）のショップハウ

スにおける増改築 289 個  
実測調査・写真撮影  第 3~6 次  

2.7 
ショップハウス

による景観形成  
6 本の街路沿道の建物 204 棟  写真撮影・実測調査  第 3~6 次  

                                                  
1  参考文献 1–4 を参照。  
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ショップハウスおよび街区空間の構成については、調査対象地区に存在する 36 個の

街区を対象に、第 3~6 次調査で実施した実測および写真撮影調査で得られた情報を元に

している。ここでは、公共施設や市場により街区の大半が占められる 9 個の街区を除い

た 27 個の街区を選定し、街区内部に存在する 74 本の路地を対象に平面実測を行い、街

路及び街区規模については街路での実測調査を実施し、プノンペン市役所都市計画局に

て入手した地図に加筆・修正したものを宅地割と路地の分析に利用した。ショップハウ

スへのアクセス方法の分析については、典型的な背割り型の街区である 17 番街区に存

在するショップハウス 42 棟を対象として分析を行った。  

ショップハウスの空間構成については、調査対象地区の中から、調査対象地区におい

てできるだけ多様な住戸を無作為に 55 棟選定し、平面・断面実測を行った。ショップ

ハウスの増改築については、55 棟のショップハウスで観察された増改築行為 289 個を対

象に分析を行った。調査対象となったショップハウスの位置を図  2-1 に、実測図面を図  

2-2 に示す。  

都市景観の分析については、ショップハウスの分布状況を確認して重点的に調査を実

施する街路を選定するとともに、現地調査における実測と写真撮影結果を検討資料とし

て用いた。  

   

図  2-1 調査対象のショップハウス位置図  
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図  2-2 調査対象のショップハウス実測図面  
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2.2. 調査対象地の形成過程  

2.2.1. 都市形成過程  

(1) アンコール王朝の勃興 

現在のカンボジアに人が定住を始めたのは、紀元前 4200 年頃と推定される。紀元後 1

世紀頃にインド文化の影響を受けた扶南（フナン）が南部のメコンデルタ地域に勃興し

た。紀元後 5~6 世紀には、メコン川中流域に位置する当時扶南の属国だった真臘（チェ

ンラ）が南下して扶南を併合した。真臘はジャヤーヴァルマン（ Jayavarman）1 世の頃

に最大となり、当時はカンボジアとラオスの南部を領土としていたと推測される。  

ジャヤーヴァルマン 1 世の死後に国力は衰え王国は分裂した。その後、 802 年にジャ

ヤーヴァルマン二世がシェムリアップ州にある山岳地帯のプノン・クーレン（Phnom 

Koulen）で即位を行い、ジャワからの独立を宣言する。これがアンコール（クメール）

朝の始まりである。  

(2) 仏領インドシナの成立 

フランスが東南アジアへ勢力を拡大したのは

19 世紀になっての事である。当時の東南アジアに

おける覇権争いにおいて、イギリスはアヘン戦争

を期にアジアへの進出を果たし、1841 年には香港

に植民地政府を設立した。アメリカは、ロシアの

東方干渉に先手を打つ形で 1854 年に日本を開国

させた。フランスは、香港に相当するアジアへの

進出基点を求め、中国への進出を目標にメコン川

に着目した。その矢面に立ったのがサイゴン（現

ホーチミン、ベトナム）であり、1862 年に植民統

治下に置かれた。次の基点として注目されたのが、

プノンペンである（図  2-3）。  

プノンペンの形成は 15 世紀のアンコール朝の

凋落（ 1431 年）にまで遡る。アンコール朝は紀元

後 12 世紀に最盛期を迎えるが、紀元後 13 世紀後

半からはアユタヤ朝（現在のタイ）に侵攻される。

当時のポニャー・ヤット（Ponhea Yat）王がシャ

ム（現在のタイ）からの侵攻を逃れてチャトムック（Chaktomuk、現在のプノンペン）

に拠点を移したのが始まりである。しかし、その後に首都がプノンペンから北西約 40km

に位置するウドン（Oudong）に移されるなど王の居住地は転々としたため、プノンペ

 

図  2-3 仏領インドシナの成立  
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ンの本格的な建設は、フランス・カンボジア条約を締結した 1863 年になってからの事

である。  

17 世紀以降は西のシャム（アユタヤ朝、バンコク朝）と東の阮（グエン）朝に攻撃さ

れシャムとベトナムの二重属国状態にあり、 1845 年に即位したアン・ドゥオン（Ang 

Duong）王はナポレオン 3 世に援助を要請したが、失敗に終わる。その後の国王である

ノロドム（Norodom）王は 1863 年にフランスと保護条約を結び、フランスの保護国と

なることで危機を脱しようとした。フランスの東南アジアへの進出基点の獲得と、アン

コール朝の存続という双方の利害の一致が、プノンペンが近代都市へ発展した最大の要

因であると考えられる。  

(3) クメール王朝の国威の体現（15 世紀） 

ポニャー・ヤット王による遷都の後、王

は沼地の埋め立てと平行して、都市の周囲

に土嚢の城壁を建設させた（図  2-4）。また、

カンボジア仏教の総本山であるウナローム

寺院を含めた 6 堂の仏教寺院と王宮が建立

された。当時の王宮はボンコック湖（Ben 

Deco）の東に位置し、ワット・コー（Wat 

Koh）、ワット・ランカー（Wat Lanka）、

ワット・パムプロン（Wat Pam Plon）が

王宮の周辺に、ワット・プットコーサ（Wat 

Putthakhosa）が北部に、ワット・ウナロ

ーム（Wat Unalom）は現在と同様にボン

コック湖とトンレ・サップ川の間に、ワッ

ト・ポップトヤ（Wat Xhpop To Yan）が南

部に位置する。このうち、ワット・ランカ

ーとワット・コーは現在別の場所に移転し

ている。クメール王朝の凋落の後、国威の体現を意図した施設の建設が集中しているこ

とが分かる。  

  

 

図  2-4 15 世紀のプノンペン  
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(4) 仏統治による都市基盤整備（1863 年～1870 年代） 

ノロドム王とフランスが保護条約を締結

した 1863 年、プノンペンはトンレ・サップ

川沿いに高床の木造小屋が並ぶ人口 1 万人に

満たない町であったが、既に中国人、安南人、

マレーシア人、シャム人、インド人、ラオス

人等が集う人種の坩堝となっており、人口は

年々増加していた。  

1870 年代になると、フランスの行政官であ

るモウラ（Moura）により保護領のホテル、

学校、拘置所、兵舎、堤防、公共事業事務所、

電報局、法律裁判所と住宅健康サービスの施

設を建設した（図  2-5）。また、北部はベトナ

ム中北部を出自とする安南人の居住区とされ、

仏塔と教会が建設された。1867 年に描かれた

地図を見ると、ワット・プノン東の川沿いに

は海軍の事務所と病院が建設され、新たな王

宮の建設が開始された事が分かる。海軍事務

所、拘置所、兵舎などの軍事関連施設と共に、

1872 年までには急激な人口増加に対応する

ため川沿いに 100 棟のショップハウスが建設され、その後も更に数百棟が建設され植民

都市の基本的な施設が建設された。  

  

 

図  2-5 1867 年のプノンペン  
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(5) 近代都市施設の拡充（1893 年～1906 年） 

1884 年にフランスとカンボジアとの間で

交わされた協定により、フランスは宗主権を

強化すると共にプノンペンに地方自治体を創

設するなど、都市の管理に必要な仕組みと財

源が確保され、都市計画の実行が可能となっ

た。1889 年から 1897 年までカンボジアの上

級外国駐在外交官に任命されたヴァーネヴィ

ル（Vernéville）により街路計画が作成され、

本格的な都市開発が開始される（図  2-6）。  

公園や銀行、ホテル、郵便局、兵舎、役場、

病院、刑務所、教会、市場等の公共施設や行

政施設の建設に加え、下水道の整備や飲料水

の供給が開始されるなど、近代的な都市設備

が拡充した時期と考えられる。当時の計画案においては、人種ごとに明確な住み分けが

意図された。ワット・プノン周辺のドンペン区北部がフランス人居住区、現在のセント

ラル・マーケット周辺に中国人居住区、南部の王宮周辺がクメール人と安南人の居住区

とされた。この時代には、フランス人居住区と中国人居住区を隔てる運河と 3 本の橋が

建設されている。  

  

 

図  2-6 1903 年のプノンペン  
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(6) 植民都市空間の演出（1923 年～1939 年） 

1929 年にはフランス人居住区から東部に

モニヴォン橋が、北部にも橋が建設されるこ

とで、チョロイチョンバー（Chroy Changvar）

半島など対岸への拡張が可能となった。ワッ

ト・プノンの周辺に街の集会所やスポーツク

ラブ、ロイヤルホテルが、1932 年には駅舎と

線路が建設され、1937 年にはセントラル・マ

ーケットが完成した。  

この時期の最も大きな出来事は、エルネス

ト・エブラール（Ernest Hébrard）による街

路の再編成計画である。1923 年にハノイで結

成されたインドシナ都市開発理事会（Service 

de l'architecture et de l'urbanisme de 

l'Indochine）の初代理事長であるエブラール

は、グリッドパターンの単調な街路を手直し

するため、プノンペンを幾つかの区画に再編

成する総合計画案を 1925 年に完成させた（図  2-7）。エブラールの計画案には 3 つのビ

スタが認められ、現在もプノンペンに残る都市軸が形成された。尚、このうち 2 点目は、

図  2-7 から更に放射状街路を強調する形として実現した。このような放射状街路の導入

は、インドシナ半島総督府都市委員会で最初に計画されたサイゴン（現ホーチミン）の

都市計画 1との類似性が指摘でき、その内容は以下の 3 点に集約される。  

①  ワット・プノンから西に向けた緑道整備  

②  セントラル・マーケットを計画し、ここを中心に南西、北西に向けた放射街路を引

いて街区を再編成  

③  フランス人居住区と中国人居住区を隔てていた運河を埋め立てて公園を造成し、ボ

ンコック湖南東端に計画された鉄道駅から東に向けて川への眺望を確保  

これらの計画により、植民都市として幾何学的な都市空間の演出が強化された。1928

年には①の計画が完了し、②は 1935 年に、③も 1930 年代の初頭には完了した。また、

①の計画と同時に、フランス人居住区では沼地の排水が行われ、政府施設やホテルなど

を建設するため周辺へ建設地が拡大された。これらの計画が現在のドンペン区の基盤を

形成し、現在まで引き継がれている。  

                                                  
1  参考文献 5 の pp.329 を参照。  

 

図  2-7 エブラールの街路再編計画（ 1925 年） 
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(7) 首都のシンボライズ（1960 年代） 

1950 年に新たな都市総合計画が改定され、

1960 年代にはプノンペンを首都としてシン

ボライズするための施設が建設されたが、

1975 年のクメール・ルージュのプノンペン入

城により全ては実現していない。  

当時気鋭の建築家であるヴァン・モニヴァ

ンにより、1963 年に国立総合競技場が建設さ

れた。また、オルセーマーケット、オリンピ

ックスタジアムマーケットなどの近代的な市

場、ホワイトビル（大規模集合住宅）が郊外

に建設され、周辺地域の開発と共に、首都を

シンボライズする施設の建設が進んだ。その

他にも諸官庁、大学、空港などの公共施設の

建設、1961 年には飲料水の浄化工場、水力発

電所、蒸気発電所などの産業施設が建設され

た。  

仏統治の開始から約 40 年をかけて近代的

な設備が完備されたが、中心部におけるビス

タ等の都市計画上の演出は 1930 年代になり

初めて登場した。その後、プノンペンは 1960 年代に黄金期を迎え、1975 年まで継続し

た。  

2.2.2. ドンペン区の形成段階  

参考文献に記載されている市街地の形成過程（図  2-9）、主な社会事象や植民地政策の

内容、建設された施設の年代と用途を整理し、計画された当時の街路の名前と現在の街

路を照合することで、プノンペンの発展段階を 5 段階、都市の拡大過程については都市

建設以前を除いて 4 段階に整理した（図  2-10）。以下に、各段階における計画の特徴及

び街路拡張の詳細について述べる。  

 

図  2-8 ドンペン区北部の街路計画  

（ 1930 年）  
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1890 1910 1922 1937 

    
1943 1958 1968 1994 

図  2 -9 市街地の形成過程  

①  川沿いの整備（ 1863~1885 年）  

1863 年の保護国化を境に、トンレ・サップ川沿いと対岸の半島沿岸の堤防を整備し、

最初の舗装街路が誕生した。さらにワット・プノン南東部に都市核が形成された。  

②  南北都市軸の形成（ 1885~1910 年）  

川沿いの街路の後背部に格子状の街区が形成され、仏人居住区が形成された。 1910

年までに、ワット・プノンを縦軸に現在のドンペン区の東半分が完成した。  

③  ドンペン区の形成（ 1910~1943 年）  

1943 年までにドンペン区の西部と北部が完成した後、エブラールによる街路の再編成

が実施され、放射状の街路形態とビスタが登場した。  

④  現在の都市基盤の完成（ 1943~1968 年）  

1953 年の独立後、 60 年代にかけて都市域は急激に拡大した。西と南に現在のトゥー

ルコック地区とチャムカーモン区が形成され、現在の都市基盤が形成された。  

以上から、プノンペンは 1860 年代の仏統治を契機に都市建設を開始したが、ドンペ

ン区が完成するまでに約 80 年が経過しており、その後は 1940 年代から約 20 年で一挙

に郊外化が進展したことが分かった。また、調査対象地区はプノンペンで初期に形成さ

れた地区であることが明らかになった。  
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注  

年代の下の括弧内には、文献より明らかになった人口を示す。  

建設年が明らかな施設については、施設名の右に建設年を示す。  

記号凡例 ●干拓・排水 ◆交通・運輸施設  ■産業施設・工場 

     △宗教施設・記念碑 ＊軍事・防衛施設  

図  2-10 プノンペンの形成過程  

年代 社会事象 施設建設 都市形成 

15世紀 アンコール王朝の凋落/1431 

国
威
の
体
現 

△６寺院（含：ウナローム） 

集
落 

  プノンペンに遷都/1431 ●王宮,ワット・プノン周辺埋立 

  ウドンに遷都/1623 ●護岸堤防の強化 

  ●都市周辺の排水溝と土壁 

  ●王宮内の運河整備 

    △宮殿 △ワット・プノン改築 

1860 仏カ保護条約/1863 

基
本
施
設
の
整
備 

＊海軍事務所      □病院 

川
沿
い
の
整
備 

  プノンペンに遷都/1866 △王宮/1866    △仏塔 

  モウラによる都市開発 △王宮/1866    ◇ホテル 

(10,000) ショップハウスの登場   

1870 △教会  ＊拘置所  ＊兵舎 

  □学校  ●堤防     ◇電報局 

    ◇公共事業所      ◇裁判所 

1880 仏カ協約調印/1884 

(25,000) 仏領インドシナに編入/1887   

1890 ヴァーネヴィルによる幾何学的 

近
代
都
市
機
能
の
充
実 

●用水路（仏人居住区）/1893   

  な街区計画の実施 ◆トレースリー橋,ナーガ橋 

  飲料水の供給が開始/1895 ◇郵便局   ◇役場 

  ◇ホテル    ◇動物園 

  ＊警察所   ＊刑務所 

  ＊兵舎     □病院 

  ■市場     △大聖堂 

(50,000)   ■下水処理工場/1898 

1900 電力供給の開始 ■発電所/1901 ◆港湾整備/1906 

  □学校       ◆街路灯整備/1901 

1920 インドシナ都市開発理事会 ◆モニボン橋/1929  □国立図書館/1922 

ド
ン
ペ
ン
地
区
の
形
成 

  が発足/1923,ハノイ ◇スポーツクラブ/1929 

    

植
民
都
市
空
間
の
演
出 

◇ロイヤルホテル/1929 

1930 エブラールによる街路再編 ●Ben Decoの排水事業 

△王宮の修復   △大聖堂 

  ◆駅舎,線路/2  ◆並木通り 

  □病院            □大学 

  ◇市役所         ◇総督公邸 

  △戦争記念碑 

    ■セントラルマーケット/1937 

1940       

(111,000)       

現
在
の
都
市
基
盤
の
形
成 

1950 "Controlling Plan" /1950   

  国際様式ショップハウス登場   

(354,000) カンボジア独立/1953       

1960 
首
都
の
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ 

◇官庁 ◇大規模集合住宅/1964   

  ◇ホテルカンボジアーナ   

  ◇オリンピックスタジアム/1965   

  □病院  □大学   ◆港湾開発   

  ■工場  ■発電所 ■市場（３つ）   

  ◆空港  ◆駅舎   

(394,000)       

南
北
都
市
軸
の
形
成  

1910年：ワット・プノンを縦軸に、

ドンペン地区の東半分が完成  

1943年：ドンペン地区が完成すると

共に、セントラルマーケットを中心と

した放射状街路が登場  

1968年：南部・西部への急激な拡

大と共に、国立競技場等の国家

プロジェクトを実施 

15世紀：川沿いに集落を形成 

ビスタの形成 

・セントラルマーケットを中心に街 

  路を格子状から放射状に変更 

・ワット・プノン以西の街路を拡幅 

 し緑地化 

・仏人とカ人居住区を隔てる駅舎 

 以東の運河を埋立てて緑地化 

60年代以降の主な出来事 

1970 : 難民の大量流入 

難民キャンプ、スラムの形成 

1975 : クメールルージュの入城 

ゴーストタウン化、人口がゼロに 

1979 : ベトナム軍の侵攻 

1992 : UNTACによる暫定統治 

Urban Technical Service が作成。道路延

長、市場、工場、新型ショップハウス等の

建設計画で、60年代にかけて実施 

周辺諸国の侵攻により国力が衰

退、アンコールを放棄して首都を

変更 

王が唯一の土地所有者 

72年までに100棟のショップ 

 ハウスを建設 

統治下における住み分け 

 フランス人：ワット・プノン周辺 

 クメール人：南部の王宮周辺 

 安南人  ：南部の王宮周辺 

 中国人  ：現在のセントラル       

         マーケット周辺 

1920-30年代にかけて、新古典主義様式

の建築が多数建設される 

フランスの統治権が強化され、都市計画の

実行基盤が整う 

低層二階建て、中庭とベランダウェイ 

ベランダウェイが消失、路地がア

クセス経路として重要に 

1885 年： 中国人居住区を中心

に、ショップハウスの建設を開始

調査対象地区が形成される 
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2.3. ショップハウスの導入と変容  

本節では、東南アジアの植民都市におけるショップハウスの一般的な特徴について概

観し、プノンペンにおけるショップハウスの導入過程を明らかにする。  

2.3.1. 東南アジア諸国のショップハウス  

泉田によると、ショップハウスという言葉は、1865 年に英国の地理学者が自著のなか

で使用したのが最初期とされ、ラッフルズが 1822 年に作成を支持したシンガポール都

市計画の建築確認申請が開始された 1884 年で公式に定義されたとされる 2。1 階に店舗、

2 階以上に住居を持つ長屋形式の住居で、シンガポール、タイ、マレーシアなど東南ア

ジア諸国の都市部において一般的に見られる都市型住居である。植民都市の建設におけ

るショップハウスの特徴として、ベランダウェイと後背路の存在が挙げられる。  

(1) ベランダウェイによる街路形成 

ベランダウェイとは、ショップハウス前面のアーケードのことである。その他の呼称

として、英語ではファイブ・フット・ウェイ、五脚基（シンガポール、マレーシア）、カ

キ・リマ（マレーシア、インドネシア）、騎楼（中国）、亭孔脚（台湾）などと国や地域

により様々な呼称が存在するが 3、2 階のベランダの張り出し部分に列柱を設け、 1 階前

面を共有路として内包したものである。東南アジアの強い日差しとスコールを避けるた

め、換気と掃除のため、また都市空間に公共街路を設けるためなど、当時西欧列強の統

治下にあった東南アジア諸国のショップハウスにおいて積極的に導入された。1822 年の

スタンフォード・ラッフルズの第 2 次都市計画の布告によりシンガポールのショップハ

ウスに導入されたのが最初の事例であり、それ以後東南アジア各地、ビルマ、香港や中

国などに広まったと考えられている。  

(2) 後背路による居住衛生環境の向上 

後背路（バックレーン）は、ショップハウスの背面に設置された通用路のことで、居

住地の過密化による住環境の悪化への対策として採用された 4。間口が狭く細長い独特の

形態に起因する住宅後部の環境悪化を防ぐために、ショップハウスの背面に配置し、シ

ョップハウスに通風孔や中庭を設置する事で換気・通風を確保することで、東南アジア

の高温多湿な気候に配慮した。  

東南アジア諸都市におけるショップハウスの建設においては、ベランダウェイにより

近代的な舗装街路を形成すると共に、後背路による衛生環境の向上が意図されていた 5。 

                                                  
2  参考文献 6 を参照。  
3  参考文献 6–8 を参照。  
4  参考文献 9 を参照。  
5  参考文献 7 を参照。  
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2.3.2. プノンペンのショップハウス  

(1) ショップハウスの導入 

プノンペンに初めてショップハウスが登場したのは、フランスの統治下に入った 1860

年代になってのことである。当時のプノンペンは人口が 1 万人に満たず、高床式の住居

が川沿いに密集しただけの集落に過ぎなかった。当時の王であるノロドム王とフランス

植民地政府は共にプノンペンの近代化を望んだが、当時のフランスには財政資源が乏し

く、さらに土地の所有権は全て王に帰属していた。仏統治下のプノンペンは数年で人口

が 1 万人増大し、住宅不足は深刻の度を増した。また、集落で頻発した火災の予防、商

業的な収入といった様々な要因のもと、ノロドム王はフランスの建設業者（Le Faucheur）

と契約を交わし、ショップハウスの建設を開始した。  

1872 年までに 100 棟のショップハウスが建設され、その後も建設契約が結ばれ続け

た。プノンペンにおけるショップハウスの導入は、フランスの植民都市建設という植民

地政策と、プノンペンの人口問題への対応と近代化という課題の一致により始まったと

言える。  

(2) 新型ショップハウスの登場 

1890 年代に撮影されたショップハウスの写真（写真  2-1、写真  2-2）を見ると、低層

2 階建ての複数スパンで構成されるショップハウスの前面にベランダウェイの存在が認

められる。文献には、当時プノンペンに建設されたショップハウスの特徴としてベラン

ダウェイ（原文では ”Five–Foot–Way”と表記）の存在が挙げられており、周辺諸国に倣

ってアーケードの設置が採用されると共に、植民都市一般の配置形態を採っていたこと

が分かる。ファサードについては、歴史主義建築のオーダーを基調としながらも、装飾

は簡素化されたモダニズム様式を採用している。新型ショップハウスの一部は、当時の

南ベトナムで活動していた建築家の René Nguyen-Khac-Schéouにより設計されており 6、

仏統治期のモダニズム建築の影響が旧仏領インドシナの中で伝播したことを伺わせる。  

  

写真  2 -1 1895 年のショップハウス  

                                                  
6  参考文献 10 を参照。  
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1950 年代に都市サービス局（Urban Technical Service）が作成したプノンペンの管

理計画（Controlling Plan）に描かれたショップハウス建設計画において、ベランダウ

ェイはその存在を消し、3~4 階建てのモダニズム様式を採用することが明記されている。

これら 1950 年代以降に建設が開始したショップハウスを、1860 年代以降に建設された

「旧型ショップハウス」と区別して「新型ショップハウス」と呼称する。現在までにプ

ノンペンのショップハウスのほとんどが旧型ショップハウスから新型ショップハウスに

置き換えられ、それらにはベランダウェイの存在が認められない（写真  2-3）。  

現地調査では、前面にベランダウェイを持つ旧型ショップハウスは見られなかった。

1953 年の独立後から 1960 年代にかけての都市開発と新型ショップハウスの登場、1975

年以降のポル・ポト政権期の都市の無人化政策、1979 年から 1991 年にかけての内戦に

よる混乱、ならびに 1993 年の内戦終結後の開発の進展を通じて旧型ショップハウスは

ほぼその姿を消し、1990 年代の内戦終結後に建設されたものを除いたショップハウスの

多くは、独立後の 1950 年代以降に設された新型ショップハウスと考えられる。  

このことから、仏統治を契機に登場した初期型ショップハウスは、プノンペンの近代

化政策に積極的に位置付けられ建設が行われたが、新型ショップハウスの誕生によりベ

ランダウェイが消失し、現在に至る広幅員の歩道を形成したことが明らかになった。  

  

写真  2 -2 1898 年のショップハウス  

  

写真  2-3 1960 年代以降に建設されたショップハウス  
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(3) 旧型ショップハウスの空間構成 

現地調査ならびに文献において、比較的建設年代が古いショップハウスが発見できた

（図  2-11）。いずれも 3 階建ての 3 間口で構成されるが、各間口が共有壁で区切られて

独立した短冊形の構成になっており、親族を含めた複数世帯で居住していたと考えられ

る。それぞれの間口内は、長手方向に 3 分割されている。道路側は店舗あるいは居間と

して利用されている。中央は中庭を配した後部および上階への移動空間であり、水回り

が配される場合もある。後部は水回または倉庫として機能している。建設当時の宅地割

りについては不明点が多いが、街区内部に後背路を配する形でショップハウスが建ち並

び、歩道側が主要経路として機能し、後背路は主に勝手口や衛生装置として機能したと

考えられる。  

前部ならびに後部にそれぞれ平入りの傾斜屋根が掛かる。いずれのショップハウスに

もベランダウェイは設置されていない。前面の開口部は木製の鎧戸が設置されている。  

ドンペン区において、ベランダウェイを持つ旧型ショップハウスの存在は認められな

かった。低層で中庭を持つものが少なからず残ってはいるが、いずれもベランダウェイ

はなく、内階段と中庭を持つという構成のみが残っていることが分かった。  

 

2.4. 街区空間の構成  

2.4.1. 街路幅員と街区規模  

(1) 街路幅員 

プノンペンは格子状の街路構成をしており、調査対象地区もそれを踏襲している。主

要街路の間に東西南北に街路が走り街区が構成されるが、地形に合わせて街路は若干の

角度を持ち直行せず、東西方向と南北方向で幅員が異なる。入手した測量図を基に、歩

道幅員についてはショップハウス端部から歩道端部まで、車道幅員については歩道端部

  

図  2-11 低層二階建てのショップハウス  
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同士を基準に計測すると、東西に走る車道の幅員は平均 10~11m、南北に走る街路の場

合は平均 7~8m が一般的であり、基本的に東西街路の方が車道幅員は広い（図  2-12 お

よび表  2-4）。歩道幅員については、東西方向では 4~6m、南北方向では 3~4m となり、

車道幅員と同様に東西方向に広幅員の歩道を持つ。  

ただし、プノンペンの主要幹線道路であるノロドム通り（Boulevard Preah Norodom）

は南北道路でありながら 16m の車道と 7m の歩道幅員を持ち、アン・エン通り（Preah 

Ang Eng）は南北道路でありながら 10.5~11.5m の車道幅員を持つ。大よそ 2~3 街区ご

とに広幅員の南北道路及び歩道が走る 2 段階の構成を持っていることが分かる。  
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表  2-4 街路幅員  

南北街路名  車道平均 (m)  最大 (m)  最小 (m)  歩道平均 (m)  

B ld Preah Norodom 16 16.3  15.6  7 

P.  Ang Yukanthor  7.5  8.1  7 3 

Chan Reachea  7.3  8.2  6.5  3 

Preah Ang Eng  10.7  10.9  10.5  3 

Preah Sisowath  9.3  8.1  10.2  10  

東西街路名  車道平均 (m)  最大 (m)  最小 (m)  歩道平均 (m)  

Oknha P long  11.4  11.8  10.6  6 

Ang Duong  7.6  7.9  7.3  6 

Kra la Hom Kong 10.7  11  10.5  4 

Khemarak Phoumin  10.7  11.6  9.5  5 

Oknha In  10.1  11  8.3  5 

P.  Ang Hassakan  10.5  11.1  9.5  5 

Oknha Ouk Lonn  10.1  11.5  8.3  5 

Dekcho Damdin  8.7  9 8.3  6 

 

  

図  2 -12 街路幅員の調査箇所  
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(2) 街区規模 

調査地区の街区規模を見ると、東西辺が最短 46m から最長 153m、南北軸が最短 45m

から最長 108m となっており、東西軸に長い矩形の構成を採っている事が分かる（図  

2-13 および表  2-5）。これは、調査地区の東西街路の方が南北街路より幅員が広いため、

これに合わせる形で街区が計画されたと考えられる。これは宅地割にも影響しており、

幅員が広い東西軸の街路に面する敷地が優先的に街路に間口を持っている。  

東西街路が角度を振っているため、南北軸の長さは最短の 45m から最長の 108m まで

連続的に変化しているが、東西軸の長さには一定の傾向が見られ、大きく 46~47m、

81~106m、113~128m、145~153m の 4 つのグループに分類できる。  

表  2 -5 東西・南北辺の長さ  

街 区 番 号  東 西 平 均 (m)  南 北 平 均 (m)   街 区 番 号  東 西 平 均 (m)  南 北 平 均 (m)  

1 105 69  20  99 59 
2 153 69  21  123 63 
3 81  68  22  150 69 
4 145 70  23  97 76 
5 106 107  24  89 82 
6 97  101  25  100 86 
7 46  98  26  126 78 
8 96  96  27  149 79 
9 91  92  28  96 79 

10 82 91  29  83 83 
11 113 108  30  97 82 
12 148 90  31  128 45 
13 96 73  32  98 59 
14 90 62  33  47 68 
15 94 48  34  98 74 
16 119 76.7   35  87 87 
17 148 71  36  94 97 
18 95 65     
19  89  63     

  

 

図  2-13 街区規模  
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以上の特徴を図  2-14 に整理する。ドンペン区における街路体系と街区規模には、多

少のばらつきはあるもの一定の規則を持つ基本形が存在していることが分かる。  

2.4.2. 宅地割  

(1) 宅地割の類型 

ショップハウスは街路に沿って建ち並び、幅員の広い東西方向の街路に優先的に配置

される。細長い住居が背割りで建ち並ぶことで街区空間が形成される。しかし、歩道に

接するショップハウスにより街区全体が埋められない場合、街区の内部に空地が形成さ

れるなど、宅地割に変化が起こる。宅地割には、後背路を保持して街区を南北方向に分

割される①「背割り型」と、後背路の裏側、つまり街区内部に空地を形成する②「囲み

型」の 2 種類に大別される。さらに、背割り型は後背路が 1 本引かれる場合と 2 本以上

引かれる場合で① –A「単数背割り型」と①–2「複数背割り型」の 2 種類に分類され、囲

み型は路地がロの字に引かれる② –A「ロの字型」と様々な形態の路地が引かれる② –B

「複合型」に分類される（図  2-15、図  2-16）。  

 

図  2-14 街路幅員と街区規模の基本型  

 

図  2-15 宅地割の類型  

約3街区毎に広幅員街路
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南北街路（広）

歩道：4約7m
車道：約10m

南北街路（広）
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以上の大分類で 2 種類、小分類で 4 種類の街区類型の内容を以下に記す。  

①背割り型： 16 街区  

背割り型街区では後背路の数と建物へのアクセス方式から 2 つに分類できる。 (A) 後

背路が１本の単数背割り型と、 (B) 後背路が 2 本以上の複数背割り型である。  

(A) 単数背割り型： 9 街区  

後背路が街区の長手方向に対して平行に走り、背割りにショップハウスが建ち並ぶ。

軸となる１本の路地を両側のショップハウスが共有し、そこにアクセスするために南

北方向の路地が引かれるケースが一般的である。路地の平面形態は、Ｈ字、Ｔ字、Ｌ

字などとなるが、基本的に街区の中央を東西方向に走る。街区全体が 1 本の路地で

繋がり通過性が高いが、途中で路地が切れて袋小路化するものもある。  

(B) 複数背割り型： 7 街区  

街区内部の宅地の細分化や小規模住宅による建て詰まりにより、単純な背割りにな

らず、街区内部を直線的に走る複数本の路地沿いに分割する型である。調査対象地区

街 区 内 部
に空地

母集団 27

ありなし

ＢＬの本数 路地形態
１本 ２本以上 ロの字 不規則

住居入口

街区区分線

A : 単数背割り型 ９ B : 複数背割り型 ７ A : ロの字型 ５ B : 複合型 ６

(1) 背割り型 16 (2) 囲み型 11

街区内部
に空地

母集団 27

ありなし

ＢＬの本数 路地形態
１本 ２本以上 ロの字 不規則

住居入口

街区区分線

住居入口

街区区分線

A : 単数背割り型 ９ B : 複数背割り型 ７ A : ロの字型 ５ B : 複合型 ６

(1) 背割り型 16 (2) 囲み型 11

  

図  2-16 宅地割の分類過程  
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には東西に細長い街区が多いため、東西方向に走る路地が複数並列し、宅地も南北方

向に 3 筆以上並列することになる。  

②囲み型：11 街区  

街区の規模が大きくなると、長手方向に引かれた路地の裏に空地が残る。この時の内

部の建て込み方には、路地の配置から大きく 2 つに分類できる。  

(A) ロの字型： 5 街区  

街区内部の空地には、街路に沿って建つショップハウスがそれぞれ背を向けるかた

ちとなる。その背の部分に沿って路地が確保された状態で建て込みが進めば、その路

地は基本的にロの字を描くことになる。街区の縦横の比率が 1 に近く、街区内部に

ショップハウスが建設出来る程度の空間が残った場合、ロの字に路地を残すようにシ

ョップハウスが建込み街区が形成される。一般的には背割り型の場合と同様に街区全

体が 1 本の路地で繋がり、街区内部に回遊性が生まれるのが特徴とある。  

(B) 複合型： 6 街区  

街区内部の空地にショップハウスや低層の住居が混在して建設され、折れ曲がりや

袋小路、狭幅員の路地など様々な路地が形成され各住居へのアクセスを確保する。路

地形態としては最も複雑であるが、様々なスケールの空間が混在することで、街区内

部に多様な場所性を形成する。  

(2) 宅地割と街区規模の関係 

宅地割の類型と、街区規模との関連性について分析する。調査対象地における宅地割

類型の分布を図  2-17 に、各街区の東西・南北方向の辺の長さと類型との関係を図  2-18

に示す。街区規模と宅地割類型との明確な関連性は見て取れないが、単数背割り型は東

西辺が長くても縦横比が小さいか、比率が 0.8 と大きくても東西辺が短いなど、街区外

縁にショップハウスが建つと内部に空地が出来ない規模の街区で発生している事が分か

る。それ以外の類型については、比較的同様の規模の街区が分布しており、明確な傾向

は見られない。ただし、27 個の街区に対して 10 街区（ 37%）が単数背割り、残りの 63%

が複数背割り型、ロの字型、複合型となっており、多くの街区内部の宅地割が複雑化し

ていると言える。  
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旧型ショップハウスが支配的であった仏統治初期の宅地割については不明であるが、

当初から街区内の現在では後背路に勝手口を設けるだけの単数背割り型の街区は全体の

33%に限られ、残りの 67%の街区では街区内部の構成が複雑で、歩道に接しない住居が

多数存在することになる。  

2.4.3. 路地と住居アクセス  

本節では、路地の基本構成と路地による街区の分割実態について考察し、更にショッ

プハウスへのアクセス形態と路地の関係を分析し、街区空間における路地の役割を整理

する。  

 

図  2-17 宅地割類型の分布  

 

図  2-18 宅地割と街区規模  

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000

単数背割り型 複数背割り型 ロの字型 複合型

街区面積（㎡）

南
北

／
東

西
辺

の
比

率



第 2章 街区空間の構成 

2-24 

(1) 路地の基本構成 

調査対象地の街区内には 74 本の路地が存在する。不定形のもの 12 本を除いて、他の

62 本は I 型（23 本）、L 型（25 本）、T 型（10 本）、ロ型（ 3 本）、H 型（1 本）と分類

でき、多様な路地形態が存在している。街区内部に至る経路としての機能面に着目する

と、路地は①後背路、②進入路地、③細街路、④袋小路の 4 種類に整理できる（図  2-19）。  

 

図  2-19 路地の機能類型  

①後背路と②進入路は、歩道沿いに建つショップハウスから街区内部へのアクセスに

資する移動空間である。後背路は街路沿いに建ち並ぶショップハウスの裏側に走り、背

面からのアクセスを可能にする。また、単数背割りの場合等は、街区内部にアクセスす

る路地がそのまま後背路になっている事もある。進入路は、街区内部にアクセスする際

に、ショップハウスの側面を走る路地を指すが、ショップハウスの地上階の一部をくり

抜くように設計され、街区内部への進入路を計画的に配したものも存在することから、

新型ショップハウスでは路地からの住居アクセスを前提に計画されていることが分かる。

街区内部へのアクセスを可能にするという視点から、ショップハウスの背面と側面の間

を走る場合も、この路地に該当する。一繋がりの L 字型の路地などは、後背路と進入路

地の組み合わせにより構成される。  

後背路ならびに進入路地が歩道に面したショップハウスを対象にする事と比較して、

街区内部に形成されるショップハウスおよび住居に至る移動空間として、③細街路なら

びに④袋小路が存在する。細街路は通り抜け可能なもの、袋小路は行き止まりの路地と

して定義される。  

(2) 路地による街区空間の分割 

宅地割類型では街区の基本的な分割方法に着目した。しかし、実際の街区には様々な

形態の路地が走り、街区が細分化されることで、街区内部の移動経路は分断され、それ

ぞれの路地で繋がるいくつかのまとまりに分割されている。  

図  2-20 は、宅地割類型ごとに、街区空間の分割数を示したものである。単数背割り

型においても 44%の街区が 2 つ以上に分割されており、複数背割り型、囲み型、複合型

a: 後背路
b: 進入路

c: 細街路
d: 袋小路

a
b

b

c
d

b
a
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において街区の分割が進行している事が分かる。後背路の分断や進入路が袋小路になる

等、路地により街区が複数の空間に分割され、純粋な宅地割の基本形が残る街区はほと

んど存在しない。  

 

図  2-20 路地による街区の分割  

(3) ショップハウスへのアクセス 

ショップハウスへの到達経路は、街区外部の歩道から行う場合と、街区内部の路地か

ら行う場合の 2 種類に大別できる。前者は、地上階住民が利用するものと、歩道側に設

置された階段室や通路を通じて階段室に至るものの 2 種類が存在する。路地からの経路

については、進入路地からショップハウスの側面に至るもの、後背路からショップハウ

ス裏側の階段室または歩道側と分割され裏側に配された主玄関に至るもの、そして街区

内部に建て込む住宅に至る細街路・袋小路の 3 つに分類される。  

複数背割り型の街区である 17 番街区を対象に、各住居類型のアクセス形態を分析し

た（図  2-21 および図  2-22）。この街区には 42 棟の住棟が建ち並び、内階段形式のもの

が 20 棟、外階段形式のものが 14 棟、外廊下形式のものが 1 棟である 7。歩道に面して

建っているのは、街区内部の 3 棟を除いた 39 棟である。内階段形式（20 棟）の住戸で

は、前面からのアクセスが 13 棟（ 65%）と支配的であるが、他の形式では、側面または

後背路からのアクセスが支配的であることがわかる。あわせて 24 棟のうち歩道からの

アクセスは 1 棟のみである。内階段形式から住居形式が変化する中で、街区内部の路地

からのアクセスが重要性を増していることが分かる。新型ショップハウスの登場により

アクセス空間が路地に移行し、路地が通風・採光といった環境装置だけでなく、生活空

間として重要性を増していると言える。  

                                                  
7  ショップハウスの平面類型については第 2.5.2 節を参照。  
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図  2 -21 17 番街区の住戸経路  

 

 

図  2-22 17 番街区のアクセス分布  

2.5. ショップハウスの空間構成  

2.5.1. 空間の構成要素  

ショップハウスの空間要素としては、居間（ボントップ・トトニウ）、業務空間、寝室

（ボントップ・ルイ）、台所（ボントップ・バイ）、食事室、トイレ（ボントップ・タッ

ク）、水浴び場、階段室（チョンダー）、中二階（ラオトゥー）、中庭、ベランダ（ソムヤ

ー）、テラス、アクセス空間（廊下・階段室）、倉庫（クレン）などが挙げられる。  

基本的には地上階を店舗、上階を住宅として利用されるが、地上階を住宅として利用

するものも多い。道路側に店舗あるいは居間をもち、中央に中二階を設け、奥に台所、

トイレ、水浴び場、階段室をもつ形式が一般的である。間口が約 4m、奥行が 10～30m

程度のユニットが隣棟と壁を共有しながら短冊状に建てられる。約 4m の階高を持ち、

上階でも中二階を持つものが多い。上階の住戸は道路側にベランダをもち、地上階部分

の壁面線から 1m 程度持ち出している（写真  2-4）。  

調査対象地区では 3~5 階建ての新型ショップハウスが多い。仏統治期に建設された旧

型ショップハウスと異なり、傾斜屋根ではなく陸屋根が一般的であり、屋上部分や後背

部に増築を行っているケースが多い。東南アジアに一般に見られるショップハウスの基

本構成と比較すると、ベランダウェイならびに中庭が存在しないことが特徴である。  
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写真  2-4 ショップハウスの外観（左）と内観（右）  

 

2.5.2. ショップハウスの平面類型  

住居の変容過程を把握するため、実測調査を行った 55 棟のショップハウスを対象に、

プノンペンにおけるショップハウスの平面構成を分析する。平面構成を決定する要素と

して上下階および住戸間の移動空間である階段（室）と廊下の位置に着目すると、ショ

ップハウスを以下のように分類できる（図  2-23）。  
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図  2-23 ショップハウスの空間類型  

まず、移動空間が住戸内部にあるか、外部にあるかで①「内階段型」と住戸外部にあ

る「外階段型」の 2 種類に分類できる。次に、移動空間が住戸外部にある場合、移動空

間の形式により②–A) 「外階段型」② –B) 「外廊下型」によるアプローチに分類できる。  

①「内階段室型」は、階段室の位置から、更に① –A) 「住戸階段室型」、① –B) 「水

回り分離型」、①–C) 「住戸分離型」、①–D) 「2 戸 1 階段室型」の 4 種類に分類できる。  

②「外階段室型」は、廊下の配置形式から② –A) 「片廊下型」、② –B) 「ツインコリ

ドー型」、②–C) 「中廊下型」の 3 つに分類できる。以下にこれらの類型について説明

する。  
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①：内階段形式： 9 棟  

住居内に階段をもち、基本的には複数世帯で積層して住む形式であり、前述した旧型

ショップハウスにも見られる形式である（図  2-24）。9 棟と多くの数は発見できなかっ

たが、居間、水周り、寝室、ベランダ、階段室といった最も基本形な空間要素を内包し

ている。調査住戸では、親族が各階に分かれて住んでいることがヒアリングから明らか

になっている。プノンペンの旧型ショップハウスの基本型と呼べる。  

②：外階段形式： 31 棟  

住戸外に設置された階段室から 2 階以上の各階に直接アクセスするパターンである。

歩道に面したショップハウスには街路側にベランダを設置できず、階段室はショップハ

ウスの側面あるいは背面に設けられることになる。一般的には、ショップハウスの後背

部に 1 階の勝手口を設けながら、 2 階以上への階段室の入口としている。階段室の位置

により、以下の 4 タイプに分類できる。  

②–A) 住戸階段室型： 4 棟  

階段室が建物の裏手に位置し、住戸内に水回りが配置される形式である（図  2-25）。

基本的に、水回りは階段室側に配置され、排煙などの問題に対処している。4 棟と多

くは見られなかった。  

 

 

図  2-24 内階段形式  図  2-25 住戸階段室型  
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②–B) 水回り分離型： 12 棟  

階段室を挟んで、歩道側に居間が、路地側に水回りが配置されるタイプである（図  

2-26）。ベランダ側に居間が配置されるため、水回りは階段室を挟んで路地側に設置

される。水回りは必ずしも主室に取り込まれるわけではなく、外に設置される場合が

多い。水回りは、調理スペースとしてだけでなく、トイレや水浴びとしても機能して

いる。  

②–C) 住戸分離型：12 棟  

階段室の位置やショップハウスの奥行きによっては、ベランダ側の部屋とは反対に

相当の空間が確保される場合がある。この場所が、別世帯の住戸となったり、ベラン

ダ側の部屋を所有する世帯の離れとして利用される場合がある（図  2-27）。住戸分離

型には、水回りが室内に収められる場合と、階段室に隣接して室外に配置される場合

がある。  

②–D) 2 戸 1 階段室型： 3 棟  

2 スパンのショップハウスが１つの階段室を共有し、建物を分割しながら階段室を

配置するケースである。これは、2 間口を構成単位とするショップハウスのみにみら

れる形式であり、調査対象住戸中 3 棟確認された（図  2-28）。  

 

 

 

図  2-26 水回り分離型  図  2-27 住戸分離型  図  2-28 2 戸 1 階段型  

③外廊下形式： 15 棟  
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住戸そのものは間口単位に分割されるが、それぞれの住居へは廊下を通じてアクセス

する。片廊下型、ツインコリドー型、中廊下型の 3 つの形式をみることができる。  

③–A) 片廊下型： 5 棟  

いわゆる片廊下型の集合形式をとっており、階段室から上階に上がり、廊下から各

住戸に至るものである（図  2-29）。片廊下型には、 i) 階段室と廊下が街路に面して

設置され、廊下から各住戸に至るものと、 ii) 街路にベランダを確保して棟裏手の廊

下から各住戸に至るものの 2 つの形式がある。 i) の場合はベランダを設置すること

ができないが、角部屋で他の住戸とアクセス空間を共有する必要が無い場合は、廊下

にドアを増築して住戸前面の廊下を専有化し、冷蔵庫や露台を設置するなどして外部

空間を積極的に活用することが多い。いずれの場合でも、街路から居間・寝室・水回

りの順に居室が配置されるのが一般的である。なお、路地側に廊下があるものに比べ

て、大通り側が廊下になるのが一般的である。  

③–B) ツインコリドー型： 6 棟  

片廊下型の 2 棟の住棟が向かい合わせた廊下をつなぎ、中央に開放的な吹き抜け

を持つのが特徴である（図  2-30）。廊下とベランダの両面が外部に面しているため、

良好な通風と採光が確保できる。1 間口のショップハウスと同様に廊下の位置により

住戸が分割され、各住戸は水回り分離型または住戸分離型の形式をとる。廊下には洗

濯物などが置かれ、一部がドアや金網で囲まれ専有化されることがある。歩道に面す

る住戸と後背路側の住戸のうちどちらかの奥行きが短い場合は、両者をひとつの住戸

として用いることもある。  

   

図  2-29 片廊下型  図  2-30 ツインコリドー型  図  2-31 中廊下型  

③–C) 中廊下型： 4 棟  

棟の中央に配された廊下を挟むかたちで住戸が配置される形式（図  2-31）。建物の
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一部が外部に面して通風と採光を確保しているが、廊下の採光は少ない。居室配置は

歩道側から順に居間・寝室・水回りとなるのが一般的である。  

以上から、プノンペンのショップハウスには 8 類型が存在することが分かった（図  

2-32）。55 棟中 45 棟（82%）と大半のショップハウスが移動空間を外部化しており、

仏統治期のショップハウスにみられた内階段形式は減少している。内階段室型は職住

一体型の住まい方であり、内階段での移動を前提に、1 世帯あるいは血縁関係等の複

数世帯で居住している。人口増加に伴うショップハウス高層化に並行して個別の世帯

が階層ごとに居住する形式の一般化により、独立性とプライバシーの確保のため、各

階を独立させる階段または廊下によるアクセス形式が一般化し、その結果としてアク

セス形式と住居形式が多様化したと考えられる。  

 

図  2-32 ショップハウスの空間類型  
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2.5.3. ショップハウスのアクセス形式  

第 2.4 節では、旧型ショップハウスで主要だった前面からのアクセスが、新型ショッ

プハウスの出現により後背部へ移行しつつある事を指摘した。本節では、ショップハウ

スの類型と規模の対応関係を確認し、旧型ショップハウスで一般的だった間口ごとに１

つのアクセスを設ける関係がどのように変化しているのかを分析する。  

ショップハウスの類型と間口数の対応を分析すると（表  2-6）、調査した 55 棟のショ

ップハウスのうち、 1 間口のものが 9 棟（38%）を占める支配的な型であり、特に内階

段室型で多いことが分かる。外廊下形式は 3 間口以上のショップハウスで採用されてい

る。  

表  2-6 ショップハウスの類型と間口数の関係  

  

間口数とアクセスの関係を見ると、 1 間口ごとに階段または階段室を設ける内階段形

式および外階段形式の② –A、②–-B、②–C 型は、合計 37 棟と全体の 67%を占める。更

に、母数を 2 間口以上のショップハウスに限定しても、全 31 棟中 16 等（52%）と、約

半数をこのグループが占めている。 1 つの階段室から複数の住戸にアクセスする外廊下

形式が誕生し、ショップハウスの空間構成が多様化した現在においても、 1 間口に 1 つ

のアクセスを設けるという旧型ショップハウスのアクセス形式を継承しながらも、複数

間口化に伴い共有空間を持つショップハウスが増加している。  

2.6. 増改築による構築環境の更新  

前節までに、ショップハウス街区の宅地割類型を抽出し、路地による街区の細分化の

実態ならびに住居アクセス経路としての重要性を明らかにした。しかし、宅地割と路地

構成がショップハウス街区の基本的な空間的枠組みを規定する一方、住民によるショッ

プハウスの増改築行為が行われ、街区空間の更なる変容が起きている。本節では、増改
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築の実態を整理して住民の住要求を把握し、それが街区空間の変容に与える影響を明ら

かにする。  

2.6.1. 増改築の類型  

実測調査を行った 55 棟のショップハウスで確認された 289 個の増改築行為を対象に、

増改築の分類指標を設定する。増改築が行われた空間として (a) 住戸内部、 (b) 住棟内

部、(c) 街区空間および (d) 住棟単位の 4 つの空間単位を設定し、各空間単位における増

改築の内容と観察された個数および割合を表  2-7 と図  2-33 に示す。また、個々の住戸

で確認された増改築の詳細を表  2-8 に示す。  

表  2-7 増改築類型の内容と観察数  

空間単位・増改築類型  定義  個数  

(a )  住戸内部  住棟内部で階段・廊下など共有空間を除いた住戸空間  107 戸  

1  中二階の増築  中二階を増築  56  

2  個室の増築  個室を増築  60  

3  住戸の外部拡張  住戸を水平方向の住戸外に建て増して居住面積を拡張  1  

4  水回りの増築  水回り設備を増築  26  

5  屋根裏の利用  屋根裏を増築して居住面積を拡張  3  

6  住戸の高層化  住戸を垂直方向に建て増して居住面積を拡張  4  

7  内部階段の閉鎖  内階段室を閉鎖して垂直方向のアクセスを遮断  7  

小計   157  

(b )  住棟内部  外部階段・廊下や中庭など、住民が共有して利用する空間  47 棟  

1  廊下の私有  廊下にドアなどを設置して専有化  23  

2  水回りの増築  水回り設備を増築  20  

3  テラスの室内化  屋上階のテラスを室内化し居住面積  14  

4  屋上に住居建設  屋上に住戸を増築  14  

5  階段の増築  会談を増築して新たなアクセス経路を確保  12  

6  中庭の占有  ツインコリドー型などの地上階中庭を室内化し居住面積を拡張  7  

7  階段室の封鎖  階段室を封鎖して垂直方向のアクセスを遮断  1  

小計   91  

(c )  路地空間  街区内部の路地空間  37 棟  

1  路地の室内化  地上階住戸前面の路地を専有し住戸面積を拡張  12  

2  路地に階段を増築  路地から上階へアクセスするための階段を追加  5  

3  路地と地上階を接続  共有壁をくり抜き路地からのアクセスを追加  2  

小計   19  

(d )  住棟単位  間口単位を越えた住戸・住棟間の空間  48 棟  

1  住棟内部同士の接続  共有壁をくり抜き隣棟廊下・階段室からのアクセスを追加  13  

2  住居同士の接続  共有壁をくり抜き隣棟住戸と接続  6  

3  住居と住棟内部の接続  隣棟から住戸へアクセスするための階段を増築  3  

小計   22  

合計   289  
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図  2-33 増改築の類型  
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表  2-8 住居ごとの増改築類型の観察数  

Surveyed  
Shophouses  

(a )  Ins ide  Dwe l l i ng  Un i t  (b )  Sha re  Space  ins ide  Shophouse  (c )  A l leyway  
(d )  Be tween  
Shophouses  

D
is

tric
t 

#
 

B
u

ild
in

g
 

#
 

H
o

u
s

e
 #

 

a -1  a -2  a -3  a -4  a -5  a -6  a -7  b -1  b -2  b -3  b -4  b -5  b -6  b -7  c -1  c -2  c -3  d -1  d -2  d -3  

2  

1  a  X    X     -  -  -  -  -  -  -     -  -  -  

2  
a  X        

   X          
 b  

 
X   X     

3  

a  X  X       

       X  X  
 

  X  b  X  X       

c  X  X       

4  a  X  X              
 

X  
 

  X  

5  
a  X  X       

            X  
b  

 
X       

6  a  -  -  -  -  -  -  -         -  -  -    X  

4  

1  
a  X  X       

             
b         

2  a  X             X  
 

-  -  -     

3  a  X  X                    

6  

1  
a   X   X    X  

   X  
 

X  
 

-  -  -    X  
b   X      X  

2  

a  X  X       

 X  X  X  X  X      X   X  

b  X  X       

c  X  X       

d         

e  X  X       

3  
a         

 X  X  X  X  X   X   X  X    
d  X  X   X     

4  a  -  -  -  -  -  -  -  X   X  X   X   X    X    

8  

1  a  X  X          X   X   X       

2  
a   X       

     
 

 -  -  -    X  
b   

 
     

10  1  a   X    X           X       

13  1  
b         

  X    X   X       
c  X  X   X     

14  

1  
a  X  X   X     

X        -  -  -    X  
b  X  X   

 
   

2  
a  X  X   X     

             
b  X  X   X   X  

 
3  b  X  X   X     X    X  X  X      X    

17  

1  a  X  X   X              X     

2  b  X        X    X     X       

3  a  X  X     X  X    X  
 

X  X   X  
 

X   X   

4  

a  
 

X   X    X  

  X  X  X  X   X     X  X  c  X  X   X    
 

d  X  X   X   
 

X  

5  a  -  -  -  -  -  -  -    X  X  X    X      X  

6  a  -  -  -  -  -  -  -  X  
 

X  X  X    X       

7  a  X  X  
 

X        X          X  

8  a  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  

9  a  X  X  
 

X  X  X        X         

10  

d  X  X       

   X   X  X        f   X       

g   
 

 X     

11  

a  X  X       

 
X  

 
X   X   X      X  b  X  X       

c  
 

X     X  X  

18  
1  

a  X  X       
X  X  X  X  X  X         

b  X  
 

 X     

2  a  -  -  -  -  -  -  -  
 

X  X  X  
 

X   -  -  -   
 

X  

20  
1  

a  X  X   X    X  
X     X  X     X   X  

 b  X  X   
 

X    

2  a  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  

21  1  a  -  -  -  -  -  -  -  X  X  X  X  X    -  -  -     

25  1  
a  X  X       

   X  
 

X         
b  X  X       
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表 2-8 住居ごとの増改築類型の観察数（継続）  

Surveyed  
Shophouses  

(a )  Ins ide  Dwe l l i ng  Un i t  (b )  Sha re  Space  ins ide  Shophouse  (c )  A l leyway  
(d )  Be tween  
Shophouses  

D
is

tric
t #

 

B
u

ild
in

g
 #

 

H
o

u
s

e
 #

 

a -1  a -2  a -3  a -4  a -5  a -6  a -7  b -1  b -2  b -3  b -4  b -5  b -6  b -7  c -1  c -2  c -3  d -1  d -2  d -3  

27  

1  
a  X  X   X     

X           X    
b  X  X   X     

2  a  X  X       -  -  -  -  -  -  -        

3  a  X  X          X           

4  
b         

  X   
 

X  
 

-  -  -     
c  X  X       

5  
a  X  X       

X  
 

X   X      X     
b  X  X       

6  a            X     -  -  -     

7  a  X  X   X                  

8  a  X  X   X     X        -  -  -     

9  a  X  X   X     
 

            

28  

1  a  
 

X   
 

   X    X           

2  a  X  X   X     X              

3  a  X  X  X  X     
 

            

4  

a  X  X       

X  X  X  X  X  X  
 

-  -  -  X    
b  X  X       

c  X  X       

d  X  X       

31  1  a  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  

34  1  a  X  X  X  X        X  
 

X         

To ta l  55  60  2  26  3  4  7  14  7  14  23  12  20  1  12  2  5  6  3  13  

各増改築の箇所における定義は以下の通りである。  

(a) 住戸内部：住棟内部で階段・廊下など共有空間を除いた住戸空間  

(b) 住棟内部：外部階段・廊下や中庭など、住民が共有して利用する空間  

(c) 路地空間：街区内部の路地空間  

(d) 住棟単位：間口単位を越えた住戸・住棟間の空間  

まず、 (a) 住棟内部では大きく 7 つの増改築類型が存在する。分析対象である 107 戸

の住居のうち、 a–1) 中二階の増築が 56 戸（52%）、a–2) 個室の増築が 60 戸（56%）、

a–3) 住居の外部拡張が 1 戸（1%）、a–4) 水回りの増築が 26 戸（ 24%）、a–5) 屋根裏の

利用が 3 戸（38%）、a–6) 住居の高層化が 4 戸（4%）、a–7) 内部階段の封鎖が 7 戸（41%）

確認された。  

次に、 (b) 住棟内部では、7 つの増改築類型が存在する。分析対象であり 47 棟のショ

ップハウスのうち、b–1) テラスの室内化が 14戸（30%）、b–2) 中庭の占有が 7戸（15%）、

b–3) 屋上に小屋建設が 14 戸（30%）、b–4) 廊下の私有が 23 戸（ 49%）、b–5) 廊下に階

段増築が 12 戸（27%）、b–6) 廊下に水回り増築が 20 戸（43%）、 b–7) 階段室の封鎖が

1 戸（ 2%）確認された。  

(c) 街区空間では、 3 つの増改築類型の存在が確認された。 37 棟の分析対象のうち、

c–1) 路地の室内化が 12 棟（32%）、 c–2) 路地と地上階を接続したものが 2 棟（5%）、

c–3) 路地に階段を増築したものが 5 棟（14%）確認された。  
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(d) 住棟単位では、48 棟の分析対象のうち、d–1) 住居同士の接続が 6 棟（13%）、d–

2) 住居と住棟内部の接続が 3 棟（ 6%）、d–3) 住棟内部同士の接続が 13 棟（27%）の 3

つの接続形式が確認された。  

それぞれの増改築の割合を比較すると、(b) 住棟内部が 47 棟中 91 個と 1 棟平均で 1.9

個の改変が行われており、次いで (a) 住戸内部が 107 戸中 157 戸（ 68%）と割合が高い。

(c) 路地空間では 37 棟中 19 個（51%）と約半数であり、 (d) 住棟単位が 48 棟中 22 個

（ 46%）と半数弱になる。これらの結果から、住戸内に限らず、ショップハウス内部の

共有空間から外部空間、ショップハウス相互に至るまで、増改築による住みこなしが定

着している事が分かる。  

2.6.2. 増改築の事例  

前節で整理した増改築について、代表的な 4 棟のショップハウスを対象に、その具体

的な利用状況を説明する。  

事例 1：District Number 06, House Number 01（図  2-34）  

5 間口で 2 階建ての中廊下型ショップハウスで、ロの字型街区の内部に位置する。住

棟中央に配置されている中庭の幅は約 4m だが、両側の住居が半分ずつに分割して私有

化され、洗濯、物干しなどの作業場や調理空間として利用されている。排煙の問題があ

る七輪（炭）と、水を使う作業が外部化していることが分かる。  

2 階廊下には 4 箇所にドアと鉄柵が増設され、各世帯が個々の領域を形成している。

増設の要因として、全ての住民が防犯を理由に挙げているが、私有化された領域には各

世帯の生活物品（冷蔵庫、机、椅子、台所）があふれ出し、日中の殆どは外部で生活し

ている。  

また、廊下は隣接する建物と接続されており、別経路で２階へアクセス出来るように

変更されている。廊下の私有化によるアクセス経路の分断を、別の建物と接続すること

で回避している。屋根形状は寄棟だが、中庭側の約 3m が水平なため、小屋を建設して

居住空間として利用している。 2 階廊下に階段が２箇所増設され、そこから屋上へアク

セスする。住戸内には個室が作られ、その上には中二階が併設されている。入口側から

リビング・個室・水回りといった基本的な空間構成が読み取れる。  
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図  2-34 増改築の事例 1 

事例 2：District Number 14, House Number 03a（図  2-35）  

全部で 6 間口の低層 2 階建てのショップハウスである。比較的元の形態を残している

が、住戸後部の床が崩壊している。屋根は本来、中庭には架けられていなかったが、現

在は建物全体を覆うように架け直されている。地上階前部には中二階が増築され、 2 階

は個室を 2 室増築して空間を 4 分割している。地上階は食堂として利用されており、全

部が店舗空間、後部が調理空間として利用されている。中二階は夫婦の就寝のために利

用される。閉店後は地上階のテーブル類が片付けられ、前面は駐車場として使われ、子

供は 2 階の個室で眠る。  

 

図  2-35 増改築の事例 2 

事例 3：District Number 14, House Number 03b（図  2-36）  

事例 2 と同じショップハウスで、この住居のみが 4 階建てに高層化している（ 4 階は

後部にのみ部屋が配置される）。 1993 年に改装工事を開始し、調査時には工事が進行中

であった。4 世代 14 人の家族が住むための居住面積が不足している、というのが高層化

の理由である。また、建物自体も老朽化しており、内壁などの内装も全て改装されてい

る。  

地上階の前部には中二階が、中庭だった部分にはトイレ・シャワー室が増築された。
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後部の奥には大きな台所が、後部の全体に中二階が増築されている。中庭だった部分は

階段室として機能し、そこから上階前後部の個室にアクセスする。 2 階以上の室配置は

基本的に同じであり、前部には入口側から個室が並び、奥にリビング、ベランダが設置

されている。階によっては入口側の部屋が浴室として利用され、後部は全体が個室とし

て利用される。  

 

図  2-36 増改築の事例 3 

事例 4：District Number 17, House Number 03（図  2-37）  

後背路を挟んで前部が 5 階、後部が 2 階建てのショップハウスだったが、現在は後部

が４階建てに高層化している。前部の住居内部には階段室があり、かつては地上階住居

内部を通って上階へと移動していた。しかし、現在は地上階、 2 階を同一世帯が管理す

る以外は階層毎に違う世帯が居住しているため、階段室の 2 階と 3 階を繋ぐ部分を閉鎖

して各階を独立させ、階層毎に別のアクセス経路を確保している。後部の高層化は段階

的で、まず陸屋根の 3 階が増築され、次いで平入りの 4 階が 3 階の屋上に増築された。 

2 階部分への移動は後背路に併設した階段から行うが、ここに更に階段を増築するこ

とで、 3 階への移動を可能にしている。また、前部は 1 階が業務空間、 2 階が住居とし

て利用されており、 2 階からも独立して外部階段に出られるようになっている。隣棟は

以前は壁で分断されていたが、現在は取り除かれてこの階段から二方向に移動できるよ

うになっている。3 階後部は約 5m セットバックしており、4 階へはここに更に増築され

た階段からアクセスできる。また、前部の 3 階以上には、前後部を繋ぐために増設され

た橋から階段室に渡り、そこから各階層に至る。階段室自体はドアで区切られた閉鎖空

間に改変されており、各階層の独立性は担保されている。室内は住戸中央の個室配置と

その上部への中二階の増築といった基本型を踏襲している。  
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図  2-37 増改築の事例 4 

2.6.3. 増改築のプロセス  

前節で確認した増改築行為を、その特性から整理すると、①居住面積の確保：住居内

部の増床、住棟内部の廊下・屋上、外部空間等の占有により、居住床面積を増加させる、

②独立性の確保：内部階段を封鎖して各階層を独立させたり、住戸内に個室を増築する

など、増床せず周囲と空間を区分するもの、③アクセス経路の変更：廊下または路地等

に階段を増築する、共有壁を破壊して隣棟と接続するなど、各住戸に至る経路を追加・

変更するものの 3 つに類型化できる（図  2-38）。各類型について以下に説明する。  

①  居住面積の確保  

高い人口増加率を示す現在、居住面積の確保と活用は重要な問題である。まず、居住

面積確保の手段として、新たに住宅を建設するか、既存の空間を高度利用するかに分け

られる。前者の場合、特に低層ショップハウスの場合は住居そのものを一部建て替えて

高層化する場合と、ショップハウスの屋上など、未利用の場所に住居を増築する場合が

ある。  

後者には、住居内部の空間を拡張する場合と、住棟内部や路地を占有する場合、また

共有壁を破壊して、住戸そのものを水平方向に拡張する場合がある。住棟内部や路地を

占有することで生活活動が外部にあふれ出すなど、私的空間が表出する傾向にある。  

②  独立性の確保  

居住世帯の多様化に伴って各世帯が階層毎に住まう形態が一般化したことで、特に内

階段室型のショップハウスの多くで階段室が封鎖される傾向にある。また、住居内部に

は個室が増築され、細長い住戸を分割して利用するのが一般的である。  

③  アクセスの変更  

主に①と②を補完する行為として位置づけられる。屋上に住居を増築、廊下の占有や

階段室の封鎖による経路の消失を補うため、代替経路として廊下や階段を増築してアク

セスを確保し、共有壁を破壊することでショップハウス同士を接続する行為が行われる。 
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図  2-38 増改築のプロセス  

2.6.4. 増改築の特性  

以上の分析から、増改築の特性と街区空間の変容実態について、以下の特性が求めら

れる。  

①居住面積の確保  

住居面積や機能の不足を補完するために、ショップハウスの共有空間を私有化する傾

向がある。本来は公的な性格を持つ空間の私有化に伴い、生活物品が共有空間に配され

ることで生活領域に変化し、調理や団らんなどの生活活動が外部に表出している。  

②独立性の確保  

大家族によるショップハウス全体の所有形態が減少するなかで、現存する内階段形式

の階段の多くが封鎖される傾向にある。また、面積不足の解消を目的に高層化される傾

向があるが、これには内階段形式を保持する場合と変更する場合がある。前者は世帯構

成の変化への対応、後者は人口増加への対応であるが、これにより、内階段室型ショッ

プハウスの社会的な寿命を延長したと考えられる。  

③アクセス方法の変化  

上記の特性に関連し、廊下や階段の増築およびショップハウス同士の接続によって代

替・新規経路を確保することで、従来のショップハウスと経路空間の一対一の関係が崩

壊し、一対多の関係に移行した。水平・垂直方向共に経路が拡張されることで、上記の

特性による経路の消失が補完され、路地側からの経路に選択性が生まれた。  
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2.7. ショップハウスによる景観形成  

本設では、ショップハウスが形成する景観の特徴を明らかにすることを目的に、調査

対象地の主要街路を対象に、建物の用途分布ならびにファサードのデザインを分析する。 

2.7.1. 分析対象  

都市景観の分析には、仏統治時代に建設されプノンペンの中でも歴史が積層したドン

ペン区の中でも、整然とした街区を形成する主要街路を選定した（図  2-39）。調査対象

街路は東西がノロドム通り（Boulevard Preah Norodom）からシソワット通り（Preah 

Sisovath Quay）、南北が 154 番通り（Dekcho Damdin）から 108 番通り（Oknha Ing Bun 

Hoaw）までである。ノロドム通り、シソワット通り（図  2-40）、108 番通り（図  2-41）、

13 番通り（Preah Ang Eng）、130 番通り、 15 番通り（図  2-42）の 6 本の街路片側に

建つ 204 棟の建物を対象に調査分析を行った。  

 

図  2-39 調査対象の街路  

 

図  2-40 シソワット通り（東側）通りの景観  
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図  2-41 108 番通り（北側）の景観  

 

図  2-42 15 番（東側）通りの景観  

2.7.2. ファサードの構成要素  

ショップハウスのファサードデザインには共通した型が見られる。地上階が店舗、 2

階以上が住戸で、住戸は基本的に長細い平面構成を取り、ベランダを通り側にもつ。新

型ショップハウスのファサードは、装飾を廃したモダニズム建築の意匠を基調とし、住

戸の幅は 4.2m が一般的であるが、幅の広いものや狭いものも存在する。隣の住戸のベ

ランダとは側壁で遮られる。階高は 4.5m 前後であるため、基本的には横 4.2m、縦 4.5m

の矩形のユニットが垂直・水平方向に連続することでファサードが構成される（図  2-43）。

プノンペンにおけるショップハウスのファサードは主に以下の 11 要素から構成されて

いる（図  2-44）。  

①  ドア：住居内の出入りに用いられ、多様な装飾性を持つ。  

②  壁面仕上げ：仕上げが装飾的な要素であり、としてファサードの色彩と装飾パター

ンの基礎を作る。  

③  窓：住居内に自然採光と風を取り込む機能を持ち、多様な装飾性を持つ。  

④  手摺：個々ここの住棟または住居により異なる装飾を持つ。  

⑤  共有壁：隣棟と共有される。垂直の方向性を生むとともに、景観を水平方向に分節

する。  

⑥  スラブ：床を構成するとともに、景観を水平方向に分節する。  
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⑦  多孔壁：壁面上部に配され、住居内に自然採光と風を取り込む機能を持つ。ファサ

ードの上部に連続的なアクセントを生む。  

⑧  垂壁：多孔壁の前面に配され、自然採光を和らげるとともに、ファサードに奥行き

を与える。  

⑨  フレーム：ファサードを垂直方向に分節しリズムを生む。  

⑩  植栽・生活品：ファサードに生活感をもたらす  

⑪  庇・看板：ファサードに立体感を与える。  

この共通する型に個々の構成要素がどのように配置されるかで、ショップハウスのフ

ァサードが決定される。各々の構成には様々なバリエーションが存在し、手摺や窓の装

飾、多孔壁の配置などにそれぞれ異なる工夫が見て取れる。ベランダは物干しや休憩な

どの場として利用され、多孔壁は住戸内に自然採光と通風を取り入れるだけでなく、垂

壁との二重皮膜としてファサードに陰影を与え、景観に奥行きを形成している。手摺の

デザインや装飾、洗濯物や植栽、祠、家具などの物品配置、窓、ドアの位置は住戸また

は住棟ごとに異なり、特に地上階部分の植栽や庇、露店などの路上の物品は都市景観に

寄与するだけでなく、外部空間に賑わいをもたらしている。同じ型を持ちながらも異な

る装飾を持つファサードの違いが積層し、さらに植栽などの生活物品のあふれ出し、増

改築や庇などが付加されることで、全体としては統一されながらも変化のある景観を形

成している。  

 

 

図  2-43 ショップハウスが形成する街並み  
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図  2-44 ファサードの構成要素  

①③

④

②

⑤

⑨

⑧ ⑦

⑥
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2.7.3. 施設分布  

調査を行った街路における施設の分布状況から、各々の景観の特徴の分析を行った（表  

2-9、図  2-45）。  

表  2-9 施設分布   

 
高 集  中 集  低 集  戸 建  商 業  公 共  建 設 中  合 計  

ノロドム通 り  0  1  5 0 3 4  0 22  

108 番 通 り  0  25  20 4 0 1  0 50  

シソワット通 り  1  25  4 0 0 2  2 34  

130 番 通 り  2  17  8 0 0 1  0 28  

13 番 通 り  1  24  11 0 0 0  0 36  

15 番 通 り  1  20  13 0 0 0  0 34  

合 計  5  112  61 4 3 8  2 204 
注  

高集は高層のショップハウス（6 階以上）、中集は中層のショップハウス（4~5 階）、低

集は低層のショップハウス（3 階以下）を示す。低住は庭を持たない低層の住宅、戸建て

は塀と庭がある低層の住宅、商業は映画館などの商業施設、公共は病院、学校、政府施

設などの公共施設、建設中は工事をしている建物を示す。  

 

 

図  2-45 施設分布  

(1) ノロドム通り沿い 

西部のノロドム通りに接する街路には、全体で 22 棟の建物がある。中高層のショッ

プハウスが 1 棟（5%）と少ないが、代わりに政府施設、学校や病院施設などの公共施設

が 9 棟（41%）、を占めており、都市の主要道路であるノロドム通り沿いには公共施設が

集中していることが分かる。公共施設には大規模なものが多く、通りの長さに対しての
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建物の数が少ない。また、戦前に建てられた歴史主義様式の戸建て住宅が 3 棟（14%）

残っているのも特徴である。ショップハウスが歩道に接して建つのに対して、戸建て住

宅や政府施設は庭や駐車場を設けるためにセットバックをしている。  

(2) 108 番通り沿い 

北部の 108 番通り沿いに接する街路は、全体の 50 棟のうち中層のショップハウスが

25 棟（ 50%）、低層のショップハウスが 18 棟（36%）、低層の住宅が 6 棟（12%）存在

する。他の地域に比べて低層ショップハウス、低層住宅の占める割合が高く、これらが

景観に与える影響は強い。低層のショップハウスには戦前に建てられたものも多いが、

一般的に老朽化が激しいが、中層のショップハウスの中には近年建設されたものもあり、

規模が大きくファサードのデザインが周囲と異なっている。  

(3) シソワット通り沿い 

東部のシソワット通りに接する街路は、全体の 34 棟のうち中高層のショップハウス

が 25 棟（76%）、低層のショップハウスが 3 棟（9%）存在する。他の地域に比べて中高

層の建物が高い割合を占め、なかには近年建設されたショップハウスが点在している。

また、2 棟（6%）と数は少ないが、他のショップハウスとファサードのデザインが異な

るホテルが特に目を引く。プノンペンの観光化に伴って建てられたものだと考えられる

が、規模が大きいために景観に与える影響が強い。  

(4) 調査地区内部の街区 

調査地区を東西に走る 130 番通り沿いは、全体の 28 棟のうち中高層のショップハウ

スが 19 棟（68%）、低層のショップハウスが 8 棟（29%）である。調査地区内を南北に

走る 15 番通り沿いでは、全体の 36 棟のうち中高層のショップハウスが 25 棟（69%）、

低層のショップハウスが 11 棟（31%）であった。副次的な幹線道路である 13 番通り沿

いにおいては全体の 34 棟のうち中高層のショップハウスが 21 棟（ 62%）、低層のショ

ップハウスが 13 棟（38%）となる。地区内部では、どの街路沿いにおいても中高層のシ

ョップハウスと低層のショップハウスの占める割合が近似していることが分かる。  

また、仏統治期に建てられたショップハウス以外のコロニアル建築は、調査街路全体

で 204 棟中 24 棟（12%）確認できた。これはアールデコと新古典主義様式の 2 つに大

別でき、公共施設に転用されているものもあるが、ほとんどの建物の老朽化が激しい。

調査地区全体の割合としては 204 棟中で中高層のショップハウスが 122 棟（60%）、低

層のショップハウスが 58 棟（28%）を占める。ショップハウスの数は全部で 178 棟（87%）

であり、総じてショップハウスの割合が高く景観の主要な構成要素となっている。この

ことから、ドンペン区の主要な景観の構成要素としてショップハウスが果たす役割が大

きいと言える。  
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2.7.4. 景観とショップハウス  

地区全体にはショップハウスが 178 棟存在する。これらの景観の構成要素の分布状況

を表  2-10 に整理し、それらが形成する景観の特性について考察する。  

表  2 -10 景観構成要素の分布   

用途  スパン  階数  増改築  屋根形状  ベランダ  垂壁  庇  植栽  角地  

ノロドム通り（南→北）  

政府  

 

3 

 

フラット     ○  直線  

学校  

   

フラット     ○  －  

商業  

 

3 

 

フラット     ○  直線  

戸建  3 2 

 

寄棟     ○  直線  

商業  3 3 

 

フラット     ○  －  

病院  3 4 

 

フラット     ○  －  

商業  3 4 

 

フラット     

 

直線  

映画館  

 

4 

 

フラット     

 

ア－ル  

学校  

 

5 

 

フラット     

 

直線  

政府  

 

3 

 

平入     

 

直線  

戸建  1 2 

 

平入     ○  直線  

政府  

 

3 

 

平入     

 

直線  

戸建  4 2 

 

寄棟   ○  

  

直線  

低集  3 2 ○  フラット   

  

○  －  

政府  

 

4 

 

フラット   

   

直線  

政府  

 

2 

 

フラット   

   

直線  

政府  

 

3 

 

フラット   

   

－  

中集  5 5 ○  フラット   

   

直線  

低集  2 2 ○  入母屋   

 

○  

 

直線  

低集  5 2 

 

平入   

 

○  

 

－  

低集  1 3 

 

フラット   

   

－  

低集  2 1 ○  フラット   

 

○  

 

直線  

108 番通り  

低集  2 2 

 

フラット +テラス  ○   ○  

 

直線  

低集  2 2 ○  フラット  ○   ○  ○  －  

低住  1 1 ○  フラット +テラス  

 

 

 

 －  

低住  1 1 

 

平入  

 

 ○   －  

低住  1 1 

 

フラット +テラス  

 

 ○   －  

低集  3 2 ○  連続切妻  

 

 ○   －  

低集  2 3 ○  平入＋テラス  ○（金網）   ◎   －  

中集  2 4 

 

切妻 +フラット  ○   ◎   －  

低集  1 2 

 

平入  ○（金網）   ○   －  

中集  1 5 

 

切妻  ○（金網）     －  

中集  1 4 

 

フラット  ○  ○    －  

中集  1 4  フラット  ○  ○    －  

低集  2 3  フラット +テラス  ○   ◎  △  ア－ル  

低集  1 2 ○  寄棟  ○   ○   直線  

低集  2 2 

 

平入  

 

 ○   －  

中集  1 5 ○  平入  ○   ◎  ◎  －  

中集  1 4 ○  平入  ○  ○  ◎  △  －  

中集  2 5 

 

フラット +テラス  ○（ガラス）  

 

○  

 

－  

中集  3 4 ○  平入  ○（張出し窓）  

 

○  △  －  

低集  1 2 

 

フラット      －  

中集  2 5 ○  フラット +平入  ○（洗濯）  ○  △  ○  －  

中集  1 5 ○  平入  ○（洗濯）  ○   △  －  

中集  1 4 

 

フラット  ○  

 

 △  －  

中集  1 5 ○  平入  ○（金網）  ○    －  

中集  1 4 

 

切妻  ○（ガラス）     －  

中集  5 4 

 

フラット  ○（ガラス）   ○  ◎  －  

中集  2 5 ○  切妻 +テラス  ○（洗濯）   ○  ○  －  

低住  1 1 

 

平入  ○     －  

中集  1 4 ○  フラット  ○     －  

中集  1 4 ○  フラット  ○（祠）     －  

中集  1 4 ○  フラット  ○（祠）   △  △  －  

低集  1 3 

 

フラット  ○  ○  △  △  －  

低集  1 3 

 

フラット    

  

－  

低集  4 2 

 

平入    ○  ○  直線  

ホテル  5 5  フラット    ○  

 

直線  

低集  1 2  平入  ○（洗濯）  

  

△  －  

低集  1 3  フラット  ○（洗濯、祠）  ○  ○  ◎  －  

低集  2 2  平入  ○（洗濯、祠）  

  

△  －  
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用途  スパン  階数  増改築  屋根形状  ベランダ  垂壁  庇  植栽  角地  

中集  1 5  フラット  ○（洗濯、祠）  ○  

 

△  －  

低集  1 3  フラット  ○  

   

－  

中集  1 4 ○  切妻  ○（洗濯）  

 

○  

 

－  

中集  1 5 ○  切妻  ○（洗濯）  

 

○  △  －  

低集  1 2 

 

平入  ○    △  －  

中集  2 4 ○  フラット  ○（祠）    ◎  －  

低集  1 3 

 

フラット  ○（洗濯、祠）    ◎  －  

中集  1 5 ○  フラット  ○（洗濯、祠）    △  －  

低集  2 2  平入  ○（洗濯、祠）   △  ○  －  

低集  3 2  平入  ○（祠）   ○  ◎  －  

中集  2 4  フラット  ○（祠）   
 

◎  －  

中集  5 4 ○  フラット  ○（祠）   ○  ○  直線  

シソワット通り沿い（北→南）  

中集  2 4 ○  フラット  ○（祠）   ◎  ○  直線  

中集  2 4 ○  フラット  ○（洗濯）   ◎  ◎  －  

高集  1 6 ○  切妻  ○   △  ◎  －  

中集  1 4 ○  フラット  ○（洗濯）    ◎  －  

低集  1 2 
 

平入  ○    
 

－  

中集  2 4 ○  フラット  ○（洗濯）  ○   △  －  

中集  2 5 ○  切妻  ○（洗濯）    
 

－  

中集  1 4 ○  フラット  ○（洗濯）    ◎  －  

中集  1 4 
 

フラット  ○    ◎  －  

中集  2 3 ○  方形  ○     直線  

ホテル  2 3 ○  フラット  ○   ○  ◎  ア－ル  

中集  1 5 
 

フラット  ○（洗濯）   
 

◎  －  

中集  4 5 ○  フラット  ○（洗濯）   ○  ○  －  

低集  1 2 ○  平入  ○（洗濯）   ○  
 

－  

中集  1 5  フラット  ○（金網）   ○  △  －  

低集  4 2  平入  ○（祠）   ○  △  －  

中集  2 5  フラット  ○（洗濯）   △  ◎  直線  

ホテル  3 5 ○  寄棟  
 

 ○  ○  ア－ル  

中集  1 4 
 

フラット  ○     －  

中集  1 5 ○  フラット  ○   ○  ◎  －  

中集  1 4 ○  フラット  ○   ○  △  直線  

建設中  2 4 ○  フラット  ○     直線  

中集  1 5 ○  平入  ○（金網）   △  △  －  

中集  2 5 ○  切妻  
 

   －  

中集  3 4 ○  平入  ○（金網、祠）   ◎  ◎  －  

低集  3 3  フラット  ○   ◎  ○  直線  

建設中  6 6  連続切妻  ○     直線  

中集  1 4 ○  切妻  ○   ○  ◎  －  

中集  1 4  平入  ○   
 

◎  －  

中集  1 4  フラット  ○   ◎  △  －  

中集  3 4  フラット  ○   ◎  △  －  

中集  1 5 ○  平入  ○（洗濯）   
 

△  －  

中集  1 5 ○  フラット  ○（洗濯）   ○  ◎  －  

中集  1 4 
 

フラット  ○  
  

◎  直線  

130 番通り（西→東）  

低集  3 2 
 

入母屋  ○（片廊下）    ○  直線  

低集  1 2 ○  フラット  ○     －  

中集  2 4 ○  フラット  ○（祠、金網）   ◎   －  

中集  4 4 ○  平入  ○（洗濯、祠）   △  △  －  

中集  1 4  フラット  ○（洗濯）  ○  △  
 

－  

低集  1 2  フラット  ○  
 

△  △  －  

中集  1 4  切妻  ○（洗濯）  ○  
 

 －  

低集  1 2  切妻  ○  
 

○   －  

中集  2 4 ○  フラット +切妻  ○（洗濯）  ○  
 

△  －  

中集  1 4 ○  切妻  ○  ○  △  △  －  

中集  1 4 ○  切妻  ○（看板、洗濯）  ○  ○  △  －  

低集  5 2 
 

寄棟  ○（看板、洗濯）  ○  △  
 

直線  

高集  14 6 
 

平入  
  

○  ○  直線  

商業  5 3 ○  フラット  ○（洗濯）  
 

△  ○  －  

中集  1 5  フラット +平入  ○（洗濯、祠）  
   

－  

低集  2 2  平入  ○（洗濯）  
  

△  －  

中集  1 4 ○  フラット  ○（洗濯、祠）  
   

－  

中集  3 5 
 

フラット  
    

－  

中集  4 4 ○  フラット  ○（２階のみ）  ○  △  △  ア－ル  

中集  1 5  フラット  
 

○  
 

△  ア－ル  

低集  1 3  フラット  ○（洗濯）  
 

○  
 

－  

低集  1 2  フラット  ○  
 

○  
 

－  
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用途  スパン  階数  増改築  屋根形状  ベランダ  垂壁  庇  植栽  角地  

中集  1 4  フラット  ○  
  

△  －  

中集  2 4 ○  フラット  ○（洗濯、祠）  
  

△  －  

中集  2 3  フラット  ○（祠）  
 

◎  ◎  －  

中集  2 3  フラット  ○  
 

○  △  －  

高集  3 9 ○  フラット  
    

－  

中集  7 4 ○  フラット  ○（洗濯、金網）  
 

◎  ○  ア－ル  

13 番通り（北→南）  

高集  3 6 ○  フラット +平入  ○  
 

○  △  直線  

中集  1 4 ○  平入  ○  ○  ○  △  －  

用途  スパン  階数  増改築  屋根形状  ベランダ  垂壁  庇  植栽  角地  

中集  1 4  フラット  ○（洗濯、祠）  ○  ○   －  

低集  1 2  平入  

 

   －  

低集  1 3  フラット  ○（看板）  ○  ○   －  

中集  1 4  フラット  ○（看板）  ○  ○   －  

中集  4 5 ○  フラット  ○（洗濯、金網）  ○  ◎   ア－ル  

中集  3 4 ○  寄棟  ○（洗濯）  ○  ○  △  ア－ル  

低集  1 2  平入  ○（看板）     －  

低集  1 3  フラット   ○  

 

 －  

中集  1 4  フラット   ○  △   －  

中集  1 5 ○  フラット   ○  △   －  

低集  2 2  平入    △   －  

低集  1 3  フラット  ○   ○   －  

中集  2 4  フラット  ○  ○  ○   －  

低集  2 3  フラット  ○（洗濯）  ○  ○   －  

中集  1 4  フラット  ○   ○  △  －  

中集  1 4  フラット  ○（洗濯）   ○  △  ア－ル  

中集  3 5  

  

 

  

直線  

中集  1 4  フラット  ○  ○  ◎  ○  －  

低集  1 3  フラット  ○  ○  

  

－  

中集  6 4  フラット  ○（３、４階）   ○  ○  ア－ル  

低集  4 2  寄棟  

 

 ○   直線  

中集  1 5 ○  ア－チ  ○（ガラス、金網）  ○  

 

 －  

中集  1 5 ○  連続切妻  ○（ガラス、金網）  ○  △   －  

低集  3 2  平入  

  

○   －  

中集  2 4  フラット  ○（祠、洗濯）  ○  ○  △  ア－ル  

中集  2 4  フラット  ○  ○  

 

△  ア－ル  

中集  1 4  フラット  ○（洗濯、祠）  

 

◎   －  

中集  1 4  フラット  ○（洗濯）     －  

中集  1 4 ○  フラット  ○  ○  ○   －  

中集  1 4 ○  フラット  

 

 ◎   －  

中集  1 4 ○  フラット  ○   ○   －  

低集  1 2  平入  ○（祠）   

 

△  －  

中集  4 4  連続切妻  ○（洗濯）   ○  △  －  

中集  3 4 ○  フラット  ○（祠）   ◎  △  直線  

15 番通り  

中集  4 5 ○  フラット  ○（祠、洗濯）  ○  ◎  △  ア－ル  

中集  3 4 ○  平入  ○（洗濯）  

 

◎   －  

中集  3 5  フラット  ○  ○    －  

中集  2 4  フラット  ○（２階のみ）  ○   △  ア－ル  

中集  2 4  寄棟  ○（洗濯）   ○  

 

直線  

低集  2 2  平入  

 

   －  

中集  1 4  フラット  ○（洗濯）     －  

中集  1 4  フラット  ○   ○  △  －  

中集  2 4 ○  フラット  ○（祠）  ○  ○   －  

低集  3 2 

 

フラット  ○（金網）   △   －  

中集  1 4 ○  フラット  ○（洗濯、金網）   ○  ○  直線  

中集  4 4 ○  フラット  ○（金網、洗濯）   ◎  △  直線  

低集  2 2  寄棟  ○（洗濯）   

 

△  －  

低集  1 3  フラット  ○（洗濯、祠）   ◎  △  －  

低集  1 3  フラット  ○（洗濯、祠）    ◎  －  

低集  1 3  フラット  ○（洗濯、祠）     －  

中集  1 4 ○  フラット  ○（洗濯）  ○    －  

低集  1 2 

 

フラット  ○（洗濯、祠）  ○  ○   －  

中集  1 4 ○  平入  ○（洗濯）  ○  ◎   ア－ル  

中集  1 4 ○  平入  ○（洗濯）  ○  

 

 ア－ル  

低集  1 3 

 

フラット  ○   △  △  －  

中集  1 4 ○  フラット  ○（洗濯）   △   －  

高集  1 6 ○  フラット  ○（洗濯、祠）     －  

低集  1 2 

 

平入  ○     －  
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用途  スパン  階数  増改築  屋根形状  ベランダ  垂壁  庇  植栽  角地  

中集  2 4 ○  フラット  ○（洗濯、祠）   △  ○  －  

低集  1 3 ○  フラット  ○    

 

－  

低集  1 3  フラット  ○（洗濯）  ○   △  －  

中集  2 4  フラット  ○（洗濯、祠）   △   －  

低集  1 2  平入  

 

   －  

中集  1 4 ○  フラット  ○（洗濯）  ○    －  

中集  1 5 ○  フラット  ○（洗濯、祠）   ○   －  

低集  2 2 

 

入母屋  ○（洗濯）   ○   直線  

中集  6 4 ○  フラット  ○（祠）   ◎  △  ア－ル  

中集  6 4 ○  フラット  ○（洗濯、祠）    ◎  直線  

ベランダがある棟は 150 棟（74%）で、多くのショップハウスにおいてベランダが設

置されていることが分かる。屋上や住戸を増改築している棟は 104 棟（51%）で、増改

築が一般的に行われている。屋根形状はフラットのものが 114 棟（ 56%）と約半数を占

めるが、建設当初から傾斜屋根を持つものは少なく、屋上の増改築によって屋根形状が

変化したものが多い。ベランダには洗濯物や祠が置かれ、人々の活動や生活感が外部に

表出している。  

庇を持つショップハウスは 109 棟（ 53％）、垂壁を持つものは 104 棟（51%）である。

これらがファサードに奥行を生み、植栽（ 69 棟、39%）や格子のデザインなどの壁面構

成の違いによってファサードが彩られ、変化のある景観を構成している。現状では庇、

垂壁があるショップハウスは約半数のみだが、これらは都市景観に表情の変化をつける

手法として重要だと考えられる。特に地上階に植栽や庇がある場合は 2 階以上のものよ

りも視覚的な影響が強く、ヒューマンスケールの空間を作り出す効果があると考えられ

る。  

角地に建つ 57 棟の建物のうち 19 棟（33%）がアールを用いている。コロニアル建築

の残存数自体は少なく、1960 年代以降に建設されたショップハウスにもアールデコ様式

で多用される角地のアールが継承されている。しかし、近年建設が進むホテルやショッ

プハウスには規模が大きくベランダが無いものもあり、変化に乏しいファサードとなっ

ている。また、派手な色彩や装飾が施される傾向もあり、周囲の景観との調和を失いか

ねないデザインが施されていると言える。  

また、全部で 178 棟のショップハウスのうち、間口が 1 つのものが 99 棟（56%）、2

つのものが 42 棟（24%）、3 つのものが 18 棟（10%）、4 つのものが 9 棟（6%）、6 つの

ものが 3 棟（2%）、7 つのものが 1 棟（1%）、14 のものが 1 棟（ 1%）である。 1、2 ス

パンのものだけで全体の 80%を占めており、スパン数の少ないショップハウスが建ち並

ぶことで都市景観が構成されていることが分かる。壁面構成が異なるショップハウスが

細かに連続することで、全体としては統一されながらも変化のある景観を構成している

と考えられる。  
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2.8. まとめと考察  

本章で得られた結論と計画的知見を以下に整理する。  

2.8.1. 都市形成とショップハウスの役割  

①  植民地としてのプノンペン  

植民都市としての位置付けについて、プノンペンの近代都市化は、フランスの保護国

化に入る事でシャムとベトナムからの侵攻を逃れられるというクメール王朝の利害と、

中国への進出基点を模索していたフランスとの利害の一致を要因として開始された。  

②  近代都市の建設  

プノンペンの形成と発展過程は、仏統治以前を除いて共に 4 段階に区分が可能であり、

調査対象地区は最初期に形成された地区である事が明らかになった。プノンペンは 1860

年代の仏統治を契機に都市建設を開始したが、ドンペン区が完成するまでに約 80 年が

経過しており、その後は 1940 年代から約 20 年で一挙に郊外化が進展した。発展過程に

ついては、仏統治の開始から約 40 年をかけて近代的な設備が完備されたが、中心部に

おけるビスタ等の都市計画上の空間演出は 1930 年代になり初めて登場した。その後、

プノンペンは 1960 年代に黄金期を迎え、 1975 年まで継続した。  

③  都市建設におけるショップハウスの役割  

ショップハウスは 1870 年代の統治政策で登場し、近代都市の建設に積極的に位置付

けられ、1950 年代には新型ショップハウスが登場した。旧型ショップハウスは低層二階

建てで傾斜屋根を持ち、前面にベランダウェイを持つのが特徴であったが、新型ショッ

プハウスでは中層化が進展してベランダウェイは姿を消し、主にショップハウスの裏手

に階段室が配されるようになった。歩道側が主要経路として機能し、後背路は主に勝手

口や衛生装置として機能したと考えられる。  

2.8.2. 街路構成と宅地割  

街路と街区の構成について、車道は東西軸が約 10~11m、南北軸が約 7~8m と、東西

軸が主要街路となり、街区規模もそれに合わせて東西方向に長く、東西辺に優先的に間

口を持つ。街区規模は、東西辺が 45m を基本単位に、 45m、90m、120m、145m の 4

つに分類されるが、南北辺は東西軸の偏角に合わせて 45m から 108m まで連続的に長さ

を持つ。  

宅地割については、背割り型と囲み型を基本構成としながら、それぞれ 2 つの下位類

型を持つが、路地により更に街区が分割される傾向がある。更に、歩道または路地から

のショップハウスへのアクセスに関して、住居形式の変化により階段室が外部化する事

で、歩道よりも路地からの住居アクセスの重要性が増している。  
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2.8.3. ショップハウスの空間構成  

仏統治期の旧型ショップハウスは、低層 2 階建てで傾斜屋根をかけ、住居の前面にベ

ランダウェイを持ち、住戸の前部と後部の間に中庭を、住戸内部に階段を持つ形式が基

本形であったが、ベランダウェイを持つものは確認されず、内階段形式と中庭を持つ構

成のみが継承されている。現在のショップハウスは中層化し、 3 つの形式（細分化して

8 類型）に多様化し階段室または廊下が外部化した。しかし、複数間口のショップハウ

スにおいても、 1 間口ごとに 1 つのアクセスを設けるという、旧型ショップハウスのア

クセス形式を継承している。  

住居形式の多様化は、 1950 年代の新型ショップハウスの誕生を直接の契機とするが、

個別の世帯が各階層に居住する形式が一般化するなかで、各世帯の独立性とプライバシ

ーを確保する必要が生じた為、階段室または廊下が外部化されたものと考えられる。そ

れに伴い、階段室および廊下への経路となる、街区内の路地の重要性が高まっているこ

とを明らかにした。  

他方、本研究では住居空間の利用実態について分析の対象外としたが、ショップハウ

スの廊下などの共有空間およびベランダが私的または共有して利用される傾向にある。

今後の研究において、第 4 章の外部空間利用との繋がりの検証が必要である。  

2.8.4. 街区空間の変容  

ショップハウスの増改築実態について、20 の形態類型を得ると共に、それらの関連性

の分析を通じて、以下の特性を得た。  

①  居住面積の確保  

住居面積や機能の不足を補完するために、ショップハウスの共有空間を私有化する傾

向がある。本来は公的な性格を持つ空間の私有化に伴い、生活物品が共有空間に配され

ることで生活領域に変化し、調理や団らんなどの生活活動が外部に表出している。  

②  独立性の確保  

大家族によるショップハウス全体の所有形態が減少するなかで、現存する内階段形式

の階段の多くが封鎖される傾向にある。また、面積不足の解消を目的に高層化される傾

向があるが、これには内階段形式を保持する場合と変更する場合がある。前者は世帯構

成の変化への対応、後者は居住面積不足への対応を目的としている。  

③  アクセス方式の変化  

上記の特性に関連し、廊下や階段の増築およびショップハウス同士の接続によって代

替・新規経路を確保することで、従来のショップハウスとアクセス空間の一対一の関係

が崩壊し、一対多の関係に移行した。水平・垂直方向共に経路が拡張されることで、上

記の特性による経路の消失が補完され、路地側からの経路に選択性が生まれた。  



第 2章 街区空間の構成 

2-55 

上記の増改築に伴い、新型ショップハウスに継承されたアクセス空間が変更され街区

内部における経路の選択性が生じている。他方で、現在の建築制度では構造に影響を与

えうる増改築は制限されている。今後の街区計画に当たり、簡易な増改築の許容と、住

戸アクセスの多様性に配慮した柔軟な住居計画の必要が指摘できる。  

2.8.5. ショップハウスによる景観形成  

①  街路全体の約 6 割が中高層のショップハウス、約 3 割が低層のショップハウスで占

められており、ショップハウスが景観の主要な構成要素となっている。  

②  ショップハウスは間口が約 4.2m、階高は 4.5m 前後が一般的であり、これが水平・

垂直方向に積層して景観が形成される。装飾を廃したモダニズム建築の意匠を基調

とし、ファサードは 11 の要素から構成される。  

③  一定の型を持つユニットが積層して景観の全体的なまとまりを保ちつつも、共有壁

や垂壁などの要素がファサードを分節してスケールを抑えつつ、二重皮膜が景観に

奥行きを与えている。また、増改築や構成要素のデザインの違いが表情に変化をも

たらし、景観の均質化を防いでいる。  

④  近年建設が進むショップハウスやホテルは、ファサード全面を覆うことで景観の分

節性が低下し均質化を招くとともに、奇抜な色彩や派手な装飾などにより既存の景

観的文法に馴染まない傾向にある。  
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3.1. はじめに  

3.1.1. 研究の背景  

東南アジア諸都市に広く分布するショップハウスの特徴として、一般的に職住近接に

よる都心の定住人口の確保や交通負荷の軽減といった利点が挙げられてきた 1。他方、近

年の人口増加に伴う住居の過密化と住環境の悪化、生活様式の変化と建物の中層化に伴

う職住近接性の低下が報告されている 2。  

プノンペンでは、フランス統治時代に低層 2 階建てのショップハウスが建設されたが、

現在は 1950 年代以降に建設が開始された 3 階建て以上の中層のショップハウスに建て

替わっており、現在は中心市街地の街区を形成する中層集合住宅としての役割を果たし

ていると考えられる。他方、プノンペンの将来土地利用計画において中心市街地の高度

利用が提言されるなか 3、経済発展と再開発に伴う地価の高騰や建設許可制度の脆弱さ 4

に起因した国内外投資による中心市街地の再編が計画・実施され 5、ショップハウスの敷

地を合筆した大型の高層集合住宅への再編成が進行しつつある 6。  

これらの高層集合住宅の増加に伴い、ショップハウス住民の生活の場として利用され

てきた路地などの周辺環境、ショップハウスの柔軟な入れ子構造 7などの構築環境の消失

に加え、ショップハウスが形成する街区の用途と居住者層の画一化の進展が懸念される。

集合住宅が構成する街区に住む世帯の多様性の喪失は、街区空間の持続性の観点から、

発展途上国に限らず先進国にも共通した課題として認識され 8、開発圧力の適切な誘導と

空間計画の策定には、現在の都市動態と当該地区の特性の双方の把握が求められる。  

都市全体におけるにおける中心市街地の役割を把握してはじめて、当該地区住民の居

住特性が都市全体で持つ意味を位置付けられると考えると、双方の特性を関連付けて検

証することは、都市の個別的空間が持つ個性と都市全体の持続的発展の双方を満たすう

えで重要と考えられる。  

3.1.2. 研究の目的  

ショップハウスおよびショップハウス街区の空間構成や利用実態に関して、シンガポ

                                                  
1  参考文献 1 を参照。  
2  参考文献 2 を参照。  
3  参考文献 3 を参照。本調査において 245 番通り（Mao Tse Toung）内側の高度利用化が提案され

た。  
4  現地市役所職員へのヒアリングから、カンボジアでは建築基準法の運用に属人的で不透明な部分

があり、開発規制および許可の実行力が必ずしも担保されていないことを確認している。  
5  近年は中心市街地南部のドンペン区およびチャムカーモン区にいて、世界貿易ビルなど 3 つの再

開発事業が提案され、一部は既に開発が実施されている。  
6  正確な棟数は確認できていないが、筆者らが 2006 年から継続的に現地調査を実施してきた中心市

街地において、近年は数棟の再開発が確認されている。  
7  参考文献 2 において提唱されている。  
8  参考文献 4 を参照。  
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ールでは泉田 9、タイでは安藤 10やナウィット等 11、マレーシアではアイリーン等 12の研

究により蓄積されている。ショップハウスの職住近接性などショップハウス街区の居住

特性そのものに目を向けた研究として東樋口等による研究 13が挙げられる。ここでは、

12 棟（ 38 の居住単位）のショップハウスを対象にした詳細な聞き取り・実測調査に基

づき、中層ショップハウスにおける職住分離の傾向と、異なる棟・階をまたいだ職住近

接の実態が報告されている。他方、これらの住民の生活圏の広狭の違いとその要因、そ

れらが積層して形成する街区全体の居住特性については、サンプル数の制約から、採取

された特徴的な住まい方を概念的に抽出せざるを得ず、都市全域におけるショップハウ

ス街区の特徴についても十分に検証されていない。  

そこで本研究では、パーソントリップ調査（以下「PT 調査」または「PTS」 : Person 

Trip Survey）から得られたプノンペン都市圏全域の住民の交通行動情報を用いて、プノ

ンペンの都市空間構造におけるショップハウス街区の密集する中心市街地の役割と、シ

ョップハウス街区住民を対象とした詳細な活動日誌調査（以下「AD 調査」または「ADS」: 

Activity Diary Survey）データを用いて、ショップハウス街区住民の交通行動実態と生

活圏の広狭および世帯多様性の実態分析を通じて、ショップハウス街区の居住特性を明

らかにすることを目的とする。  

PT 調査データを用いた都市空間構造の研究は主に地理学の分野で蓄積されており、

石川 14が京阪神大都市圏を、駒木 15が東京大都市圏を対象とした分析を行っている。本

研究では、既往研究で用いられた手法を援用し、住民の交通行動をもとにプノンペンの

都市構造を分析する。  

土地利用などの静的情報が人々の生活基盤を形成する一方、通勤や通学、食事や買物

等の生活活動は、誰が何処に行き何をするかという都市動態の動的側面を規定している。

都市内の各地域の都市機能を同定することは、将来の都市空間構造を検討するうえで必

須であるとともに、ショップハウスで構成される中心市街地の保全・開発のための計画

的な知見を得るために有用と考えられる。また、ショップハウス街区住民の生活行動パ

ターンと生活圏の広狭および世帯多様性の実態について検証することは、中心市街地に

おいて中層集合住宅が形成する街区空間の持続性に関する示唆を得るものとして価値が

あると考えられる。また、都市全体における各地区の役割と地区の持つ特性を全体に位

置付けるという循環的な視点に新規性を有するとともに、近代都市計画のなかで上位フ

                                                  
9  参考文献 5 を参照。  
1 0  参考文献 6 を参照。  
1 1  参考文献 7 を参照。  
1 2  参考文献 8 を参照。  
1 3  参考文献 2 を参照。  
1 4  参考文献 9 を参照。  
1 5  参考文献 10 を参照。  
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レームワークから下位に落とし込まれてきた地区計画に対し、地区特性を踏まえた上位

計画への還元可能性を示唆するものとして意義があると考えられる。  

3.2. 研究の方法  

3.2.1. 使用データ  

本章では、プノンペン都市圏 16（PPCC: Phnom Penh Capital City）およびショップ

ハウス街区が密集する中心市街地の住民の生活行動の分析のため、プノンペン都市圏の

住民の 1 日の交通行動を調査した PT 調査と、中心市街地住民の詳細な生活行動を記録

した AD 調査の 2 種類のデータを用いる。PT 調査のデータは独立行政法人  国際協力機

構（以下「 JICA」）が 2014 年 17に実施した都市交通計画マスタープラン調査（以下

「PPUTMP」）で作成したもの 18に、AD 調査は現地の大学と共同で 2016 年に筆者らが

実施したアンケート調査に依拠する。  

PT 調査および AD 調査の概要を表  3-1 に示す。PT 調査は、プノンペン都市圏の 9,239

世帯（ 42,074 人）を対象に、調査前の 1 日のトリップ 19情報および世帯・個人属性を取

得し、トリップを 96 個の交通解析ゾーン 20（以下「ゾーン」または「TAZ」: Traffic Analysis 

Zone）単位で集計したもので、 86,956（拡大後 4,262,84521）のトリップ情報を持つ。

プノンペンの行政界はカン（Khan: 地区 /District）・サンカト（Sangkat: 区 /Quartier）・

プン（Phum: 村 /Village)の順に区分され、TAZ は概ねサンカト単位で構成される（図  

3-1）。  

AD 調査は図  3-1 の右に示すプノンペンの中心市街地 (City Center)のうち、プノンペ

ン建設初期に形成されたドンペン区の東側 22に位置し、西はノロドム通り、北は緑地帯、

南は王宮、東はトンレ・サップ川に挟まれた旧市街地に位置する。調査地区内にある 33

                                                  
1 6  プノンペン特別市を構成する 9 区に周辺 3 区（Preak Phnov, Chrouy Changbar, Chhbar Ampov）

を加えた 12 区と定義される（参考文献 3 を参照）  
1 7  本研究で用いた PT 調査データは、独立行政法人  国際協力機構が作成し、研究目的のために提供

を受けたものを元にしている。プノンペンでは PPUTMP の前のマスタープラン調査が 2001 年に

実施され、PPUTMP において 13 年振りに PT 調査が実施された。実施から 5 年が経過したもので

あるが、①現時点で使用できる都市圏規模の住民の行動データは 2014 年時のものしか存在しない

こと、②プノンペンの都市動態が 4～ 5 年で大幅に変わり、既存 PT 調査データの有用性が無くな

るとは考えにくいことから、 2014 年の PT 調査データに依拠することが適切と判断した。  
1 8  参考文献 3 を参照。  
1 9  ある人が、何らかの目的を持ってある地点から別の地点へと移動する交通行動の事を意味する。  
2 0  交通行動の解析のため、行政界や地理的条件をもとに設定されたゾーン。PT 調査で取得した移動

地点の住所等の地理情報をもとに、回答者の移動情報を各ゾーンに対応させたデータベースを構

築している。PPUTMP では、プノンペン都内に 96 個、域外に 21 個の合計 117 個の TAZ が設定

されており、本研究ではプノンペン都内の 96 個の TAZ を分析対象としている。  
2 1  PT 調査は無作為抽出によるサンプル調査であるため、都市圏全体の交通行動を把握するために、

TAZ ごとの人口情報等を用いて母数へ拡大をしたうえで各種の処理を行うことが一般的である。  
2 2  文献 11 を参照。AD 調査対象地はプノンペンの建設が開始された 1860 年代から形成された地区で

あり、華人居住区として多数のショップハウス建設が開始された。当時建設された低層 2 階建て

のショップハウスは、1960 年代以降から中層 3～ 5 階建てのショップハウスに建て変わっている。  
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個の街区のうち、街区全体が市場で占められる 2 つの街区を除いた 31 の街区を対象に

調査を実施した。AD 調査の聞き取り項目は、PT 調査の項目を拡張して調査前日の 24

時間・ 5 分単位の具体的な生活行動を把握したもので、住民が居住する街区外での活動

については位置座標も取得した詳細なデータである 23)。PT 調査は TAZ の制約によりゾ

ーン内の住民行動が分析できないが、AD 調査では居住街区外での行動地点を座標で取

得するとともに、街区および自宅内での 24 時間の活動を全て聞き取っており、ショッ

プハウス街区住民のより詳細な生活行動の把握が可能である。  

当該地区はフランス植民統治下でプノンペンの建設初期に形成された地区であり、全

体が市場で占められる街区や学校等の施設を除き、 3~4 階建ての中層ショップハウスで

街区が構成される。当該地区の北側は東西に走る緑地で区分され、その更に北には Wat 

Phnom があり、植民統治期にはフランス人居住区として総督府等が置かれた。東のトン

レ・サップ川沿いにショップハウスを改装したホテルやレストランが立ち並ぶ。西部の

モニヴォン通り以西にはセントラル・マーケットが位置し商業業務地区となっている。

当該地区には昔ながらの市場（Phsar Chas、Phsar Kandal）が残り、街区外縁に建つ

ショップハウスの 1 階に小規模な商店が建ち並び、その裏の路地やショップハウスの共

有廊下で炊事洗濯や団らんをする姿が見られる、庶民的な生活が色濃く残る地区である。 

  

                                                  
2 3  AD 調査では、活動を行う空間単位を 1)住居内部、 2)建物の共有空間（廊下など）、 3)街区内の路

地、4)街区外縁の歩道、5)居住街区外の 4 つに分けてアンケートを実施し、1 から 4 と 5 の間を移

動する場合に交通行動の内容を確認した。また、世帯員間の相互関係を確認するため、各活動を

一緒に行った世帯員も確認している。  
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表  3-1 PT 調査と AD 調査の概要  

I tems PTS ADS 

Methodo logy  Vis i t  home,  leave survey form and 
co l lec t  a t  subsequent  days  

Vis i t  home and in terv iew to  in -home 
household  members  

Implementa t ion  year  2014 2016 

Number  of  samples  

 Households  9,239  239 (222)  

 Household members  42,074  804 (666)  

 Number  of  Tr ips  86,956 (Expanded:  4 ,262,845)  1926 (1,781)  

Survey I tems  

 Household at t r ibu tes    Number  of  household members  
  Household month ly  income  
  Number  of  veh ic les  owned  

In  addi t ion to  the i tems in  PTS:  
  Locat ion in  the  b lock  
  Floor  number  
  Rent /purchase and i ts  cos t  
  Occupancy year  
  Heat  source of  cook ing and i t s  cos t  
  Cost  o f  publ ic  u t i l i t ies  

 Member  a t t r ibutes    Rela t ion  
  Age 
  Gender  
  Dr iver  l icense  
  Work/  schoo l  address  
  Occupat ion/  employment  sec tor  
  Month ly  income 

In addi t ion to  the i tems in  PTS:  
  Avai lab i l i ty  o f  park ing at  work /school  

p lace and i ts  cos t  

 Tr ip /  Ac t iv i ty    Record a l l  t r ips  taken in  one day 
before  the survey  

  Orig in  and dest inat ion  zone  
  Type of  or ig in  and dest inat ion 

p lace  
  Time of  depar ture and ar r iva l  
  Tr ip  purpose  
  Travel  mode  

  Record 24-hours  ac t iv i t ies  in  
f ive-minutes  in terva l  made one day 
before  the survey  

  Place of  ac t iv i t y  ( ins ide house,  share 
space in  the  bui ld ing,  pathway/  s idewalk  
of  the  b lock ,  coord inates  i f  outs ide 
b lock)  

  Type of  ac t iv i t y  and i ts  durat ion  
  Accompany ing pe rsonnel  
  Tr ip  purpose and mode ( i f  take 

movement)  

Note:  
Ac t iv i ty  o f  out -o f -home household members  was obta ined f rom other  in -home members  in  ADS.  Sampled 
t r ips  in  PTS are expanded to  parent  popu la t ion  app ly ing  expans ion fac tor  based on sampl ing rate  of  eac h 
TAZ.  
Number  of  samples  in  ADS ment ioned w i thou t  parenthet ic  are  the ones used in  the sec t ion  3.4 ,  3 .5.1 ,  
3 .1 .1  and 3.1  whereas the ones wi th  parenthet ic  are the  ones used in  the sec t ion  3 .3  and 3 .5.3  due to  
d i f ference of  va l id  records .  
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図  3-1 交通解析ゾーンおよび中心市街地のカン区分と主要施設配置  

3.2.2. 都市空間構造の分析  

都市における住民の日常的な生活行動として通勤・通学行動と就業と消費行動に着目

し、PT 調査のトリップ情報を用いて分析を行う。プノンペン全域で、通勤・通学およ

び消費活動の中心となるゾーン（中心核）を就業・就学核および消費核として抽出し、

抽出されたゾーンを都市機能の観点から分類したのち、その特性および立地傾向を把握

する。次に、それらの中心核の機能地域である通勤・通学圏および消費圏を確認して各

中心核の都市機能を再分類した後、都市圏の空間構造の特徴と都市圏におけるショップ

ハウス街区の役割を整理する。  

3.2.3. 都市全体における生活行動パターン  

PT 調査データをもとにプノンペン都市圏住民の生活行動パターンを分析する。クラ

スター分析により住民の行動特性を類型化したうえで、各類型の地理的な分布傾向を把

握し、都市圏全体におけるショップハウス街区の特徴を明らかにする。  

3.2.4. ショップハウス街区住民の生活行動  

PT 調査データの一般的な制約として、集計がゾーン単位であり具体的な行動地点が
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不明であること、また TAZ の大きさに分析精度が左右されることが挙げられる。特に、

AD 調査の対象地は、PT 調査の TAZ ひとつ分程度の大きさであり、ショップハウス街

区内外の住民の生活行動の分析に限界がある。そこで、ショップハウス街区住民の詳細

な生活行動情報を取得した AD 調査をもとに、移動距離の短長および移動頻度の視点か

ら、生活圏の広狭とそれに影響を与える要因を明らかにする。  

(1) ショップハウス街区における世帯多様性 

AD 調査から得た世帯と世帯員の属性情報をもとに、世帯類型および世帯収入の分布

傾向に関する分析を通じて、ショップハウス街区における世帯多様性の実態を整理する。

これらの分析をもとに、プノンペンにおけるショップハウス街区の特徴を明らかにする

とともに、中心市街地において中層集合住宅が形成する街区空間の持続性を確保するう

えでショップハウスが果たしうる役割について考察する。  

(2) ショップハウス街区住民の生活圏 

ショップハウス街区住民を対象とした詳細な行動情報を用いて、住民の活動分布傾向

を生活行動パターンの違いから整理する。ここでは、ショップハウス街区の水平軸（街

区外縁・内部）と垂直軸（地上階・上階）の 4 象限における住民の生活行動特性の違い

に着目し、これらの住民の生活圏および生活行動パターンの違いから、ショップハウス

街区の居住特性を明らかにするとともに、ショップハウス街区の都市における役割につ

いて考察を加える。  

3.3. プノンペンの空間構造  

3.3.1. 中心核の分布傾向  

都市圏の通勤・通学および消費行動の中心地域となるゾーンをそれぞれ就業核、就学

核、消費核として抽出する。通勤行動の中心となる就業核の抽出には「通勤トリップ」

を、就学核には「通学トリップ」を、消費核にはそれ以外の余暇・買物などを目的とす

る「私的トリップ」を対象に、各ゾーンにおけるトリップ目的ごとの流出入トリップ数

の差分を計算した 24。その中から、石川の基準に従い、流入超過トリップ数が消費行動

の平均値に 0.5 標準偏差を加えたものにほぼ等しい 2,500 トリップ以上のゾーンを各目

的の中心核として抽出した 25。差分の平均および標準偏差は各目的で同程度であり、本

研究で採用する基準として妥当と考えられる（表  3-2）。  

結果として就業核 23 ゾーン、就学核 17 ゾーン、消費核 15 ゾーンを得た（表  3-3 お

                                                  
2 4  PT 調査票では以下の 6 種類のトリップ目的が設定されている。1. 帰宅 (To Home)、通勤 (To Work)、

通学 (To School)、 4.業務 (Business)、 5.社交・買物 (Social and Shopping)、 6.その他 (Others)。ト

リップの発着ゾーンが異なるため、トリップ密度ではなく量による比較を行った。  
2 5  参考文献 9 を参照。  
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よび図  3-2）。一部のゾーンは複数の中心核に属するため、全体では合計で 34 ゾーンが

抽出された。2 つ以上の中心核に属するものは 18(53%)と半数以上で、そのうち 16(89%)

が中心市街地に位置している。  

 

表  3-2 目的別流出入トリップ数の差分の標準偏差および平均値  

 
Job  Study  Consumpt ion  

Mean -22.66  23.25  -7.33  

S.D.  7 ,431.82  6,121.11  5,019.33  

表  3-3 中心核（トリップ目的別）  

Work Core   Work Core   S tudy Core  

TAZ Quart ier  
Excess  
Inf low   TAZ Quart ier  

Excess  
Inf low   TAZ Quart ier  

Excess  
Inf low  

3  Tonle  Basak  31 ,233    22  Chey  Chummea h  2,768    18  Boeng Reang  3,236  

59  Chaom Chau  26 ,676    33  Veal  Vong  2,735    60  Chaom Chau  2,651  

2  Tonle  Bas ak  22 ,965    17  Phsar  Thmei  T i  Be i  2 ,677      

26 Voat  Phnum  17,053    Study Core  Consumption Core   

38 Tuek L 'a k  T i  M uoy  12 ,468    TAZ  Quart ier  
Excess  
Inf low  

  TAZ  Quart ier  
Excess  
Inf low  

24  Srah  Chak  11 ,140    38  Tuek L 'a k  T i  M uoy  32 ,443    43  Phsar  Da eum Kor  22 ,853  

15  Phsar  Thmei  T i  Muoy  10 ,432    3  Tonle  Basak  17 ,610    74  Chbar  Ampov T i  P i r  21 ,123  

32  Mittakpheap  9,592    26  Voat  Phnum  15,172    27  Ou Ruessei  T i  Muoy  19 ,246  

4  Boeng Ken g  Ka ng  Muoy  8,240    33  Veal  Vong  12 ,778    7  Oulampik  14 ,677  

13  Boeng Traba ek  7,569    10  Tumnob Tuek  9,302    19  P h s a r  K a n d a l  T i  M o u y  9,756  

43  Phsar  Da eum Kor  6 ,023    7  Oulampik  9 ,161    80  Tuol  Sangkae  7,099  

27  Ou Ruessei  T i  Muoy  5,893    44  Boeng Sa lang  7,779    96  Pongea Pon  6,022  

7  Oulampik  5 ,656    12  Tuol  Tumpung T i  
Muoy  

7,130    13  Boeng Traba ek  4,923  

10  Tumnob Tuek  5,360    25  SrahChak  5,616    15  P h s a r  T h m e i  T i  M u o y  4,809  

41  Boeng Kak  T i  Muoy  4,997    41  Boeng Kak  T i  Muoy  5,420    39  Tuek L 'a k  T i  P i r  4 ,439  

21  Chakto  M ukh  4,327    4  Boeng Keng  Kang  
Muoy  

5,142    59  Chaom Chau  3,852  

61  Chaom Ch au  3,574    17  Phsar  Thmei  T i  Be i  4 ,978    60  Chaom Chau  3,807  

66  B o e u n g  T h o m ,  K a m b o l ,  K a n t o r k  3,127    14  Phsar  Da eum T hkov  4,748    12  Tu o l  Tu m p u n g  T i  M u o y  3,531  

12  Tuol  Tumpung T i  Muoy  3,117    2  Tonle  Basak  4,020    35  P h s a r  D e p o u  T i  M u o y  3,499  

19  Phsar  Kandal  T i  Mouy  2,834    46  Dangkao  3,250    4  B o e n g  K e n g  K a n g  M u o y  3,325  

M u l t i p l e  c o re s :  
 

3  C o re s  
 

2  co re s  ( wo r k - s tu d y )  
 

2  co re s  ( wo r k - con s u m pt i o n )  
 

2  co re s  ( s t u d y - c o n s u m pt i o n )       
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 図  3-2 目的別流出入超過トリップと中心核の分布  

就業核の分布を見ると、空港南の工業地帯に位置する流入超過量 2 位の Chaom Chau 

（TAZ59）以外は中心市街地内に位置し、南部の Tonle Basak（ 3,2）が最大の就業核と

して機能している。それに次ぐ Voat Phum（26）は、AD 調査地の北側を含み、仏統治

時代に仏人居住区として建設された地区であり、現在も行政機関等が多数立地している。

Tuek L'ak Ti Muoy（38）は王立プノンペン大学や各種省庁が集積する比較的新しい地

区で、次点の Srah Chak（24）はボンコック湖を埋め立てて開発が進展する地域である。

Phsar Thmei Ti Muoy（ 15）はプノンペンのシンボルであるセントラル・マーケット

（Phsar Thmei）が位置し、周辺には貴金属商等が多数集積している。これらに続く就

業核の多くは中心市街地の環状道路を構成する Sihanouk 通り（St.274）および Mao Tse 

Toung 通り (St.245）沿いに立地する。他方、AD 調査対象街区が含まれる Phsar Kandal 

Ti Mouy（19）は 23 の就業核の中でも 20 位に位置し、川沿いのホテルやレストランの

観光施設勤務者が多く含まれると推察される。また、その周辺にある Chey Chummeah 

（22）や Phsar Thmei Ti Bei (17)は 21 位、23 位と下位に属する。  

就学核は中心市街地内のみに分布し、就業核と比較的似た分布傾向を示す。流入超過

料としては、王立プノンペン大学を始め複数の大学が立地する Tuek L’ak Ti Muoy（38）

が突出する他、王立法経済大学他が立地する Tonle Basak（3）、複数の大学が立地する

Voat Phnum（26）や Veal Vong（ 33）が優位を占めるが、その他の就学核も就業核と
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同様に Sihanouk 通り（St.274）および Mao Tse Toung 通り（St.245）沿いに立地して

いる。  

消費核の上位はいずれも昔ながらの市場が立地するゾーンが抽出され、全体的にも就

業・就学核とは異なる分布を示す。Phsar Daeum Kor（43）にはプノンペンの野菜の集

配場であるダムコー市場（Phsar Doeurm Kor）が、Chbar Ampov Ti Pir（74）にはダ

ムコー市場建設前の野菜の集配置であったチバーアンポブ市場（Phsar Chbar Ampov）、

Ou Ruessei Ti Muoy（27）  にはオルセー市場（Phsar Orussey）、Oulampik（7）には

オリンピック市場（Phsar Oulampik）、AD 調査対象街区が含まれる Phsar Kandal Ti 

Mouy (TAZ 19)にはカンダール市場（Phsar Kandal）が立地する。尚、カンダール市場

は 1ha 程度の街区に設置された平屋の市場だが、その他のゾーンに立地する市場は複数

階を持つ施設全体が市場として利用される大規模なものが多い。  

なお、AD 調査対象地内の 2 市場は 1ha 程度の街区に設置された平屋の市場だが、そ

の他の市場は複数階を持つ施設全体が市場として機能する巨大なものである。ショップ

ハウス 1 階に分布する卸売・小売店へのトリップも一定程度含まれていると推察される

が、当該ゾーンに隣接し AD 調査地を含む Phsar Kandal Ti Pir（ 20）、Phsar Chas（23）

は消費核として抽出されておらず、その数は限定的と考えられる。  

以上の分析から、プノンペン郊外では工業団地に就業核が立地する一方、中心市街地

の就業・就学核は環状道路沿いに形成され、消費核は市場に重なる形で中心市街地に広

く分布しており、多くのゾーンが複数の中心核を担うことで用途混合型の中心市街地を

形成していることが分かる。  

3.3.2. 中心核の特徴  

前節で抽出した中心核の特性を確認するため、中心核であるゾーンにおける 11 の到

着施設 26への到着トリップ割合 27を変数としたクラスター分析を行った結果、5 つのグル

ープを得た。クラスター数の設定には Calinski–Harabasz 指標等の統計量を参照しなが

ら、過不足なく各クラスターの特性を説明できる数として設定した。クラスター分析に

は階層的方法を採用し、ユークリッド距離を対象にウォード法を用いた。 Calinski—

Harabasz 指標はクラスター間の分散（離散性）とクラスター内の分散（凝縮性）の比

から設定され、クラスター同士が疎でクラスター内が密となっている、つまり数値が大

                                                  
2 6  PT 調査票では以下の 11 種類の到着施設が設定されている。 1. 自宅 (Home）、 2. 事務所・銀行

(Office, Bank）、3.行政施設（Public Administrative Office）、4. 工場・倉庫（Factory, Warehouse）、

5. 学校（School,  University, Educational Institution）、 6. 医療施設（Medical and Welfare 

Institution）、7. 宗教・交流施設（Religious and Social Institution）、8. 卸売・小売（Wholesale 

and Retail Store）、9. 飲食（Restaurant, Entertainment）、10. 公園（Park, Riverside）、11. そ

の他（ other）  
2 7  ゾーン規模の大小がトリップ数の大小に影響を与えることを避けるため、施設別の着トリップ数

ではなく割合を用いた。  
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きい程より良くサンプルの特性を縮約しているとされる。本分析ではクラスター数が 1、

2 の場合に高い数値を示しその後下降傾向であったが、それ以降では 5 が最も高い値を

示した（図  3-3 および図  3-4）。  

各クラスターの施設別着トリップ数の平均値および分布を見ると（表  3-4 および図  

3-5）、「①オフィス・行政センター」は他のクラスターと比較してオフィスおよび行政施

設への通勤トリップ割合が 16.7%、 15.2%と高い。前節の就業核のうち流入超過量が多

い Tonle Basak（TAZ2）および Srah Chak（24）以外は比較的流入超過量の少ない就

業核であるが、Mittakpheap（32）は緑地帯沿いに多数の施設、Chey Chummeah（22）

には王宮や観光客向けのホテル、飲食店、土産物屋、公共施設等が、Chakto Mukh（21）

には独立記念塔のある Sihanouk 通り沿いに各種商業・行政施設が立地し、いずれも超

過量が多い就業核に隣接した中心市街地の南部に立地している。  

「②教育・行政センター」は前節の就学核のうち上位 3 ゾーンが該当する。いずれも

比較的大きな敷地に教育・行政施設が建設された新しい地域であり、仏統治期から存在

する Voat Phnum（26）を除いて中心市街地の周縁部に立地している。  

「③居住・工業センター」は自宅への帰宅および工場へのトリップ割合が高くプノン

ペン郊外に多く見られる。空港南部の Prateaah Lang（TAZ 51）、Chaom Chau（59, 60）、

Dangkao（46）には工業団地が、Boeung Thom、Kambol、Kantork の 3 サンカトで構

成される TAZ 66 にはプノンペン経済特区が立地し、これらのゾーン内での通勤と帰宅

が多い。なお、いずれの地区にも工業団地に隣接した市場が存在するため、当該クラス

ターでは卸売・小売（Wholesale/ Retail）の割合も高い。他方、中心市街地に位置する

Tuo Sangkae（80）、Phsar Depou Ti Muoy（35）、Tuek L'ak Ti Pir（39）、Boeng Keng  

  

図  3-3 中心核のデンドログラム  図  3-4 Cal insk i -Harabasz 指標の分布  
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 Kang Muoy（4）、Tuol Tumpung Ti Muoy（12）、Boeng Trabaek（13）は元々消費

核として抽出されたが、消費トリップの流入超過量が比較的少ないゾーンであり、工場

着トリップ割合より自宅への帰宅トリップ割合が 29.8%ポイント高く、この差分の多く

が中心市街地周辺就業核へ勤務する労働者の帰宅トリップに相当していると考えられる。 

「④消費センター」は卸売・小売施設へ向かうトリップ割合が高く、いずれも消費核  

 

 

 

 

 

 

 

のうち流入超過トリップ量が多いゾーンが選定され、中心市街地住民に消費財・サー

ビスを提供している。「⑤居住・就学センター」は自宅への帰宅トリップと教育施設を到

着地としたトリップ割合が高いが、教育施設の割合は「②行政・教育核」より 14.5%ポ

表  3-4 中心核クラスターごとの施設別着トリップ割合  

Uni t :  Percent  (%)  

Cluste
r  

Home  Off ice  
Publ ic  
Of f ice  

Factor
y  

Schoo
l  

Medic
a l  

Rel ig i
ous  

Whole
sa le  

Resta
urant  

Park  Other  Character is t ics  

1  37 .8  16 .7  15 .1  1 .3  12 .7  2 .2  0 .4  4 .6  4 .7  2 .0  2 .4  
Business  &  Ad min is t ra t ion  Center  
La rge  sha re  o f  p r i va te  &  pub l i c  o f f i ce  

2  19 .9  10 .7  17 .9  1 .7  41 .3  1 .0  0 .2  3 .1  2 .0  0 .1  2 .1  
Academic  &  Ad min is t ra t ion  Center  
La rge  sha re  o f  s choo l  and  pub l i c  
o f f i ce  

3  42 .6  3 .6  4 .3  12 .8  14 .7  0 .3  0 .4  16 .7  1 .6  0 .0  2 .9  
Resident ia l  &  Industr ia l  Cente r  
La rge  sha re  o f  home and  fac to ry  

4  23 .2  4 .8  2 .3  2 .0  8 .8  0 .2  0 .9  50 .6  2 .6  0 .1  4 .5  
Consumpt ion  Center  
La rge  sha re  o f  who lesa le / re ta i l  

5  45 .5  6 .1  4 .4  1 .6  31 .0  2 .0  0 .3  4 .8  1 .3  0 .3  2 .6  
Resident ia l  &Academic  Center  
La rge  sha re  o f  home and  schoo l  

Note :  Ce l l s  a re  h igh l igh ted  and  rounded  by  t i ck  l i ne  in  descend ing  o rde r  by  fac i l i t y  i n  a  ve r t i ca l  d i rec t ion  

 

図  3-5 中心核のクラスター分布  
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イント低く、就学核のうち上位 3 位未満のゾーンが該当する。教育施設着トリップ割合

より自宅着トリップ割合が高く、この差分が中心市街地内に労働力を提供していると考

えられる。  

以上から、「①就業センター」は中心市街地の北と南に位置し、それ以外に就業核とし

て抽出された Sihanouk 通り（St.274）および Mao Tse Toung 通り（St.245）沿いのゾ

ーンは「②教育センター」、「③居住・工業センター」、「⑤居住・就学センター」と定義

され、これらがモザイク状に点在して就業・就学機能を提供している。これらのゾーン

では自宅着トリップの割合が他の施設より多く、当該ゾーンおよび周辺へ労働力を提供

していると言える。「④消費センター」は市場を中心に中心市街地に点在して消費機能を

分担している。  

3.3.3. 中心核の機能地域  

前節で抽出した中心核の機能地域を抽出し、都市空間における各中心核の関係を確認

する。前節までは住民の就業核と就学核を分けて中心核を抽出したが、両者の分布傾向

に大きな違いがないこと、通勤・通学行動は共に住民の日常的な行動を規定するもので

あることから、ここでは主に就業・就学を統合した「就業・就学圏」と、「消費圏」の 2

つの機能地域を抽出する。まず、各ゾーンの流出通勤・通学（または消費）トリップ総

数に対する、当該ゾーンから各通勤・通学（または消費）核へ向かうトリップ数の割合

を「通勤・通学（または消費）行動率」と定義し、その割合が 6%を超過するゾーンを

各中心核からの機能地域と定義する 28。また各中心核の平均的な影響圏を確認するため、 

                                                  
2 8  「通勤・通学（消費）行動率 =就業・就学（消費）核への通勤・通学（消費）トリップ数÷流出通

勤・通学（消費）トリップ総数×100」となる。これを各通勤・通学（消費）核ごとに全てのゾー

ンで計算し、当該中心核に向かう割合が 1%以上のゾーンを影響圏とした。駒木（参考文献 10）は

この閾値を 1%と定めているが、プノンペンでは全般的に行動率が低く影響圏の視覚的な把握が困

難となるため 6%を閾値とした。  

 表  3-5 影響圏の半径   

Un i t :  Me te r  

TAZ  Work  Business   TAZ  Work  Business  

2  4 ,144  -   25  2,413  -  
3  4,058  -   26  4,188  -  
4  3,061  -   27  3,518  2,875  
7 2,473  2,900   32  3,783  -  

10  3,083  -   33  2,108  -  
12  2,256  2,104   38  2,929  -  
13  2,984  -   41  2,663  -  
14  1,905  -   43  3,494  3,207  
15 4,182  4,964   44  2,171  -  
17  2,065  -   46  3,626  -  
18  2,355  -   59  4,245  -  
19  2,648  4,448   60  2,572  -  
21  3,747  -   61  3,534  -  
22  2,915  -   66  2,221  -  
24  3,606  -      

Note:  
Hyphen ind icates  des ignated TAZ is  not  core.  
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通勤・通学（または消費）行動率を重みに、中心核から各ゾーンまでの直線距離を加重

平均した値を各中心核の影響圏とした。以上の定義から抽出した機能地域と影響圏を表  

3-5、図  3-6 および図  3-7 に示す。  
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図  3-6 中心核の影響圏（就業・就学）  

 

図  3-7 中心核の影響圏（消費）  
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就業・就学核の機能地域は郊外と中心市街地に明確に区分され、それぞれに異なる就

業・就学圏を形成している。郊外の就業・就学核を中心とした就業・就学圏は「郊外型

（Suburban type）」と定義でき、一種のエッジシティが形成されていると言えるであろ

う。中心市街地では各就業・就学核が連単しながら機能地域を補完し合い「都心連単型

（Consolidated core type）」と呼べるような構造となっているが、その中でも影響圏が

広く中心的な機能を果たしているのが、中心市街地北側と南側に位置する地区で、北側

は AD 調査地の北側を含み行政・教育施設が集積する Voat Phum（26）とその南西に位

置する Phsar Thmei Ti Muoy（15）、Mittakpheap（32）、Srah Chak（24）がいずれも

4,188m、 4,182m、 3,783m と広い影響圏を持つ。南部では最大の就業核である Tonle 

Basak（2,3）とそれに隣接する Chakto Mukh（21）がそれぞれ 4,144m、4,058m、3,747m

と北部に次ぐ影響圏を持つ。就業・就学中心が北部と南部に位置しながら、その周辺の

就業・就学核が近隣ゾーンの就業を分担して受け持つ構造となっている。  

消費核の機能地域は、概ね就業・就学核と同様に郊外と中心市街地で分かれる。就業・

就学核の荷重平均 2,477m に対して 1,131m と近隣ゾーンとの結び付きが強い一方で、

中心市街地の市場が強い吸引力を持ち郊外ゾーンまで機能地域に含まれていることが分

かる。郊外では北部と南部で大きく 2 つの影響圏が構成され、それぞれ流入トリップが

特定ゾーンに集中する「郊外中心型（Suburuban core type）」と呼べる。他方、中心市

街地では前節で抽出された消費核が連単して機能地域を補完し合う「都心連単型」の影

響圏を形成しながらも、南部の Chbar Ampov Ti Pir (74)が中心市街地南部の郊外に向

けた影響圏を形成している。ここはトンレ・サップ川で隔てられたゾーンであり、プノ

ンペン南東部住民の消費圏として機能していることから、「都心連単型」と比較して「郊

外吸収型（Absorbing suburban type）」と位置付けられる。  

AD 調査地を含む 4 つのゾーン  (Phsar Kandal Ti Mouy (19)、Phsar Kandal Ti Pir 

(20)、Phsar Chas (23)、Voat Phnum (26))のうち中心核として抽出されたのはゾーン

19 と 26 のみで、いずれもショップハウス以外の施設を対象としたものと推察される。

中心市街地においてショップハウス街区の求心性は低く、中心市街地において周辺地区

への労働力提供の役割を担っていると考えられるが、TAZ 単位の分析にはショップハウ

ス街区住民の行動分析に限界があり、より詳細な行動情報の分析が必要である。  

3.4. 都市圏住民の行動特性  

3.4.1. 住民の生活行動類型  

PT 調査データから計算可能かつ住民の生活行動を表現するものとして、 1) 住居・居

住地滞在時間 29（Time spent in residence/  residential zone）、目的地滞在時間（Time 

                                                  
2 9  PT 調査データは TAZ 単位で集計されているため、自宅で過ごす場合と、自宅の位置する TAZ 内
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spent in destination zone）、移動距離 30（Trip length）の 3 つの指標を用いてクラスタ

ー分析を行った 31。生活行動の特徴をよく表すものとしてクラスターを 3 つに分類し、

そ れ ぞ れ 1) 大 移 動 型 （ Long-range movement ）、 2) 居 住 地 滞 在 型 （ Settle in 

residents/residential zone）、3) 中間型（ Intermediate）と定義した（表  3-6）。  

「大移動型」は、通勤・通学などを目的に比較的長い距離の移動（平均 13.5km）を

行う者であり、 1 日の活動時間のうち半分以上（平均 9.7 時間）を目的地で過ごし（居

住地では平均 12.7 時間滞在）、全体の 21%を占める。「居住地滞在型」は、1 日の大半（平

均 23.5 時間）を自宅または自宅のあるゾーン内で過ごす者で、全体の 56%と最も支配

的である 32。「中間型」は、平均移動距離が 6.5km、目的地の平均滞在時間が 4.3 時間と

大移動型よりも短い特徴を持ち、全体の 23%を占める。このことから、プノンペンにお

ける主な生活行動は 3 つに分類され、その中でも「居住地滞在型」が多くを占めている

ことが分かった。  

表  3-6 生活行動の類型  

C lus ter  Samples  Share (%)  

Average hours  spent :  
Average t r ip  
length (km)  

Charac ter is t ics  Res idence/res ide
nt ia l  zone  

Dest inat ion  
zone 

1 4,253  21% 12.7  9.7  13.5  
Long-range 
movement  

2  11,222  56% 23.5  0.1  0.3  
Set t le  in  

home/res ident ia l  
zone 

3 4,499  23% 18.8  4.3  6.5  In termediate  

Tota l /  
Average  

19,974  100% 18.3  4.7  6.8  – 

Note:  Due to  the l imi ta t ion  of  computat ional  capac i ty,  around 20,000 samples  are  randomly  
se lec ted f rom parent  popu la t ion .  D is tance matr ix  f rom sampled data  fo l lows a s imi lar  pat tern o f  
tha t  f rom parent  populat ion.  

3.4.2. 生活行動類型の空間分布  

前節で得た 3 つの生活行動類型の空間分布を図  3-8 に示す。本図は、19,974 人 33の住

民が属するクラスター（生活行動類型）が各 TAZ に占める割合を示し、色が濃いほど

TAZ において当該クラスターの占める割合が高く、淡いほど低いことを示す。「大移動

型」は主に郊外に分布しており、郊外－都心通勤・通学を行う住民の生活行動が表れて

いると考えられる。「居住地滞在型」は全体的に割合が高く、郊外の一部で特にその傾向

                                                                                                                                                                     
にある目的地に移動（ゾーン内々トリップと呼ばれる）して自宅外で過ごす場合のいずれも移動

距離がゼロとなる。内々トリップの場合には移動距離が算定できないため、両者を同じ TAZ 内で

の滞在として扱うこととした。  
3 0  移動距離の計算には、TAZ の中心点（ゾーンセントロイド）間のユークリッド距離を用いた。  
3 1  類型化は階層的方法を、距離はユークリッド距離、クラスターの合併にはウォード法を用いた。  
3 2  TAZ は交通行動分析を目的に行政界を適宜統合して設定されるため、道路の少ない郊外では大き

く設定されることが多い。そのため、ゾーン内々トリップを行う者の割合が郊外で過大となる傾

向があることに留意する必要がある。  
3 3  演算環境の制約により 4 万 2 千のサンプルを対象としたクラスター分析が実施できないため、上

限の 19,974 サンプルを対象とした。  
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が顕著である。郊外に業務拠点を持つ者の生活形態が反映されていると考えられる 34。

「中間型」は、図  3-8 の“ADS Area”に示される AD 調査を実施した中心市街地を含

む市街地区域全体に分布しており、郊外－都心通勤・通学と比較して通勤・通学などの

距離が短い都市住民の生活行動が表れていると考えられる。  

中心市街地（図  3-8 内の “ADS Area”）に着目すると、「住居・居住地滞在型」が 66.1%、

「中間型」が 23.3%、「大移動型」が 10.7%を占める。このことから、ショップハウスで

構成される中心市街地では、「住宅・居住地滞在型」の占める割合は高いものの郊外部も

同様の傾向を示し、「中間型」も一定数存在していることから、職住近接型の生活行動パ

ターンが優勢であるとは言えないことが分かる。  

3.5. ショップハウス街区住民の行動特性  

3.5.1. 住民の生活行動事例  

住民の詳細な生活行動を取得した AD 調査の事例として、 3 つの世帯における各世帯

員の 1 日の時空間移動情報と基本的な世帯情報をに示し、各世帯の 1 日の生活行動の概

要を次項に紹介する（図  3-9）。これらの事例は、比較的移動距離の長いオフィスワーカ

ーを含む世帯、地上階および上階に住む世帯、職住一致世帯員、就学児および未就学児

を含む典型的な世帯を選定した。  

事例１  

世帯主（ 70 歳、女性）、子供（ 30 歳、男性）と孫（ 18 歳、女性）の 3 名で構成され、

街区内の地上階に居住する。世帯主は家事を担当し、外出は徒歩で 2 回、08:30 から近

                                                  
3 4  但し、郊外では TAZ が大きく設定され内々トリップの割合が高くなるため、住宅が位置する TAZ

内での滞在時間が長くなる傾向があることに留意する必要がある。  

Cluster 1  Cluster 2  Cluster 3  

 
Long-range movement  

Sett le in residents/  
resident ia l  zone 

Intermediate 

 
  

 

図  3-8 生活行動クラスターの密度分布  
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所（約 160m）のオールドマーケット（Phsar Chas）で買物、 17:00 からトンレ・サッ

プ川沿い（約 420m）で夕涼みと狭い生活圏を形成している。孫は自宅から約 870m の

学校にバイクで通い、午前と夕方の授業の間に一旦帰宅し、家族 3 人で共に昼食を摂る。

子供は自宅から約 6km 離れたオフィスに勤務しており、午前と午後の業務の合間に自宅

に戻る。世帯員同士で活動をするのは昼食と夕食に限られ、その他の時間はそれぞれが

別行動をしている。  

事例２  

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世帯主（ 70 歳、女性）、親戚（50 歳、男性）と子供（ 25 歳、男性）の 3 名で構成さ

れ、街区外縁の地上階に居住する。世帯主と親戚は共に住居内で米問屋を営む。親戚は

終日業務に従事し、配送等は行わないため外出をしない。世帯主が家事を担当し、外出

は 08:00 から徒歩で近所（約 260m）のオールドマーケット（Phsar Chas）に買物に行

くのみで、それ以外は自宅で家事か商店の営業を行う。子供は朝 06:30 から 17:00 まで、

自宅から約 2km 離れた職場にバイクで通勤し、17:30 から 20:30 までは職場から約 130m

離れた学校に通った後に帰宅をする。朝食は家族 3 人全員でとるが、昼食と夕食は世帯

主と親戚の 2 名でとっている。  
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図  3-9 AD 調査から得られた世帯員の生活行動の事例  
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事例３  

世帯主（ 37 歳、男性）、妻（ 35 歳、女性）と子供 2 名（小学生と未就学児）の 4 名で

構成され、街区外縁の地上階と 2 階を毎月 500 米ドルで賃借している。世帯主とその妻

は共に地上階で問屋業を営む。世帯主は、自宅から約 1.2km 離れた小学校との間で子供

を送迎するため、1 日に 2 回（07:00 と 11:00）にバイクで外出する。妻は 07:00 に未就

学児を連れて自宅から約 280m 離れたカンダール市場（Phsar Kandal）で買物をし、そ

れ以外の時間は未就学児の世話をしながら業務をしている。昼には子供を自宅に送迎し、

3 食全て家族全員で食事をとる。  

3.5.2. 住民の外出行為と世帯・個人属性の関係  

前節で示した住民の生活行動データをもとに、住民の外出行為に世帯・個人属性が与

える影響を分析する（表  3-7）。

表  3-7 トリップ特性と世帯・個人属性との関係  

I t e m s  C a t e g o r y  
H o u s e  
h o l d s  

H o u s e h o l d  
M e m b e r s  

I n d i v i d u a l s  w h o  
m a d e  t r i p s  ( %)  

T r i p s  

T r i p  f r e q u e n c y  T r i p  l e n g t h  ( k m )  

G r o s s  N e t  A v e r a g e  M o d e  S . D .  

(A
) 

H
o

u
s

e
h

o
ld

 A
tt

ri
b

u
te

s
 

a .  
R e s i d e n t i a l  
F l o o r  

1 .  G r o u n d  f l o o r  1 1 3  3 1 5  2 3 2  ( 7 4 %)  3 6 5  1 . 2  1 . 6  2 , 6 8 4  1 , 3 8 3  3 , 5 7 6  

2 .  U p p e r  f l o o r s  1 2 6  4 0 4  3 5 8  ( 8 9 %)  5 5 5  1 . 4  1 . 6  3 , 5 8 1  1 , 7 6 9  4 , 1 7 9  

b .  L o c a t i o n  
1 .  O u t e r  e d g e  o f  i n h a b i t e d  b l o c k  8 9  2 4 0  1 8 5  ( 7 7 %)  2 8 5  1 . 2  1 . 5  2 , 7 9 5  1 , 5 1 9  3 , 4 3 4  

2 .  I n s i d e  o f  i n h a b i t e d  b l o c k  1 5 0  4 7 9  4 0 5  ( 8 5 %)  6 3 5  1 . 3  1 . 6  3 , 4 2 7  1 , 5 1 7  4 , 1 8 7  

c .  V e h i c l e s  

1 .  U n o w n e d  4 8  1 3 2  1 0 4  ( 7 9 %)  1 6 3  1 . 2  1 . 6  1 , 9 3 4  7 8 7  2 , 3 9 3  

2 .  1 - 2  v e h i c l e s  1 4 8  4 2 7  3 4 4  ( 8 1 %)  5 2 5  1 . 2  1 . 5  3 , 2 7 1  1 , 3 4 8  4 , 1 6 3  

3 .  M o r e  t h a n  3  v e h i c l e s  4 3  1 6 0  1 4 2  ( 8 9 %)  2 3 2  1 . 5  1 . 6  4 , 0 7 3  2 , 3 1 2  4 , 2 0 4  

d .  
H o u s e h o l d  
t y p e  

1 .  S i n g l e - p e r s o n  1 8  1 8  1 3  ( 7 2 %)  1 9  1 . 1  1 . 5  2 , 9 3 3  1 , 2 6 5  2 , 9 8 4  

2 .  C o h a b i t a t i o n  1 2  2 7  1 8  ( 6 7 %)  2 8  1 . 0  1 . 6  3 , 7 3 4  3 , 4 0 4  3 , 1 9 5  

3 .  M a r r i e d  c o u p l e  2 4  5 9  5 0  ( 8 5 %)  7 8  1 . 3  1 . 6  3 , 5 5 9  1 , 2 9 7  4 , 5 3 1  

4 .  M a r r i e d  c o u p l e  w i t h  p r e s c h o o l e r  4 5  1 2 0  1 0 1  ( 8 4 %)  1 5 8  1 . 3  1 . 6  2 , 7 1 7  1 , 0 1 8  3 , 7 3 1  

5 .  
M a r r i e d  c o u p l e  w i t h  m a r r i e d  
c h i l d r e n  

2 9  1 1 2  9 4  ( 8 4 %)  1 5 5  1 . 4  1 . 6  3 , 7 7 5  2 , 3 1 6  3 , 5 8 2  

6 .  
M a r r i e d  c o u p l e  w i t h  u n m a r r i e d  
c h i l d r e n  

8 0  2 6 1  3 0 4  ( 7 8 %)  3 0 4  1 . 2  1 . 5  3 , 1 9 5  1 , 4 3 2  4 , 3 6 4  

7 .  T h r e e - g e n e r a t i o n  3 1  1 2 2  1 7 8  ( 9 0 %)  1 7 8  1 . 5  1 . 6  3 , 0 9 4  1 , 4 7 2  3 , 7 0 5  

(B
) 

In
d

iv
id

u
a

l 
A

tt
ri

b
u

te
s

 

a .  W o r k p l a c e  
1 .  O u t s i d e  o f  r e s i d e n c e  N / A  6 2 9  5 3 6  ( 8 5 %)  8 5 0  1 . 4  1 . 6  3 , 4 1 3  1 , 7 3 4  4 , 0 7 6  

2 .  A t  r e s i d e n c e  N / A  9 0  5 4  ( 6 0 %)  7 0  0 . 8  1 . 3  1 , 3 9 7  5 7 0  2 , 0 0 5  

b .  O c c u p a t i o n  

1 .  A g r i c u l t u r e ,  f o r e s t r y  a n d  f i s h e r i e s  N / A  1  1  ( 1 0 0 %)  2  2 . 0  2 . 0  2 4 , 5 8 5  2 4 , 5 8 5  N / A  

2 .  M a n u f a c t u r e  N / A  2 0  1 6  ( 8 0 %)  3 1  1 . 6  1 . 9  5 , 2 5 4  4 , 3 9 8  4 , 5 5 5  

3 .  B u d d h i s t  m o n k  N / A  6  6  ( 1 0 0 %)  9  1 . 5  1 . 5  6 4 1  5 0 6  2 4 3  

4 .  S e r v i c e  N / A  2 5 4  2 0 3  ( 8 0 %)  2 8 9  1 . 1  1 . 4  2 , 4 8 7  9 2 5  3 , 4 4 8  

5 .  D r i v e r  N / A  2 9  2 4  ( 8 3 %)  3 9  1 . 3  1 . 6  2 , 5 4 0  1 , 2 7 3  2 , 5 0 5  

6 .  M i l i t a r y / p o l i c e / s e c u r i t y  g u a r d  N / A  1 0  9  ( 9 0 %)  1 6  1 . 6  1 . 8  4 , 6 0 2  3 , 4 0 9  4 , 2 9 9  

7 .  O f f i c e  w o r k e r  N / A  8 1  7 6  ( 9 4 %)  1 2 5  1 . 5  1 . 6  6 , 3 6 4  4 , 9 5 5  5 , 3 6 8  

8 .  S t u d e n t  ( o v e r  1 5  y e a r s  o l d )  N / A  6 2  5 4  ( 8 7 %)  8 2  1 . 3  1 . 5  2 , 5 2 3  1 , 4 5 3  2 , 5 8 6  

9 .  S t u d e n t  ( 1 4  y e a r s  o l d  o r  l e s s )  N / A  7 5  6 5  ( 8 7 %)  1 0 6  1 . 4  1 . 6  4 , 5 8 7  3 , 7 6 8  3 , 5 1 4  

1 0
.  

I n o c c u p a t i o n  ( i n c l .  h o u s e w i f e ,  
r e t i r e d )  

N / A  1 2 9  9 8  ( 7 6 %)  1 5 5  1 . 2  1 . 6  1 , 3 3 0  6 5 4  1 , 8 6 5  

1 1
.  

O t h e r s  N / A  4 4  3 7  ( 8 4 %)  6 5  1 . 5  1 . 8  3 , 7 8 9  2 , 6 5 4  4 , 3 4 7  

c .  G e n d e r  
1 .  M a l e  N / A  2 8 9  2 3 4  ( 8 1 %)  3 8 3  1 . 3  1 . 6  4 , 3 1 5  3 , 3 5 3  4 , 2 0 4  

2 .  F e m a l e  N / A  4 3 0  3 5 6  ( 8 3 %)  5 3 7  1 . 2  1 . 5  2 , 5 1 4  1 , 0 0 9  3 , 6 4 9  

d .  A g e  

1 .  6 - 1 5  N / A  7 3  6 1  ( 8 4 %)  9 4  1 . 3  1 . 5  2 , 7 0 3  1 , 6 4 0  2 , 7 1 9  

2 .  1 6 - 2 0  N / A  6 2  5 2  ( 8 4 %)  8 2  1 . 3  1 . 6  3 , 9 8 4  2 , 7 5 1  3 , 6 6 5  

3 .  2 1 - 6 0  N / A  4 8 8  4 0 9  ( 8 4 %)  6 3 0  1 . 3  1 . 5  3 , 3 7 1  1 , 4 7 4  4 , 2 5 3  

4 .  O v e r  6 0  N / A  9 6  6 8  ( 7 1 %)  1 1 4  1 . 2  1 . 7  2 , 2 6 4  8 9 4  3 , 1 7 3  

T o t a l  2 3 9  7 1 9  5 9 0  ( 8 2 %)  9 2 0  1 . 3  1 . 6  3 , 2 2 8  1 , 5 1 8  3 , 9 7 4  

N o t e s :  
H o u s e h o l d  m e m b e r s  l e s s  t h a n  5  y e a r s  o l d  a r e  o m i t t e d  f r o m  t a b u l a t i o n  a s  t h e i r  t r i p s  a r e  u n d e r  t h e  s u p e r v i s i o n  o f  o t h e r  a d u l t s  
H i g h l i g h t e d  c e l l s  a r e  t h e  o n e s  m e n t i o n e d  i n  t h e  b o d y .  
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世帯属性（A. Household Attributes）の情報をもとに、居住階（ a. Residential floor）、

住居位置（b. Location）、車両保有台数 35（ c. Vehicles）、世帯構成（d. Household type）

の 4 項目を、個人属性（B. Individual Attributes）をもとに、職住一致性 36（a. Workplace）、

職業（ b. Occupation）、性別（ c. Gender）、年齢（d. Age）の 5 項目を設定し、それぞ

れに該当する世帯・個人数、外出をした個人数、外出回数と頻度、移動距離を集計した。

移動頻度・距離と各属性との関係を見ると、主に次の特徴が確認される。  

①  車両保有台数の増加に外出頻度は影響を受けないが、移動距離が長くなる傾向にあ

る。世帯の車両保有台数の増加に伴い長距離移動機会が増加するためと考えられる。 

②  オフィスワーカーの移動距離が長い傾向にあり、AD 調査の対象地周辺の業務地区に

勤務する者が多いためと推察される。  

③  無職者（主婦・主夫・退職者を含む）は外出頻度が低く、移動距離も短い傾向にあ

る。これは、外出の必要性が他の職業と比較して少なく、外出しても近所の市場へ

の徒歩移動などが多いためと考えられる。  

④  職住一致世帯（ 2. At residence）は通勤目的の移動が不要であるため、非一致世帯

（ 1. Outside of residence）や他の属性と比較して最も外出頻度が低く（グロス 0.8、

ネット 1.3）、平均移動距離も 570m と短い。これらの特徴は一般的な交通行動特性

であると言えるものの、職住一致世帯は他の世帯と異なり狭い生活行動特性を持つ

ことが明確に示された。  

また、これらの世帯・個人属性と外出行為との対応関係を検証するため、Cox 比例ハ

ザードモデル 37を用いて住民の移動距離を規定する要因を評価した。ここでは、イベン

トの生起を「外出しない（移動距離がゼロ）」であると定義し、車両保有台数、職住一致

性、職業（オフィスワーカー、無職）の 4 変数 38が移動距離に与える影響を評価した（表  

3-8）。推計されたハザード比 39（Hazard Ratio）は、職住近接性ダミーが 0.83 と無職ダ

ミーの 0.60 より強い負の影響、つまり移動距離を短縮させる効果を持つ事を示した。他

方、車両保有台数は 0.78、オフィスワーカーダミーは 0.55 といずれも移動距離に正の

影響を示した。なお、各変数の p 値はいずれも有意水準 10%を下回る。この結果からも、

職住近接性が住民の移動距離の低減に最も強く寄与していることが分かる。  

                                                  
3 5  世帯が保有するバイクと車をまとめて車両保有台数とした。  
3 6  職場と自宅の住所が同じと回答した世帯員が居る世帯を「職住一致世帯」と定義した。  
3 7  主に医療・工業分野において、共変量（説明変数）が患者や製品の死亡や故障（イベントの生起）

までの生存時間（目的変数）に与える影響を評価するために使用され、近年は交通分野における

活動時間や移動距離の推定に活用されている（参考文献 12, 13 など）。  
3 8  世帯車両保有台数は連続変量、職住近接性、オフィスワーカー、無職はそれぞれダミー変数とし

た。  
3 9  変数の 1 の変化に対するイベントの生起確率に与える影響を表す。例えば、ある変数のハザード

比が 2 の場合、当該変数の 1 の変化によりイベント発生確率は 2 倍となり、0.2 の場合は発生確

率が 0.2 倍と減少することを示す。  
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表  3-8 Cox-Hazzard モデルの推計結果  

Var iab les  Coef .  Hazard rat io  p -Va lue  

Veh ic les * 1  -0 .24324  0.7841  5.15e-05***  

Workplace * 2  0 .82676  2.2859  7.97e-13***  

Off ice worker * 3  -0 .59350  0.5524  1.77e-06***  

Inoccupat ion * 4  0 .59585  1.8146  3.24e-09***  

Notes :  
S ign i f icant  codes:  
* * *  :  p  <  0,  * * :  p  <  0 .01,  *  :  p  <  0.05  
* 1  Cont inuous var iab le  as  the  number  o f  motorcyc les  and cars  owned by  the household  
* 2  Dummy var iab les  as  0 (workplace is  outs ide  o f  the  res idence)  and 1  (workplace is  a t  

res idence)  
* 3  Dummy var iab les  as  0 (non -off ice-worker )  and 1 (o ff ice  worker)  
* 4  Dummy var iab les  as  0 (person wi th  a job)  and 1 ( inoccupat ion)  

3.5.3. ショップハウス街区の世帯多様性  

ショップハウス街区を水平方向（街区外縁  Outer edge／街区内  Inside block）と垂

直方向（地上階  Ground／上階  Upper）の軸で 4 象限に区分し、各象限において職住一

致住民（Outside）・非一致住民（At residence）が占める割合を確認した（図  3-10 お

よび表  3-9）。  

上階に住む住民の職住一致性は低く、街区外縁・内部を合わせた 404 名中 16 名（4%）、

街区外縁では 54 名中 5 名（9%）、街区内部では 350 名中 11 名（ 3%）となっている。

他方、地上階では全住民 315 名中 74 名（23%）と上階より高い値を示し、街区内部で

は 129 名中 16 名（12%）、街区外縁では 186 名中 58 名（31%）と職住一致住民の割合

が高い。全象限では、全住民 719 名に対して職住一致の住民は 90 名（13%）であるが、

そのうちの 74 名（82%）が地上階の街区外縁に居住しており、地上階・街区外縁におけ

る集中の度合いが高いことが分かる。このことから、上階に居住する住民と比較して、

地上階に居住する住民は職住一致の割合が高く、そのなかでも地上階・街区外縁におい

て狭い生活圏を持つ住民が集中して分布し、狭い順に地上階・街区外縁（平均移動距離

2,500m）－地上階・街区内部（同 2,932m）－上階（同 3,581m）という 3 段階の生活

圏が形成されていると考えられる。  

他方、水平方向（Horizontal Position）・垂直方向（Vertical Position）に各世帯類型

が占める割合を確認すると、いずれもほぼ同様の分布傾向を示していることが分かる（図  

3-11 および表  3-10）。このことから、職住一致住民の空間分布には偏りがある一方で、

世帯類型はショップハウス街区全体にまんべんなく分布していると言える。  
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図  3-10 ショップハウス街区における職住一致住民の分布  

表  3-9 ショップハウス街区における職住一致住民の分布  

Floor  Outs ide  At  res idence  Tota l   Outs ide  At  res idence  Tota l  

Upper  49  (91%)  5 (9%)  54(100%)   339 (97%)  11 (3%)  350(100%)  

Ground  128 (69%)  58 (31%)  186(100%)   113 (88%)  16 (12%)  129(100%)  

Tota l  177 (74%)  63 (26%)  240(100%)   452 (94%)  27 (6%)  479(100%)  

 Outer  edge   Ins ide b lock   

 

F loor  Outs ide  At  res idence  Tota l  

Upper  388  (96%)  16 (4%)  404(100%)  

Ground  241 (77%)  74 (23%)  315(100%)  

Tota l  629 (87%)  90 (13%)  719(100%)  

 Outer  edge and Ins ide b lock  

Note:  “Outs ide”  ind icates  the  res idents  who are  not  work ing in  the i r  res idence whereas “At  res idence”  
denotes  the ones whose workplace is  the  same as  the i r  res idence  
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図  3 -11 象限別世帯類型分布  

表  3 -10 象限別世帯類型分布  

Household  
type  

Hor izonta l  Pos i t ion   Ver t ica l  Pos i t ion  

Outer  edge Ins ide b lock  Tota l   Ground f loor  Upper  f loor  Tota l  

1  9  (4%)  9  (2%)  18  11  (3%)  7 (2%)  18 

2 12  (5%)  15  (3%)  27  11  (3%)  16 (5%)  27 

3 20  (8%)  39  (8%)  59  27  (7%)  32 (10%)  59 

4 39  (16%)  81  (17%)  120  67  (17%)  53 (17%)  120 

5 37  (15%)  75  (16%)  112  65  (16%)  47 (15%)  112 

6 99  (41%)  162 (34%)  261  140 (35%)  121 (38%)  261 

7 24  (10%)  98  (20%)  122  83  (21%)  39 (12%)  122 

Tota l  240 (100%)  479 (100%)  719  404 (100%)  315 (100%)  719 

Household type:  

1  =  S ingle,  2  =  Cohabi ta t ion,  3  =  Husband and wi fe ,  4  =  Husband,  w i fe  and preschool  
k ids ,  5  =  Husband,  w i fe  and ch i ldren (under  15) ,  6  =  Husband,  w i fe  and ch i ldren 
(above 16) ,  7  =  Mul t igenerat ion  

また、世帯収入を回答した世帯は 239 世帯中 124 世帯（ 52%）とサンプル数に若干の

限りはあるが、居住階別の世帯所得分布（図  3-12 および表  3-11）を見ると、地上階で

は全ての所得階層が一定数存在するが、上階では高所得階層の割合が減少する傾向が見

られる。さらに街区外縁・内部における世帯所得分布を見ると（図  3-12 および表  3-12）、

居住階と同様に、街区外縁では全ての所得階層が一定数存在するが、内部では低所得階

層の割合が増加する傾向がある。  

AD 調査中におけるヒアリングからも、住居の接地性および街路との近さが住居の利

便性と商業機会を高めるとの理由で、家賃相場が高くなる傾向がある事を確認している。

異なる所得階層の世帯が、それぞれに適した家賃相場に合わせて入居していると考えら
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れる 40。  

これらの結果を踏まえると、ショップハウス街区では、異なる世帯類型が各象限に広

く分布する一方で、垂直的な家賃構造に合わせて異なる所得階層の世帯が同じ街区空間

内に居住している構造になっていると考えられる。  

 

図  3 -12 象限別所得階層分布  

 

表  3-11 居住階別所得階層分布  

Floor  
Household income c lass  

1 2 3 4 5 Tota l  

1  15  (28%)  18 (33%)  10 (19%)  7 (13%)  4 (7%)  54 (100%)  

2 16  (59%)  9 (33%)  2 (7%)  0 (0%)  0 (0%)  27 (100%)  

3 11  (42%)  8 (31%)  5 (19%)  0 (0%)  2 (8%)  26 (100%)  

4 11  (65%)  3 (18%)  2 (12%)  0 (0%)  1 (6%)  17 (100%)  

Tota l  53  (43%)  38 (31%)  19 (15%)  7 (6%)  7 (6%)  124 (100%)  

Note:  
F loor  numbers  are  def ined as  below;  
1=ground f loor,  2=1 s t  f loor,  3=2 n d  f loor,  4+=4 t h  f loor  and above  
Household income c lass  is  def ined as  be low (USD per  month) ;  
1 .  Less  than 400  2:  400 –  less  than 800  3:  800 –  less  than 1 ,200  
4.1 ,200 – less  than 2,000  5:  Over  2,000  

 

 

 

 

 

                                                  
4 0  プノンペンのショップハウスにはエレベーターが設置されておらず、徒歩で上階まで行く必要が

あるため、上階に行くに従い家賃相場が下がり、それに応じた所得階層の世帯が居住する理由の

ひとつと考えられる。他方、近年は採光の取れる最上階を専有してリノベーションする例や、逆

に最上階の住居を再分割し、狭小な部屋を安価に間貸ししている事例が確認されている。  
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表  3-12 街区内外および居住階別所得改装分布  

Household 
income c lass  

Outer  edge  Ins ide b lock  Tota l  

1  13  (29%)  40 (51%)  53 (43%)  

2 14  (31%)  24 (30%)  38 (31%)  

3 7 (16%)  12 (15%)  19 (15%)  

4 6 (13%)  1 (1%)  7 (6%)  

5 5 (11%)  2 (3%)  7 (6%)  

Tota l  45  (100%)  79 (100%)  124 (100%)  

Note:  
F loor  numbers  are  def ined as  below;  
1=ground f loor,  2=1 s t  f loor,  3=2 n d  f loor,  4+=4 t h  f loor  and above  
Household income c lass  is  def ined as  be low (USD per  month) ;  
1 .  Less  than 400  2:  400 –  less  than 800  3:  800 –  less  than 1 ,200  
4.1 ,200 – less  than 2,000  5:  Over  2,000  

3.5.4. ショップハウス街区の居住特性  

(1) 生活圏と世帯行動パターンの定義 

本項では、プノンペンの中心市街地のうちショップハウス街区で構成される地区を対

象に実施した AD 調査のデータ用い、ショップハウス街区住民の生活行動パターンなら

びに生活圏の広狭の実態を明らかにし、そこからショップハウス街区がプノンペンにお

いて果たし得る役割について考察する。  

本研究で実施した AD 調査では住民の具体的な活動時間・内容および地点座標を取得

しており、そこから図  3-13 に示すような時空間パスを描くことができる。本章におけ

る「生活圏」を、行動地点間を直線で結んだ経路が形成する時空間プリズム（ STP: 

Space-Time Prism） 41を地表面に投影した潜在的経路域（PPA: Potential Path Area）

として定義し、ショップハウス街区住民の生活圏の広狭を評価する（図  3-14）。潜在的

経路域はある時空間に個人が到達可能な領域を示す。ある時点・地点間における移動速

度をもとに計算される楕円形の領域であり（式  3-1）、本章で扱う生活圏という抽象的な

概念を定量化するために使用する。ここでは、前章で用いた定義に従い、潜在的経路域

を「就業」、「就学」、「消費」の 3 つの行動種に分けて生活圏の広狭を評価する。さらに、

住民の移動地点を自宅、就業施設、就学施設、消費施設の 4 種類に分類し、各々の施設

間における移動パターンをともに整理する。  

プノンペンのショップハウス街区の基本的な特徴として、街区外縁に建つショップハ

ウスの地上階が商店として利用され、街区内側および上階は主に住居として利用されて

                                                  
4 1個人が自由に活動できる時間内で到達が可能な時空間範囲を示す概念で、生活圏という抽象的な空

間的概念を簡便に表現するために採用した。本研究では、地点間のユークリッド距離を用いた単

純な線形都市を仮定して時空間プリズムを推定する。  
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いる。街区外縁・内側と地上階・上階の組み合わせで 4 象限が作られるが、前節ではこ

れらを 3 つの象限－街区外縁・地上階（ソト）、街区内側・地上階（ウチ）、上階（ウエ）

－に整理し、それぞれに異なる生活圏を形成している可能性を指摘した。この検証のた

め、前述の生活圏および生活行動パターンについて、ショップハウス街区の「ソト－ウ

チ－ウエ」構造に着目して象限ごとに集計し、ショップハウス街区の空間単位における

住民の活動特性の違いを整理する。  

(2) ショップハウス街区住民の生活行動分布 

活動の分布状況を把握するため、ショップハウス街区のソト・ウチ・ウエの各象限に

おける活動の分布図を図  3-15 に示す。各点が住民の活動地点を、色が活動内容を示す。

街区外縁・地上階に住む「ソト」（ 1. Ground floor, outer edge of block）の住民活動の

多くが消費活動（ピンク）を占め、特に AD 調査地区内の北にあるオールドマーケット

（Phsar Chas）、南のカンダール市場 (Phsar Kandal)および東のトンレ・サップ川沿い

の公園に集中し、その他にも消費核として抽出された Sihanouk 通り（St.274）沿いの

Tuek L'ak Ti Muoy（TAZ 38）および Tonle Basak（3）等に一部が分布している（図  3-15

左）。また、自宅内就業活動（茶）つまり職住一致住民が多く見られるが、自宅外就業活

動（緑）は対象的に少ない。就学活動（水）は各種小学校が立地する AD 調査地区内の

西端および高校が立地する AD 調査地区外南西に集中している。  

街区内側の地上階に住む「ウチ」（2. Ground floor, inside block）の住民活動は「ソ

ト」と比較して自宅外就業活動が多く、就学活動も比較的広範囲に分布している（図  3-15

 

 

図  3-13 ショップハウス街区住民の時空間パス  図  3-14 時空間プリズムと潜在的経路域  

 

式  3-1  g 𝑡 =   𝑥, 𝑦    𝑥 − 𝑥𝑖 
2 −  𝑦 − 𝑦𝑖 

2 +   𝑥 − 𝑥𝑗 
2
−  𝑦 − 𝑦𝑗  

2
 ≤  𝑡𝑏 − 𝑡𝑎 − 𝑡𝑠 × 𝑉𝑚  …     

Space

Time
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中央）。対象的に消費活動はほとんどが AD 調査地区内に分布している。街区上階に住む

「ウエ」（3. Upper floors）の住民活動は、「ウチ」と比較してさらに自宅外就業活動、

消費活動が広範囲に分布している（図  3-15 右）。  

ただし、これらの点群は分布密度ではなく実数で示しているため、活動内容を集約し

てその傾向を分析する必要がある。  

(3) ショップハウス街区住民の生活行動パターン 

前節で概観したショップハウス街区住民の活動分布をもとに、ソト・ウチ・ウエの各

象限における生活圏および行動パターンを模式的に整理した（図  3-16）。中央の自宅を

中心に上から反時計回りに就業、就学、消費施設を付置し、各施設間の平均移動距離お

よび移動回数が全体に占める割合を各施設間の線に示す。また、各象限の住民の平均生

活圏面積（ヘクタール）を各象限の模式図の右上に、自宅を中心に各施設間の移動情報

をもとに推計した施設別平均生活圏面積を各施設の円の下半分に、上半分には各施設で

の平均滞在時間を示す。自宅を示す円の上半分には自宅での平均滞在時間を、下半分に

は自宅を職場としている職住一致住民の平均滞在時間およびその割合を示す 43。これら

のデータの詳細を表  3-13、表  3-14 および表  3-15 に示す。  

 

  

                                                  
4 3  ショップハウスの地上階外縁は住居兼店舗として利用される傾向が高く、街区内部では路地に面

した住居兼小売店舗が部分的に立地し、上階は自宅件職場として使用される場合がある。ショッ

プハウス街区の空間的特徴の評価のため、第 3.5.3 節で指摘したソト－ウチ－ウエの段階的構成を

踏まえ、職住一致住民の分布傾向と生活圏の広狭を併せて評価することが適切であると判断し、

これらの空間単位毎の行動の違いを模式的に分析した。  



第 3 章 ショップハウス街区の居住特性 

3-29 

1.  Ground f loor,  outer  edge o f  b lock  2.  Ground f loor,  ins ide b lock  3.  Upper  f loors  

   

 P r i va te  ac t i v i t y  a t  home   Work  (wo rkp lace  i s  home)   Work  (ou ts ide  home)   Ac t i v i t y  a t  schoo l   Consumpt ion  

図  3-15 ショップハウス街区の各象限における住民の活動分布  

 

図  3-16 ショップハウス街区の各象限における住民の生活行動パターン  

 

表  3-13 各象限における施設別の平均活動時間  

Quadrant  Fac i l i ty  

Durat ion (hour )  

#  Tota l  Average  

1 
Outer  edge o f  b lock  

& ground f loor  

Home (Non-Work)  120 2,237  18.6  

Home (Work)  58  1,299  22.4  

Work  (Outs ide Home)  38  299 7.9  

Schoo l  27  149 5.5  

Consumpt ion  101 179 1.8  

2 
Ins ide b lock  & 
ground f loor  

Home (Non-Work)  94  1,631  17.4  

Home (Work)  13  296 22.8  

Work  (Outs ide Home)  47  383 8.2  

Schoo l  17  92  5.4  

Consumpt ion  53 86  1.6  

3 Upper  f loors  

Home (Non-Work)  344 746 16.2  

Home (Work)  13  115  22.7  

Work  (Outs ide Home)  185 256 9.1  

Schoo l  70  92  6.4  

Consumpt ion  220 44  1.3  
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表  3-14 各象限における施設別の平均移動距離  

Quadrant  
Tr ips  between 

Fac i l i t ies  

Tr ips  

# Share (%)  Tota l  (m)  Average (m)  

1 
Outer  edge of  b lock  

& ground f loor  

Home-Consumpt ion  199 48.2  91,188  458 

Home-School  86  20.8  59,351  690 

Home-Work  120 29.1  172,057  1,434  

Schoo l -Consumpt ion  1 0.2  2,041  2,041  

Work-Consumpt ion  6 1.5  2,501  417 

Work-Schoo l  1  0.2  138 138 

2 
Ins ide b lock  & 
ground f loor  

Home-Consumpt ion  120 41.0  43,168  360 

Home-School  54  18.4  56,659  1,049  

Home-Work  108 36.9  169,602  1,570  

Schoo l -Consumpt ion  1 0.3  410 410 

Work-Consumpt ion  5 1.7  2,808  562 

Work-Schoo l  5  1.7  8,944  1,789  

3 Upper  f loors  

Home-Consumpt ion  305 12.6  146,267  479.6  

Home-School  230 23.2  268,786  1,168.6  

Home-Work  464 59.8  693,449  1,494.5  

Schoo l -Consumpt ion  11 0.9  10,325  938.6  

Work-Consumpt ion  38 2.5  28,492  749.8  

Work-Schoo l  7  1.1  13,201  1,885.8  

 

表  3-15 各象限における施設別の平均潜在的活動域  

Quadrant  
#  Household 

Members  

Area of  Potent ia l  Path Area (ha)  

Home-Work  Home-School  Home-Consum.  Average  

1 
Outer  edge of  b lock  
& ground f loor  

184  62.2  9.5  16.4  89.1  

2 
Ins ide b lock  & 
ground f loor  

116  142.3  21.7  7.8  179.6  

3 Upper  f loors  366 174.2  47.8  15.0  249.8  

自宅での滞在時間は「ソト」が 18.6 時間、「ウチ」が 17.4 時間、「ウエ」が 16.2 時間

と象限が上がるに従い若干減少傾向にあるが、職住一致住民の滞在時間はそれぞれ 22.4

時間、22.8 時間、22.7 時間と同程度である。他方、職住一致住民の割合は各象限で大き

く異なり、「ソト」は 36.7%と高い数値を示す一方、「ウチ」は 15.3%、「ウエ」は 3.6%

であり、「ソト」の住民の職住一致率の高さが伺える。就業施設と自宅間の移動割合はこ

れと反対の傾向を示し、「ソト」は 29.1%、「ウチ」は 36.9%、「ウエ」は 60.0%と、ショ

ップハウス街区の「ソト」から「ウエ」への移行に伴い居住街区外へ就業する住民の割

合が高くなる。平均移動距離は 1.4km、1.6km、1.5km と概ね同程度であるが、短距離

移動の頻度が高いソトの住民と比較して、ウチ・ウエの住民は長距離通勤の頻度が高く、

就業に関わる生活圏も 62.2ha、142.3ha、174.2ha へと広くなる。ショップハウス街区

外縁の地上階では職住一致・近接傾向が強く近隣就業圏を形成する一方、「ウチ」および

「ウエ」への移行に伴い周辺の就業核に労働力を提供する機能が強まることから、ショ

ップハウス街区全体では職住近接性と周辺への労働力提供機能の両方の特性を有してい
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ると言え、前章で示した周辺地区への労働力提供機能が確認された。既報で報告された、

ショップハウス街区の賃料が地上階から上階に至るほど安くなる垂直的な分布とそれに

連動した世帯収入分布傾向を勘案すると、周辺地域からの流入労働者が賃料の安い上階

に居住して周辺地区での労働を分担する構造になっていると推察される 44。  

就学活動は就業活動と概ね同様の傾向を示し、「ソト」、「ウチ」、「ウエ」に行くに従い

就学圏が広くなる傾向がある。前節で示したとおり、「ソト」の住民は AD 調査地点近隣

の学校に就学し、「ウチ」から「ウエ」に移行するに従い移動距離および就学圏が広がる

傾向にある。これは、「ウチ」では職住一致住民の割合の高さに関係して自宅近隣のアク

セス性の高い就学地が指向される一方、「ウチ」および「ウエ」では親が比較的遠方に就

業するのに関係して、子供の送迎の都合で遠方の就業施設に通学している世帯が多く、

就学機会選択の観点からは、「ソト」の住民はその選択肢を意識的に狭めている可能性を

示唆している。  

消費活動の平均移動距離は各象限で概ね同じであるが、生活圏は「ソト」と「ウエ」

が同程度で「ウチ」が低い。前節で確認したとおり、「ソト」の住民の消費活動は AD 調

査地区内の市場および川沿いに集中しつつも、一部が Sihanouk 通り (St.274)沿いの消

費核に分布する一方、「ウチ」の住民の消費活動が概ね AD 調査地区内に収まっているた

めと考えられる。  

他方、移動に占める自宅と消費施設間の割合は「ソト」から「ウエ」への移行に従い

低くなる。これらのことから、「ソト」の住民は自らが卸売・小売等の消費活動を提供し

ながらも自らの消費活動の一部を中心市街地周辺部で行い、「ソト」の住民は就業・就学

活動の付随活動として居住街区外で消費活動を行う一方、「ウチ」の住民は比較的就業・

就学圏が狭いことに合わせ居住街区近隣での消費活動を行うという、就業・就学とは異

なる行動パターンを有する可能性がある。  

全活動を合わせた生活圏の平均面積は、「ソト」が 89.1ha、「ウチ」が 179.6ha、「ウ

エ」が 249.8ha と徐々に広くなる傾向がある。AD 調査地区の面積は 35.6ha であるが、

各象限の就学・消費活動圏は概ね調査地区面積内に収まりながら、就業圏の広がりによ

り特に「ウエ」の住民は比較的広い生活圏を有する。都市全体におけるショップハウス

街区の就業・消費地としての求心性は低く、職住一致・近接性の高い「ソト」の独立し

た就業機能と近隣への消費機能、周辺地域への労働力を提供する「ウエ」の特性が混在

している。就業・就学に特化した中心市街地北部・南部のゾーンとは異なり、住民機能、

職住近接的な就業場所および周辺への労働力さらに消費空間の提供という各都市機能を

統合した特性を有し、業務機能に特化した中心業務地区とは異なる用途混合地区として

の機能を果たしていると言える。  

                                                  
4 4  文献 14 を参照。  



第 3 章 ショップハウス街区の居住特性 

3-32 

3.6. まとめと考察  

本章は、プノンペン都市圏で 42,074 人の交通行動等に関する情報と、中心市街地で

独自に実施した調査で得た住民 804 人の詳細な生活行動を含む情報に基づいている。  

都市圏全体における住民の行動特性の比較分析、時空間データを用いた住民の行動解

析および統計的検証などを応用して、異なる生活圏が積層して形成されるショップハウ

ス街区の特性および世帯多様性の実態を明らかにした。本章で得られた結果は以下の通

りである。  

3.6.1. プノンペンの都市構造とショップハウス街区の位置付け  

①  都市の就業核は郊外と中心市街地とで異なる影響圏を形成している。郊外居住者は

主に郊外の工業団地を中心とした就業圏に属し、中心市街地の住民は就業核が連単

して形成される就業圏に属する。  

②  中心市街地の北と南に就学・行政機能に特化した中心性の高い就業核が立地しなが

ら、環状道路沿いに中規模のオフィスまたは工業用途の就業核が連単して周辺の労

働者を吸収している。環状道路沿いは各種用途がモザイク状に配置された都市空間

を構成しており中心性は低い。  

③  消費核は主に市場を中心に形成され、就業核と同様に都心と郊外で異なる影響圏を

形成する。中心市街地の消費核は各々が近隣住民の消費圏として利用される一方、

中心市街地周辺に位置する一部の地域は、郊外からの消費行動を受け持つ衛星的な

消費圏を形成している。  

④  ショップハウス街区で構成される地区は、都市全体における就業・消費核としての

求心性は低く、職住一致・近接性の高い「ソト」の就業機能と近隣への消費機能、

周辺地域への労働力を提供する「ウエ」が混在する都市機能を有する用途混合地区

としての機能を有している。  

3.6.2. ショップハウス街区住民の居住特性  

①  プノンペン都市圏における住民の生活行動パターンを、郊外に広く分布し都心との

間を通勤する「大移動型」、都市圏全域にまんべんなく分布し住居または居住地に長

時間滞在する「住居・居住地滞在型」、中心市街地に分布し比較的短距離の移動をす

る「中間型」の 3 類型に分類した。ショップハウス街区が集積する中心市街地では、

「住居・居住地滞在型」の占める割合が高いものの、「中間型」も一定数存在し、職

住近接型の生活行動パターンが優勢とは言えない。  

②  住民の移動距離に影響を与える要因としては、自動車保有台数、職業、職住一致の 3

つが挙げられるが、その中でも職住一致住民は、その他の住民と比較して際立った
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外出頻度の低さと移動距離の短さを示す。  

③  職住一致住民は、ショップハウス街区の地上階のうち、特に街区外縁に多く存在す

る一方で、上階への分布は限られている。ショップハウス街区の地上階・街区外縁

（ソト）と地上外・街区内部（内）と上階（ウエ）では、異なる生活圏が形成され

ている。  

④  ショップハウス街区における世帯類型の分布傾向に空間的な偏りは見られない。他

方、世帯所得は、地上階および街区外縁で中高所得階層の占める割合が高く、上階

および街区内部では低層階階層の占める割合が高い。  

⑤  ショップハウス街区住民は、街区外縁・地上階、街区内側・地上階と上階（ソト－

ウチ－ウエ）とで異なる生活パターンを持つ。「ソト」の住民は職住一致割合が高く、

就業施設への移動割合が低く就業圏が小さい職住近接居住をする。「ウチ」から「ウ

エ」へと推移するに従い就業施設への移動割合が高まり就業圏も広くなる。「ソト」

が職住近接傾向を持つ一方、「ウエ」は周辺への労働力提供機能を有する構造となっ

ている。  

⑥  就学圏は就業圏と概ね同様の傾向を示す。「ウチ」では職住一致住民の割合の高さに

関係してか自宅近隣のアクセス性の高い就学地が指向される一方、「ウチ」および「ウ

エ」では親が比較的遠方に就業するのに関係し、子供の送迎の都合で遠方の就業施

設に通学している可能性を示唆している。  

⑦  消費施設への移動割合は「ソト」・「ウチ」と比較して「ウエ」の住民が低いが、消

費圏では「ウチ」が低い。「ソト」の住民は自らが卸売・小売等の消費空間を提供し

つつ自ら消費活動の一部は中心市街地周辺の消費核で行い、「ソト」の住民は就業・

就学活動の付随活動として居住街区外で消費活動を行い、「ウチ」の住民は比較的就

業・就学圏が狭いことに合わせて居住街区近隣での消費活動を行っていると考えら

れる。  

3.6.3. 考察  

ショップハウス街区の特性および計画的な知見に関する考察を以下に整理する。  

①  職住近接型の生活行動が必ずしも優勢ではないが、特に地上階の街路に面した外縁

では職住一致型の生活形態が残り、居住機能を提供する上階と対比して、地上階・

街区外縁－地上階・街区内部－上階の「ソト－ウチ－ウエ」の 3 段階の生活圏を持

つ。  

②  生活圏の段階性とは対象的に、多様な世帯が街区空間に広く分布しつつも、高所得

世帯が地上階・街区外縁に、低所得世帯が上階・街区内部に分布し、異なる背景を

持つ多様な世帯を包含している。  

③  街区特性の形成にショップハウスが果たす役割のひとつとして、多様な居住者のニ
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ーズやライフステージに柔軟に対応することで、需要の変化に柔軟に適応する街区

空間の形成、つまり街区の持続性に寄与する可能性があると考えられる。  

④  AD 調査地区は、路肩が駐車場として利用され実質対向１車線と道路容量が低い。当

該地区の用途純化は、地区全体で職住機能の分離を招き「ウエ」型の広域就業形態

を優勢にするとともに、高度利用化は地区の発着トリップを増加させ道路容量を圧

迫すると考えられる。またトンレ・サップ川沿いの観光地化の進展により消費空間

の需要の高まりが想定されるため、「ソト」に対応する街路型店舗は、卸売業からサ

ービス・飲食への商業形態等の変化の可能性があるものの、消費需要そのものは引

き続き継続すると考えられる。  

⑤  各種の交通施策に加えて、比較的道路が広く街区規模が大きい環状道路沿線等に都

市の主要な就業機能を分担させるとともに、当該地区は密度を保ちながら高度化を

避け、街区空間の用途配分調整により「ソト・ウチ・ウエ」の街区特性を維持する

ことは、労働力提供機能と職住近接性を維持し、都市の開発・成長と持続性を両立

するためのひとつの方策になると思われる。観光価値の向上も考慮すると、ショッ

プハウス街区の保全と継承はプノンペンの街並み形成にも寄与すると考えられる。  
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4.1. はじめに  

4.1.1. 研究の背景  

ショップハウス街区では、日常的な生活の場として外部空間が利用され、歩道や路地

では早朝から夜間まで様々な活動が行われている。外部空間に活動が発生することで街

に賑わいが発生するとともに、住民の生活の場として利用されている。  

ショップハウスの特徴のひとつとして挙げられるベランダウェイが挙げられる。ラッ

フルズによるシンガポールの第二次都市計画における華人居住区への導入が最初とされ

1、街路景観の統一と防火対策を目的として 5 フィート（約 1.5m）の連続アーケードが

形成された。中華圏では騎楼（北京語）や亭仔脚（台湾語）と呼ばれ、台湾では日本統

治時代に発行された都市計画令において騎楼の設置が義務付けられた 2。街路沿いの建物

の道路に面した 1 階部分を柱廊として幅 3~4m ほど開放し、それが連続してできた空間

を指し 3、遮陽・避雨のための環境装置、自動車の往来との分離による安全装置、歩行者

動線の整理による交通機能に限らず、ベランダウェイに面する商店や歩行者にとっての

公私の中間的な領域として認知され、多様な仮説的要素の導入による賑わい創出と人々

の誘引の好循環を生んでいる空間として位置付けられている 4。  

このように、ベランダウェイの役割が評価される一方で、第 2 章で確認した通り、プ

ノンペンのショップハウス街区にはベランダウェイは存在せず、 3~6m の比較的広幅員

の歩道が街区外縁に配されている。歩道はショップハウス街区が外部と接する境界域で

あり、街路に開放された歩道の役割を明らかにすることは、ショップハウス街区の役割

を定めるうえで重要と考えられる。  

他方、ショップハウス街区内部に配される路地空間は、近隣住民のための通路である

と共に、住民同士の交流や住要求を空間的に補完するものとして評価されてきた 5。また

中層集合住宅の共用空間は路地的な機能を提供する空間装置として認識され、空間計画

に関する研究が模索されてきた 6。  

東南アジア諸都市に分布するショップハウス街区では、その開発形態により自然発生

的な街区形成から計画的街区開発まで段階的発展過程が報告されている 7。プノンペンの

ショップハウス街区は単純な背割り型街区から複雑な路地を内包する複合型街区まで多

                                                  
1  参考文献 1 を参照。  
2  参考文献 2 を参照。  
3  参考文献 3 を参照。  
4  参考文献 4 を参照。  
5  あふれ出しと住民のコミュニケーションとの関係については参考文献 5 を、路地による住要求の

空間的補完については参考文献 6 を参照。  
6  中層集合住宅の領域研究の系譜については参考文献 7 を、共有空間の活用を意図した設計および

研究としては参考文献 8 および 9 を参照。  
7  参考文献 10 を参照。  
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様な空間を形成し住民の生活の場として機能している 8。路地はショップハウス内の共有

空間とともに公共空間として管理され 9、住居と路地が渾然一体となった街区空間を形成

している。  

ショップハウスの老朽化と敷地を合筆した高層集合住宅や施設建設が進展するなか、

将来の街区空間の再編・保全に備え路地の重要性が高まると考えられる。路地空間にお

いて人々の活動を誘発するまたはしない空間的要因を明らかにすることは、路地空間の

適切な計画手法の確立の一助になると考えられる。  

4.1.2. 既往研究  

ベランダウェイおよび騎楼の役割に関する研究としては、騎楼に配される物品等の仮

説的要素が都市に公私の中間領域を形成し、多様な仮説的要素が街に賑やかさを形成し

ていることが指摘されている 10。クアラルンプールでは、ショップハウスのベランダウ

ェイにおける露店活動の実態が報告され、ショップハウス街区の持つ柔軟な市街地の空

間構成が露店の偏在を可能にしていることが指摘されている 11。  

プノンペンと同様にベランダウェイを持たない歩道の研究としては、フランスの植民

統治時代に建設され、都市形成初期からの姿が残りながらも観光化等の影響が街路空間

を変容させつつあるフエ（ベトナム）において、商店からのあふれ出しと露店が街路で

の活動に影響を与えている実態が報告されている 12。バンコクでは、歩道に立地する屋

台を対象に、それらの相互関係により自生される「ローカルコード」の存在が秩序を形

成している事に加え、多様な種類の屋台による時間帯別の利用形態の違いがひとつの場

所に入れ替わり存在する事で都市の表情を形成していることが指摘されている 13。  

東・東南アジア諸都市で研究の蓄積が進むなか、ショップハウスで構成されながらベ

ランダウェイを持たないプノンペンのショップハウス街区に着目した研究、また歩道と

路地の双方の役割の比較に着目した研究は少ない。ベランダウェイというショップハウ

ス特有の空間を持たないことは、逆説的に、プノンペンのショップハウスをより一般的

な中層集合住宅という建築類型として位置付けることとなる。ショップハウス街区にお

ける歩道と路地の双方の利用実態の共通性と相違点を明らかにすることは、ショップハ

ウス街区の役割を同定するうえで重要と考えられる。  

                                                  
8  参考文献 11 を参照。  
9  本研究の現地調査で実施したサンカト（ Sangkat、日本の町に相当）職員へのヒアリングによると、

街区外縁の歩道はプノンペン特別市が管理する一方、街区内の路地およびショップハウス内の廊

下などの共用空間はサンカトが管理している。住民登録は住戸単位で行われ、共用空間に住民の

所有権は付与されないが、実態として路地や共有空間に面する住戸の住民が優先的に利用する権

利を有している。  
1 0  参考文献 4 を参照。  
1 1  参考文献 12 を参照。  
1 2  参考文献 13 を参照。  
1 3  参考文献 14 を参照。その他にも海外における屋台に関する研究として参考文献 15–19 等が挙げら

れる。  
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また、路地は歩道から街区内部に引き込まれる連続的空間であるが、騎楼空間の重要

性に加え、騎楼住宅の裏にある低層住宅群が形成する路地空間のコミュニティ形成機能

の重要性が指摘されている 14。騎楼街区の外部空間とその利用実態との関係については、

街区の空間構成の違いが、住民による屋外のコミュニティ空間としての利用傾向に違い

を生む傾向が指摘されている 15。ここでは、地上階商店の経営者と地域住民が家事・通

行・飲食等の日常生活に必要な行動を、街区外縁の騎楼と接続された路地の一部がくつ

ろぎなどの余暇行為に、その他の路地が通行に利用される傾向が指摘されており、街区

外縁の歩道と路地の違いについて考察されている。しかし、路地空間と活動の対応関係

を直接的に評価した研究は少ない。  

路地空間とあふれ出しの関係に着目した研究としては、両者の関係を統計的に検討し

た研究として青木らの研究が挙げられ 16、通り抜けが可能な路地がそうでない路地より

もあふれ出しが多いことを示した。八木ら 17は路地空間の類型化を発展させ、路地の面

的・線的空間単位の組合せから路地空間を類型化したうえで私的・公的利用の傾向を検

証し、面的単位空間の有無、通過性、階層性が路地の利用に影響を持つ傾向を示した。

佐久間ら 18はスペースシンタックス理論を用い街路の奥行きとあふれ出しの表出度との

関係を分析し、奥行きの深い密集市街地において表出が多い傾向を指摘した。  

他方、本研究の背景に照らし合わせると、上述の研究の課題として順番に①「あふれ

出し率」と「通り抜けの可否」のみを対象としており評価可能な空間特性が限られる、

②路地空間の形態的特性と活動との関係を分析する一方、空間の形態類型化には研究者

の洞察力および属地的な特性に依拠しており、空間の情報化および地域間比較の観点か

ら普遍的な適用が困難である、③ネットワーク分析手法により街路に数量的操作性を付

与しながらも、路地特有の空間特性の表現および空間の連続的な変化の考慮に課題があ

る 19。  

4.1.3. 研究の目的と意義  

研究の背景と既往研究を踏まえ、本章では、調査対象地内の街区において外部空間の

利用が活発な街区の歩道と路地における物品と人々の活動を対象とした実測調査から外

部空間の利用実態を分析し、ショップハウス街区における歩道と路地の役割を明らかに

する。歩道の賑わい形成におけるショップハウスからのあふれ出しと屋台などの仮設的

                                                  
1 4  参考文献 20 を参照。  
1 5  参考文献 21–23 を参照。  
1 6  参考文献 24 および 25 を参照。  
1 7  参考文献 26 を参照。  
1 8  参考文献 27 を参照。  
1 9  近年は参考文献 28 のようにスペースシンタックス理論で用いられる空間指標に加えて街路幅員等

の空間情報を組み込んだ研究も存在する。その点で本研究と親和性の高いアプローチであるが、

本研究とは対象とするスケールおよび空間の連続的な変化を扱う点に違いがある。  
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な空間要素の果たす役割に対して考察を加えるとともに、路地における活動との比較か

ら各空間単位の役割の違いを整理する。  

更に、路地については、プノンペン中心市街地のショップハウス街区内で採取した全

ての路地および活動を空間情報化し、路地の空間的特性を把握するとともに、それらが

人々の活動に与える影響を評価することを目的とする。路地空間を一定の調査分析手法

に基づいて計量化することで、①統計的分析可能性を拡大発展させ、②共通の基盤に基

づいた地域間比較を可能とし、③路地特有の空間情報を連続的に扱うとともに説明変数

の継続的拡張が可能となることが期待される。路地空間情報の解析粒度を向上させ各種

統計手法の適用可能性を高めることで、将来的には路地のデザインコードなどの検討の

一助とし、現況再現シミュレーションのための数理モデルの構築による路地計画の評価

などへ発展する可能性を持つ点に、本研究の特徴と意義があると考える。  

以上の分析を通じて、外部空間の役割を整理し、構築環境を維持・継承するための適

切な街区空間計画に向けた知見を考察する。第 4.2 節では、歩道と路地の利用実態分析

を通じて、ショップハウス街区における外部空間の役割を明らかにする。第 4.3 節では、

路地空間と住民の活動の空間情報化を通じて、住民の活動を誘発する空間的要因を評価

する。第 4.4 節において、分析を踏まえ住居および路地の配置計画に関する知見と考察

を行う。  

4.1.4. 研究の方法  

(1) 調査内容 

調査対象地はフランス植民統治初期の 1860 年代から形成され、 3~4 階建ての中層シ

ョップハウスで街区が構成される。棟数、戸数は街区により異なるが、間口約 4m、奥

行き 20m 程度のユニットが水平・垂直方向に連続し、道路と歩道の間に幅員 4～5m 程

度の歩道が配され、ショップハウスの住棟間などから街区内の路地に入る。歩道に面し

た地上階は主に商店や飲食店として利用され、歩道は商店などからあふれ出す商業活動

や駐車場として利用される。街区の長手方向に対して短手方向が短い場合はショップハ

ウスが背割りで配置され、裏手には勝手口や上階へ至る階段室が配される場合が多い。

長手と短手の両方が同程度や街区規模が大きい場合は街区内の空地に住宅が建込み、そ

れぞれの住宅への入口が配される。  

本章の分析は、第 3 次~第 6 次現地調査で実施した外部空間利用に関する現地調査な

らびに第 8 次~第 9 次現地調査における調査対象地区内の全路地を対象とした実測およ

び全天球写真撮影調査に基づく（表  4-1）。調査対象地を図  4-1 に示す。  

歩道および路地を対象とした実測調査では、外部空間における活動が活発な 27 番街

区を対象に、歩道および路地に存在する全ての物品および人々の活動を実測した。  

路地を対象とした調査では、調査対象地に立地する 31 個のショップハウス街区を対
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象に現地調査で得た情報に依拠する（表  4-1）。調査対象地区内の 36 の街区のうち、公

共施設や市場に専有される 5 つの街区を除いた 31 の街区を対象に、街区内にある全路

地の実測および全方位撮影からストリートビューを開発し、実測図面とストリートビュ

ーから路地の活動および路地に面する建物入口情報を取得した 20（図  4-1）。  

表  4-1 調査内容  

節  調査対象  調査内容  現地調査  

4.2 外部空間利用  

27 番街区のショップハウ

ス 83 戸、歩道の活動 42 個、

路地の活動 107 個  

実測調査・写真撮

影  
第 3~6 次  

4.3 
路地の空間構成と

住民の活動  

調査対象地区内の 31 街区

の路地（計 5,314m）に存在

する 2,339 個の活動  

実測調査・全天球

写真撮影  
第 8~9 次  

 

(2) 空間情報データベースの構築 

路地における空間と活動の対応関係の分析に当たり、路地、建物および活動 21を空間

情報化した空間情報データベース（以下「空間情報 DB」）を構築した。①実測図面をも

                                                  
2 0  カンボジアは 2 月の華僑向けの旧正月と 4 月のクメール正月が主要な正月ではあるが、季節的な

特異性を避け一般的な路地の利用状況を把握するため、季節変動が考えられる年末年始および休

日を避けた日中に写真撮影を実施した。  
2 1  本研究では、「路地で観察された人々のアクティビティまたは路地に配置された用途を持つ物品の

まとまり」を「活動」として定義した。そのため、1 日のなかでの活動量の変動は考慮しておらず、

物品の用途から推測される活動を実際の活動と同義のものとしている。  

 

図  4-1 調査対象地  
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とに路地の外形線を GIS で作図し、そこから路地の中心線 22を生成して後述の空間情報

等を属性情報として格納した。②路地で観察された活動と建物入口を GIS に入力して属

性情報を入力し、③路地の中心線に活動および建物入口の属性情報を付与した（図  4-2）。 

活動属性には活動種と活動面積を入力し、活動種は現地調査で確認された生活系 8 種、

商業系 5 種に分類した（表  4-2）。建物入口の属性には、入口の種類を 4 種、建物 1 階

の用途を 3 種、扉の開閉状況 2 種を設定した（表  4-3）。活動に影響を与えうる空間的

要因は多数考えられるが、本研究では図面から計算が可能かつ基礎的な空間情報として、

幅員 23と路地種 24（図  4-3）、累積屈折角度と最短経路距離 25（図  4-4）を採用した（表  4-4）。

最後に、中心線の幅員から生成したバッファに含まれる活動と建物入口が当該路地に属

すると判断し、それらの属性情報を空間結合により路地中心線に格納した。  

 

 

                                                  
2 2  路地の集計・分析単位は「路地中心線」であり、中心線に格納した各種属性情報を対象に集計を

行っている。路地の幅員、建物入口や活動など場所により異なる空間条件を表現するため、中心

線を約 1m 間隔のリンクとして生成した。中心線の生成法については参考文献 29 を参照。なお、

既報では中心線ではなく路地上に作成した 50cm 四方メッシュを用いたが、メッシュ毎に活動の有

無を区分すると活動の領域姓が表現できないため、本研究では中心線の幅員から生成したバッフ

ァを利用して領域性を表現した。  
2 3路地中心線から路地外形線に引いた複数の垂線の距離の合計を本数で除した値を幅員と定義する。 
2 4  「路地入口」は路地の入口に面する中心線の幅員から生成したバッファに含まれる路地中心線を、

「交差点」は路地の交差点で交差する中心線の幅員から生成したバッファに含まれる路地中心線

を対象と定義する。  
2 5  街区外縁の歩道から路地に入る空間を路地入口として定義し、そこから各路地中心線への最短経

路を探索し、その最短距離を各路地入口から累積した値を「最短経路距離」と定義する。また、

最短経路の通過時に路地が折れ曲がる場合、その屈折角度を累積したものを「累積屈折角度」と

定義する。前者は路地空間の奥行きを、後者は折れ曲がりを表現する。これらを組合せることで、

路地入口から同じ距離でも、複数の折れ曲がりを経た路地とそうでない路地の違いを表現できる。 

 

図  4-2 空間情報 DB の生成プロセス  

Field Survey

1.Measurement
• Alleyways
• Building entrances
2.Omnidirectional 

photo shooting
• Activities
• Street view

Development of Spatial Information

Alleyway (Polygon & line)

• Drawing outline of 
alleyways

• Producting center lines
• Computation of spatial 

attributes

Building (Point)

• Plotting location
• Inputting attributes

Activity (Polygon & point)

• Plotting location and 
outline

• Inputting attributes

Integration

• Spatial join of building 
and activity information 
into center lines

Image of spatial data

Alleyway
Activity
Approach to alleyway from sidewalk
Entrance of buildings
Center line of alleyway

Statistical Analyses

• Basic tabulation
• Cluster analysis
• Correlation analysis

Structure  of center lines

ID Width Angle Act_1_2 Ent_type_1
1 0.9 0 2.24 1
2 0.8 0 1.35 3
3 0.9 0 4.43 1… … … … …

n 1.0 40 2.14 2

*Center lines are generated as 
an abstract representative of 
actual alleyways and splited at 
intervals of about 1 meter to 
reflect sequential change of its 
spatial attributes such as width
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表  4-2 活動の属性情報  

Category  1  Category  2  Def in i t ion  

1.  L iv ing 
ac t iv i ty  

1 .  Rest ing,  
chat t ing  

Rela ted ac t iv i t y  or  i tems such as  chai r  

2 .  Cook ing  Rela ted ac t iv i t y  or  i tems such as  charcoal  s tove and 
k i tchen accessor ies  

3.  Eat ing  Rela ted ac t iv i t y  or  i tems such as  food on top  o f  
tab le sur rounded by  cha i rs  

4 .  C leaning  Rela ted  ac t iv i t y  or  i tems such as  broom and laundry  
pole wi th  c lo thes  

5.  Park ing  Motorb ikes  or  b icyc les  parked on a l leyway  

6.  P lants  P lants  located at  a l leyway  

7.  Rel ig ious  
i tem 

Joss s t ick ,  o ffer ing and Buddhis t  shr ine  

8.  Other  Junk i tems as  s torage  

2.  Commerc ia l  
ac t iv i ty  

1 .  Eatery  Rela ted ac t iv i t y  and i tems such as  movab le food 
s ta l l  

2 .  Reta i l  
se l l ing  

Rela ted ac t iv i t y  and i tems such as  miscel laneous  
goods on top  o f  independent  ba lcony  

3.  Serv ice  Rela ted ac t iv i ty  and i tems such as  tab le  for  the  
serv ice  

4.  Park ing  Motorb ikes  on pay park ing lo t  

5 .  Wai t ing  for  
passengers  

Motodop (b ike - tax i )  dr ivers  on motorb ike  

 

表  4-3 建物入口の属性情報  

Type of  en t rance  Usage of  ground f loor  Status  

1.  Ful l -open door  across  f rontage of  bu i ld ing  1.  Res idence  1.  Opened  

2.  Door  2 .  Commerc ia l  2 .  C losed  

3.  Access to  the ground and/  or  upper  f loor  3 .  Other /  unknown   

4 .  Other /  unknown     

 

表  4-4 路地の属性情報  

At t r ibute  Def in i t ion  Data Type  

Width  Width of  a l ley  Doub le  

Type 1.  Passable,  2 .  approach to  a l leyway,  
3 .  in tersec t ion  and 4.  dead -end 

In teger  (dummy var iab le)  

Angle  Accumulat ive ang le  f rom approach to  
a l leyway  

In teger  

Path  d is tance  Accumulat ive d is tance f rom approach 
to  a l leyway  

Doub le  

Act iv i ty  
(area,  count)  

Area and number  of  ac t iv i t ies  at tached 
to  each segment  

Doub le,  in teger  

Ent rance 
(count)  

Number  of  ent rances by  at t r ibute  
at tached to  each segment  

In teger  
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図  4-3 路地種の定義  図  4-4 最短経路距離および累積屈折角度の定義  

4.1.5. 外部空間利用に関する規制と実態  

外部空間の利用に関する規制と実態を表  4-5 に整理する。歩道はプノンペン市が、街

区内部の路地はサンカトが管理をしており、私的利用は原則的に禁止されているが黙認

されているのが実態である。歩道に面する地上階住民が優先的に使用し、住民以外の者

が商業目的などで利用する場合は地上階住民に賃料を支払うことが多い。これは路地も

同様であり、暗黙のルールとして交通を妨げない程度の範囲を路地に面した住居住民が

優先的に使用し、それ以外の者が使用する場合は当該住民に賃料を支払うことが多い。

住民登録は住居単位となっているため、その範囲外である廊下や階段室などの共有空間

はサンカトが管理をし、私的利用は非推奨ではあるがこれも実態として黙認されている。 

尚、プノンペンの土地法では建物を独立の権利対象とはしておらず、地上階居住者は

土地の権利と不可分であり上階の居住者は住戸単位の区分所有となる。外国人は土地を

所有できないため、地上階の住戸を所有することはできない。  

表  4-5 外部空間利用に関する規制と実態  

空間  管理主体  規制  実態  

歩道  市  

  私的利用禁止  

※歩道に面する住民 （歩 道

前面住民 ）に所有権はな

い  

  市が利用を黙認  

  歩道前面住民以外の者の利用：歩道前面住民へ賃料を支

払う  

※2017 年 8 月：歩道の事業者の強制撤去に関する知事令へ

署名  

路地  サンカト  

  私的利用禁止  

※路地に面する住民 （路 地

前面住民 ）に所有権はな

い  

  路地に面する住民が利用  

  暗黙のルール：交通を妨げない範囲を占有  

  他者が利用する場合は、その空間に面する住民と協議 ・賃

料支払い  

  建物側面の路地：入口や窓がある場合と壁面の場合、利用

開始年等で優先度が変化  

建物  

共有部  
サンカト  

  私的利用は非推奨（増改

築はサンカトの許可制）  

※住居単位の住民登録のた

め、共有部は行政管理  

  近隣住民との関係の中で軽微な増改築を実施（サンカットへ

報告しない）  

  構造に関わる増改築は全面禁止  

※建替え等による新規開発：共有部も含めて開発主体が買い

上げ、住居部を販売して残りの共有部は開発主体に属する  

Approach 
to alleyway

Passable

Approach 
to alleyway

Approach 
to alleyway

Intersection

Passable

Dead-end

Buffer of 
center line

Buffer

Approach to alleyway

Shortest path from 
each approach to each 
segment of center line

15˚

90˚ 90˚

Accumulative 
angle

60˚ 60˚
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4.2. 歩道と路地の使い分け  

4.2.1. 活動類型  

24 番街区を対象に実装調査を行い、歩道沿いのショップハウスの地上階用途と歩道・

路地に存在する全ての活動を実測・写真撮影により記録を行った（図  4-5）。歩道沿いの

ショップハウスを 83 戸、歩道での活動が 42 個、路地での活動が 107 個である。各項に

おける分析の基礎として、用途、活動内容、利用形態、立地等の視点から、以下のよう

に整理した。  

(1) 地上階の用途分類 

ショップハウスの地上階の用途は、以下の 6 種類に分類できる。  

①  飲食業  

地上階を食堂利用し、外部にまで拡張して歩道を利用するもの、地上階の用途とは関

係なく歩道で調理・販売をするものがある。歩道にテーブルとイスを並べて食事空間を

確保するほか、調理機能を持ったリヤカーを歩道に置いてテイクアウト形式にしている

ものもある。地上階とは独立して利用される場合は、リヤカーが車道近くに設置され、

そこで売買が行われる。人が歩道に滞留して歩道に活気をもたらしている。  

②  雑貨  

地上階を雑貨屋として利用し、菓子、食品やジュースなどの軽飲食品から、青果物、

煙草、調味料、石鹸、洗剤など、買い回り品を中心に生活用品など幅広い物品が販売さ

れている。歩道には主に商品棚が陳列され、比較的あふれ出しが多く、客が立ち寄って

利用する。  

③  小売業  

雑貨とは異なり、工具、雑誌、携帯電話、時計、PC など、特定の商品に特化して販

売を行う。商品は店先に束ねられて陳列される場合もあるが、携帯電話や時計など高価

値の品物はガラスの陳列棚に収められ、歩道へのあふれ出しは比較的少ない。  

④  サービス業  

個人病院、学習塾、理髪店、インターネットカフェ、印刷所、くじの販売など、各種

のサービスを提供するもの。店頭に看板を置く場合もあるが、その多くは店内に固定の

業務器具を設置しているため、歩道を占有しての商業活動はあまり見られない。  

⑤  作業所  

工場や服飾業、家電の修理など、１階を主に作業空間として利用するもの。外部空間

への物品のあふれ出しは少ないが、作業を外部で行うなど、従業員の業務空間として利

用される場合がある。
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⑥  住宅  

地上階を住宅のみに利用するものも多数見られる。玄関前に椅子やベンチを置いて休

憩したり、洗濯物を干したりと生活に関連する活動が発生しやすい。また、リヤカーな

どの仮設的な店を住宅の前に置いて商売を行うこともある。  

(2) 地上階と歩道との関係に基づいた利用形態の分類 

地上階と歩道との関係は、地上階内部で完結するもの、外部空間まで拡張して利用す

るものに大別される。その他に、地上階の用途とは関係を持たずに独立し、リヤカーや

仮設的な店舗を利用したものが存在する。以上の 3 種類の歩道の利用形態を以下に整理

する。  

①  内部完結型  

地上階内部で活動が完結しているもの。  

②  外部拡張型  

地上階の活動が歩道まで拡張しているもの。  

③  独立店舗  

地上階とは関係を持たず、リヤカーや仮設店舗を独立して設置するもの。  

(3) 利用者の範囲と内容に基づいた歩道の利用形態の分類 

商業活動における外部空間の利用形態は、利用者の範囲と滞在によって以下の 3 つに

分類できる。  

①  滞在  

食堂など、歩道を店舗利用者に開放し、比較的長時間滞在して利用されるもの。  

②  立ち寄り  

商店など、店舗の利用客に対して開放されており、主に立ち寄る程度の短い時間に利

用されるもの。  

③  私的利用  

店舗の従業員など、店舗関係者にのみ限定的に利用されるもの。  

(4) 生活活動の分類 

外部空間は、商業だけでなく住民の生活活動を展開する場としても利用される。生活

生活は、主に以下の 3 つに分類できる。  

①  調理  

外部空間に七輪や調理器具など置き、食材の下ごしらえや調理を行うもの。  
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②  物干し  

外部空間に物干し竿を置いたり、壁面に紐を吊るしたりして、衣類を干すもの。  

③  休憩  

外部空間に露台や椅子などを置いて、休憩や団らんをしているもの。  

なお生活の単位は、一定の用途のまとまりを持つ活動に含まれる物品や人を含めて 1

個とする。例えば、路地において食堂を営む生活がある場合、調理台、食材、食卓、椅

子、そこで調理や食事をする人を全て含めて 1 個の活動とする。  

4.2.2. 商業・生活空間の形成  

前節で整理した活動類型をもとに、①歩道と路地における活動の分布傾向、②歩道の

利用形態、③独立型店舗の立地、④垂直方向の領域形成の 4 項目について分析を行う。 

(1) 歩道と路地における活動の分布傾向 

①  分析対象  

歩道沿いに建つ 83 間口分のショップハウスを対象に、用途不明 6 間口、住宅 27 間口

を除き、店舗として利用されている 50 間口を選定し、それらの地上階用途を確認した。

街区内に建つショップハウスは、街区外縁に建つショップハウスと同様の間口幅を持つ

ものを対象に、住宅を除いた 9 戸を選定し、それらの地上階用途を確認した。また、歩

道で確認された活動を 42 個、路地で確認された活動を 107 個抽出し、それらの内容を

確認した。  

②  分析軸  

上項で選定したものについて、地上階用途に関しては住宅を除く 5 つの業種を、外部

活動に関しては 5 つの商業、 3 つの生活活動を分析軸として設定した。なお、地上階用

途と生活活動は関係が無いため、分析表において斜線で示している。  

③  分析結果と考察  

分析の結果を表  4-6 と図  4-6 に示す。各活動に関して歩道と路地の占める割合を見る

と、生活活動については歩道が 19%、路地が 71%と圧倒的に路地に生活活動が集中して

いることが分かる。また、雑貨については歩道が 36%、路地が 64%と路地が多くを占め

るが、飲食については歩道が 61%、路地が 39%となる。その他の小売、サービス、作業

については全て歩道の占める割合が高い。  
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表  4-6 歩道と路地における活動内容の比較  

 

歩道 作業 飲食 雑貨 サービス 小売 休憩 物干し 調理 合計

１階業種 11 13 5 17 4 50

外部活動 2 4 3 12 1 15 3 2 42

合計 13 17 8 29 5 15 3 2 92

路地 作業 飲食 雑貨 サービス 小売 休憩 物干し 調理 合計

１階業種 0 1 8 0 0 9

外部活動 1 10 6 1 1 18 47 23 107

合計 1 11 14 1 1 18 47 23 116

商行為 生活行為

 

 

 

図  4-6 歩道と路地における活動内容の比較  

分析結果から、歩道には不特定多数の利用者を対象とした小売業やサービス業が多く

分布するが、路地は雑貨等の買回り品の販売及び住民の生活活動が多く分布している事

が分かる。歩道は外来者を対象とした商業の場として、路地は近隣住民の生活の場とし

て利用されており、ショップハウス街区の外縁と内部において使い分けられていること

が分かる。  

(2) 歩道の利用形態 

歩道で確認された商業活動の利用形態を分析し、による賑わいの形成手法について、

の 3 つの視点から分析する。歩道沿いの地上階店舗と歩道の利用形態の関係について、

分析の手順と結果を以下に整理する。  

①  母集団と分析軸の設定  

歩道沿いに建つ 83 戸のショップハウスの地上階について、用途不明 6 戸、住宅 27 戸

を除き、店舗として利用されている 50 間口を選定し、それらと利用形態分類との対応

関係を分析する。  

②  分析結果と考察  

分析の結果を、図  4-7 に示す。「内部完結型」は、 32 間口のうちサービス行が 17 間

口、作業所が 7 間口、小売が 4 間口、飲食が 3 間口、雑貨が 1 間口であり、サービス、
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作業所の占める割合が大きい。19 間口ある「外部拡張型」のうち、「滞在」は 11 間口中

10 間口が飲食で 1 間口がサービス業あり、次いで「立ち寄り」は 4 間口中 4 間口の全て

が雑貨、「私的利用」は 4 間口中 4 間口の全てが作業所である。  

これらの利用形態が賑わい形成に与える効果を表  4-7 に整理する。飲食業と雑貨販売

が歩道の賑わい形成に寄与すると共に外来客に対する滞留空間を提供し、サービス業、

小売販売、工場は歩道の傾向が低く、また従業員等の限られた範囲でしか利用されない。

歩道の賑わいは、ショップハウスの狭い間口が連続し、「外部拡張型」の業種が歩道まで

拡張して利用することで形成される。「外部拡張型」の店舗が外来者の滞留行動や休息に

利用されることで、物品だけでなく、人の活動を歩道に発生・滞留させる要因となって

いる事が分かる。  

 

図  4-7 歩道の利用形態類型と業種の関係  

表  4-7 歩道の利用形態類型による賑わい形成  

利用形態  
利用の

性格  
賑わい形成  

内部完結型  関連なし  賑わい形成には寄与せず  

外部

拡張

型  

滞在  公的  
外 来 者 の訪 問 を促 し、団 らん、食

事、休息などの滞留行動を誘発  

立ち

寄り  
公的  

外来者の訪問を促し、商業活動によ

る賑わいを形成  

私的

利用  
私的  

活動の外部化は見られるが、利用

者の範囲は限定的  

(3) 独立型店舗の立地 

歩道の賑わいは、地上階店舗からのあふれ出しだけでなく、歩道に点在する独立型の

店舗もその形成に寄与している。独立型店舗の立地特性とそれらが賑わい形成に与える

影響を分析する。  

①  母集団と分析軸の設定  

歩道で確認された 22 個の独立型店舗について、その立地特性を以下の 3 つに分類す

る。  

 

 

  サービス   工場   小売   飲食   雑貨 

(a)内部完結型:32 (b)外部拡張型:19

(i)滞在:11 (ii)立ち寄り:4 (iii)私的利用:4

4 17 7 4 1 4 1 3 10 
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1.  完結型付着  ：  内部完結型の店舗または住宅に付着するもの。  

2.  拡張型付着  ：  外部拡張型の店舗に付着するもの。  

3.  壁面付着  ：  ショップハウスの壁面および閉鎖している地上階全面に付着す

るもの。  

②  分析結果と考察  

以上の分類をもとに、独立型店舗の立地状況を分析した（図  4-8）。独立型店舗 22 個

のうち、完結型付着が 17 個（44%）、拡張型付着が 13 個（33%）、壁面付着が 9 個（27%）

であった。全数のうち、 71％の独立型店舗が室内完結型あるいは壁面に付着している。 

本来、閉鎖された店舗や壁面は賑わいを減衰させる要因であるが、独立型店舗がそれ

らの場所に付着することで、賑わいの連続性を補完していると言える。また、残りの拡

張型付着についても、地上階に不足または地上階とは異なるサービスを提供することで、

賑わいの形成に寄与していると言える。  

 

図  4 -8 独立型店舗の立地比較  

(4) あふれ出しの断面立地 

地上階店舗からのあふれ出しと独立型店舗により歩道の賑わいが形成されるが、歩道

の断面位置により均質な幅員に異なる領域を形成している。以下にあふれ出しによる歩

道の領域形成について分析する。  

①  母集団と分析軸の設定  

外部拡張型と独立型店舗は、歩道の断面立地により「店舗側」、「歩道全面」、「車道側」

の 3 種類に分類できる。各類型における外部拡張型と独立型店舗の割合を分析した。  

②  分析結果と考察  

分析結果を見ると（図  4-9）、「独立型」の店舗が全ての断面に立地するのと比較して、

「外部拡張型」は店舗側か歩道全面のみを利用している。「外部拡張型」が店舗側と歩道

全面を利用し、「独立型店舗」が車道側を中心に各断面に分布する事で、道路軸に対して

垂直方向に奥行きのある空間利用をしていると言える。  

 

  完結型付着   拡張型付着   壁面付着 

(c)独立店舗型:22 移動型

常に移動し、多用なサ
ービスを提供する。

(i)完結型付着 (ii)拡張型付着 (iii)壁面付着

17 13 9 
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図  4-9 外部拡張型と独立型活動の歩道断面立地  

(5) まとめ 

歩道には不特定多数の利用者を対象とした小売業やサービス業が分布し、路地は雑貨

等の買回り品の販売及び住民の生活活動が分布する事で、歩道が商業、路地が生活の場

とした表と裏で異なる生活圏が形成されている。歩道沿いのショップハウスの地上階店

舗による歩道の拡張利用により、①飲食業と雑貨販売が外部の賑わい形成に寄与すると

共に外来客に対する滞留空間を提供し、サービス業、小売販売、工場は外部利用の傾向

が低い。②独立型の店舗がショップハウスの壁面や空地などに分布する事で賑わいの連

続性を補完すると共に、地上階店舗とは異なるサービスを提供して賑わい形成に寄与し

ている。更に、③地上階の店舗が建物側と歩道前面に位置し、独立型店舗が車道側に分

布する事で、均質な幅員の歩道に、垂直な奥行き空間を形成している。これらの賑わい

の特性は図  4-10 のように整理できる。  

 

図  4-10 歩道の賑わい形成  
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4.3. 路地の空間構成と住民の活動  

4.3.1. 路地と活動の分布傾向  

(1) 基本的傾向 

i. 調査結果の概要 

各路地で確認された生活系・商業系別の活動の分布状況を図  4-11 に、街区単位の路地、

建物入口分布の概要および活動種別の集計結果を表  4-8 に示す。調査対象の 31 個の街

区全体で、路地延長 5,314m、活動数 2,339 個（面積 2,026m2）、建物入口 1,595 個が確

認された。路地面積 12,636m2 に対して活動面積は 2,026m2 であり、路地の 16%が住民

の活動に充てられている。各街区の建物と路地を含めた面積は最小 2.4ha、最大 11.6ha、

平均 6.7ha(標準偏差 2.3ha)、路地面積は最小 79m2、最大 1,594m2、平均 433m2（標準

偏差 310m2）、路地延長は最小 24.5m、最大 609.6m、平均 180.2m（標準偏差 111.5m）

と、街区面積と比較して路地面積・延長のばらつきが大きい。  
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図  4-11 街区内の路地および活動の分布  
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ii. 活動種別の多寡および路地面積との関係 

活動種別では、総活動面積 2,026m2 に対して生活系の活動面積が 1,626m2 と全体の

80%を、商業系が 400m2 と全体の 20%を占めており、生活系の活動が優勢である。生活

系では「駐車」が 745m2（37%）と最も多く、「その他」294m2（15%）、「団らん」201m2

（10%）と「洗濯・掃除」86m2（10%）とで全体の 71%を占める。商業系の大半は「小

売」174m2（9%）と「食堂」165m2（8%）が占める。活動面積を路地面積で除した活動

密度は最小 0.03、最大 0.26、平均 0.16（標準偏差 0.05）である。  

活動面積は、最小 3.7m2、最大 261.3m2、平均 69.4m2（標準偏差 52.4m2）とばらつ

きが大きいが、常識的な結果として路地面積に比例して活動面積も増加している（図  

4-12）。活動密度の高低と路地・活動面積との間には明確な関係が見られないため、活動

と路地空間属性との対応関係の検証が必要である。他方、路地面積と路地が街区に占め

る割合 (路地占有率 )には相関的な傾向が見られるものの、街区面積との間には対応関係

が見られない（図  4-13）。街区の規模に比例して同一幅員の路地が一定割合で最小限に

配される（路地占有率が一定になる）のではなく、街区内の建て詰まり方には多様性が

あり、背割り路地の複合化や広幅員の路地の形成など、より複雑な空間を形成する余地

があるものと考えられる。  

  

図  4-12 路地面積と活動面積の分布  図  4-13 路地面積と路地占有率の分布  
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iii. 建物入口の分布 

路地および建物入口の属性ごとの集計結果を表  4-9 に示す。建物入口は最少 4 個（街

区 21 番）、最多 204 個（街区 27 番）、平均 54.6 個（標準偏差 36.7 個）とばらつきが大

きい。街区番号 21 は一部の路地が閉鎖され内部にアクセスできず外に開放された路地

が限られていることが原因である。街区番号 27 番は背割り線が東西方向に複数本配さ

れ、街区内に低層の住宅が多数建て込むことで入口数が多くなっている。一般的に建物

入口数が多くなると路地への開放性が高まり、人々の活動を誘発し易いと考えられるが、

建物入口数は路地面積に比例している一方、前節の活動面積と同様、活動密度と建物入

口数の間に明確な分布傾向は認められない（図  4-14）。  

建物入口の種別分布は、地上階へのアクセスが間口一杯に広がるもの（以下「広間口

型」）よりも「開き戸型」が多く 41、前者が 181 個（11%）に対して後者が 1,094 個（69%）

を占める。「広間口型」よりも上階へアクセスする「階段室」が 14%と多い。  

 

                                                  
4 1  プノンペンのショップハウスは、間口が 4m 程度で奥行きの長いユニットが隣と壁を共有して建ち

並ぶ。間口一杯に開く扉を「広間口型」、一般的な開き戸を「開き戸型」と定義する。  
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iv. 路地の属性別分布 

路地の総延長 5,314m のうち、幅員別では 1~2m が 2,308m（43%）と最も高い割合を

占め、幅員が広がるに連れてその割合が下がる（図  4-15）。累積屈折角度は、「 0 度」（折

れ曲がりなし）が 2,928m（55%）と全体の半数以上を占め、「 90~179 度」 (折れ曲がり

1 回から 2 回未満に相当 )が 1,698m（32%）、「180~269 度」（折れ曲がり 2 回から 3 回未

満に相当）が 329m(6%)、「1~89 度」（ 90 度未満の緩やかな折れ曲がり）が 221m（4%）、

「270 度以上」（ 3 回以上の折れ曲がりに相当）が 138m（3%）である。最短経路距離は、

路地入口から「 20~30m」の距離にある路地が 1,254m（24%）と最も多く、次いで「 10~20m」

が 1,051m（20%）、「0~10m」が 983m（18%）、「30~40 m」が 920m（17%）、「40~50m」

が 565m（11%）と続き、50m までで全体の 90%を占める（図  4-15） 42。路地種は「通

り抜け路地」 2,206m（42%）と袋小路 2,367m（45%）が全体の 87％を占め、「路地入

口」が 184m（3%）、交差点が 556m（10%）となっている。前節で述べた路地延長の増

加に伴う路地の複雑性の変化を確認するため、路地幅員の分布を図  4-13 に掛け合わせ

たところ、路地面積の広い街区ほど幅員のバリエーションが増え、より多様な路地空間

と単純な路地空間が併存していることが分かる（図  4-17）。  

  

図  4-14 活動と入口の分布  図  4-15 路地幅員分布  

                                                  
4 2  幅員と最短経路距離の階級値は (x,y]の開区間、閉区間（ x より大きく y 以下）と定義する。  
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図  4-16 最短経路距離の分布  図  4-17 路地面積と活動占有率分布における

路地幅員の割合  

(2) 路地の空間属性と活動密度の分布 

路地の空間属性 (幅員、最短経路距離、累積角度、種類 )ごとの活動密度の分布傾向を

確認する 43。  

i. 幅員 

路地の幅員と活動密度の分布を見ると（図  4-18）、図  4-15 で示した路地延長では

1~2m の狭幅員路地が最も多いのに対して、広幅員になるほど活動密度が高くなること

が分かる。幅員が 2~6m の範囲では大きな差は見られず、広い路地がより活用される傾

向にあると言える。活動種別の分布は、生活系では 5~8m で「団らん」の割合が 23~36%

と高く、「その他・物置」が 0~1m で 53%、7~8m で 40%となっており、狭いまたは非

常に広い空間が物置として利用される傾向がある。「駐車」はほぼ全ての幅員で割合が高

い。商業系は 2~4m で「食堂」の割合が 7~10%と若干であるが高く、 6~7m で「小売」

が 16%と高い。  

                                                  
4 3  路地中心線に格納された空間属性と活動情報を用いて集計をするため、活動面積ではなく活動密

度を計算し、比較可能な単位へと変換したうえで比較をした。  
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図  4-18 路地幅員別の活動密度  

ii. 最短経路距離 

最短経路距離と活動密度の分布は（図  4-19）、図  4-16 で示した路地延長では 25~30m

を頂点になだらかに下降するのと比較して、 70~90m で若干密度が下がるものの概ね

0.15 程度で横ばいとなっている 44。活動種別に見ると、生活系では「駐車」がほぼ全て

の距離で高い割合を示すのは幅員の場合と同じである。商業系では「食堂」の割合が

0~10m で 14%と他より少し高い一方、「小売」も 20m まで 10%程度と少し割合が高い

ものの、 70m まで薄く広く分布している。  

 

図  4-19 最短経路距離別の活動密度分布  

                                                  
4 4  最短経路距離 90~100m が非常に高い活動密度を示しているが、実際には路地延長が 10m 程度の

奥まった路地に複数の物品が重ねて置かれているために密度が高くなっている例外的なものであ

る。  
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iii. 累積角度 

路地入口からの累積角度と活動密度の分布を見ると（図  4-20）、路地の総延長に対し

て 270 度以上の路地が占める割合は 3%（138m）程度であるが、269 度までの活動密度

が 0.15 程度なのに対して 270 度以上の路地のみ 0.24 と高い割合を示しており、街区の

奥まった路地が比較的高密度に利用されていることが分かる。活動種別では、生活系は

270 度以上の路地で「食事」が 10%と他より高い。「駐車」は他の空間属性と同様に全

ての角度で割合が高い。他方、商業系は「食堂」が 0 度の路地で 6%と他より若干高く

なっており、最短計慮距離と合わせて路地入口に近い浅い場所に分布していると言える。 

 

図  4-20 累積屈折角度別の活動密度  

iv. 路地種 

路地の種類と活動密度の分布は（図  4-21）、「路地入口」のみ活動密度が 0.22 と他よ

り若干高く、活動種別でも生活系の「団らん」が 26%、商業系の「食堂」の割合が 24%

と他より際立って高い。逆に「駐車」は路地の出入りを妨げるためか 17%と他より割合

が低い。「袋小路」は「その他・物置」の割合が 19%と他より高く、「通り抜け」や「交

差点」の交通機能を持つ路地よりも物置として利用される傾向があることが分かる。  
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図  4 -21 路地種別の活動密度  

v. 空間属性と活動の偏相関係数 

活動密度分布と各空間属性との対応関係を、空間属性同士の影響を除いた相関性を評

価する指標として偏相関係数を算出した 45（表  4-10）。生活系の「団らん」は「路地入

口」に対して正の相関を示し、「調理」は「最短経路距離」に対して負の相関を持つが、

「交差点」および「路地入口」に弱い正の相関を持つ。「食事」は「累積屈折角度」に弱

い正の相関を持つといった結果が見られる。商業系では「食堂」と「サービス」が共に

「路地入口」に正の相関を持つなど、前節で確認した傾向が統計的にも有意であること

が確認された。  

他方、実際の空間は個々の空間属性と独立して存在せず、例えば同じ幅員を持つ路地

でも建物入口数や最短経路距離が異なることで個別の空間条件を持つことが容易に想像

される。個々の空間特性と活動との対応関係の検証を通じて、路地空間の多様性に一定

の定義を与え、それと親和的な活動の特定を試みる必要がある。  

 

                                                  
4 5  統計検定の対象となる路地中心線は全街区で 6,994 個あるが、計算の便宜およびサンプル数の増

加による過剰適合を避けるために 500 の中心線を無作為抽出した。なお、サンプル数が 500 の場

合、有意水準（両側確率） 0.05 で偏相関係数の絶対値が 0.0877、有意水準 0.01 の場合に 0.115

以上だと無相関とは言えないとされ、それを基準に有意差を検討した。  
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4.3.2. 路地空間の特徴の類型化  

(1) 路地クラスターの特定 

空間情報 DB で構築した 6,994 個の路地中心線に格納した空間属性情報を用いて路地

空間を分類した 46。クラスター手法および数の決定には、空間の個別性の表現のためク

ラスター数を可能な限り細分化しつつも、類似の空間特性が表れず誤分類が少ないもの

を選定した。分析から得られた 11 クラスターの分布を図  4-22 に示す。各クラスターが

持つ空間属性の平均値から、各クラスターは以下のような空間的特徴を持つことが分か

る（表  4-11）。  

表  4-11 路地クラスターの空間属性平均値  

C
lu
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#
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ild
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g

 

e
n

tra
n

c
e

 

1  2121  1 ,686  (31 .7%)  1 .93  44 .4  0 .0  0 .0  0 .0  1 .0  22 .6  0 .8  Nar row deadend  w i th  1 .9m w id th  

2  436  381  (7 .2%)  2 .39  49 .3  0 .0  0 .0  1 .0  0 .0  27 .3  0 .7  Nar row in te rsec t ion  w i th  2 .4m w id th  

3  135  103  (1 .9%)  2 .52  191 .6  0 .0  0 .0  1 .0  0 .0  45 .8  1 .0  
Nar row in te rsec t ion  w i th  2 .5m w id th  se t  back  
fa r te r  than  c lus te r  2  

4  303  184  (3 .5%)  2 .66  0 .0  0 .0  1 .0  0 .0  0 .0  1 .3  0 .2  
Nar row approac h  to  a l ley  w i th  2 .7m w id th  and  
few bu i ld ing  en t rance  

5  213  155  (2 .9%)  1 .57  256 .7  0 .0  0 .0  0 .0  1 .0  55 .8  0 .5  
Loca ted  a t   the  recesses  o f  b lock  w i th  2 -3  
t imes  tu rn ing ,  1 .6m w id th  and  few bu i ld ing  
en t rance  

6  2243  1 ,683  (31 .7%)  2 .12  22 .3  1 .0  0 .0  0 .0  0 .0  19 .5  0 .6  
Passab le  a l ley  w i th  2 .1m w id th  and  few bu i ld ing  
en t rance  

7  490  338  (6 .4%)  2 .73  148 .9  0 .6  0 .0  0 .0  0 .4  51 .7  1 .7  
Bo th  passab le  a l ley  and  deadend  loca ted  a t  the  
recesses  o f  b lock  w i th  2 .7m w id th  and   
compara t i ve ly  h i gh  dens i t y  bu i ld ing  en t rance  

8  323  255  (4 .8%)  4 .47  60 .8  0 .5  0 .0  0 .0  0 .5  34 .5  3 .7  
Bo th  passab le  a l ley  and  deadend  w i th  4 .5m 
w id th  and  h igh  dens i t y  bu i ld ing  en t rance  

9  300  233  (4 .4%)  3 .44  66 .4  0 .0  0 .0  0 .0  1 .0  52 .4  0 .9  
Deadend  loca ted  a t  the  recesses  o f  b lock  w i th  
3 .4m w id th  

10  312  223  (4 .2%)  5 .63  25 .5  1 .0  0 .0  0 .0  0 .0  23 .3  2 .0  
Passab le  a l leyway  w i th  5 .6m w id th  and  h igh  
dens i t y  bu i ld ing  en t rance  

11  106  71  (1 .3%)  6 .41  69 .5  0 .0  0 .0  1 .0  0 .0  24 .9  2 .8  In te rsec t ion  w i th  6 .4m w id th  

  

                                                  
4 6  距離計算には Euclidean 距離を、分類法には Complete 法を採用した。  
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図  4-22 路地クラスターの分布  

1 群：狭小袋小路（浅）：平均幅員が 1.9m と狭い袋小路で構成される。街区に背割り

またはショップハウスの長手方向に対して垂直方向に引かれるか、複合的な路

地の狭小な部分に位置し、路地総延長の 32%（1,686m）を占める。  

2 群：狭小交差路地（浅）：平均幅員が 2.4m と比較的狭い路地が交差する空間。主に

1 群の交差点に位置し最短経路距離が比較的浅い位置にあり、全体に占める割合

は低い（ 7.2%, 381m）。  

3 群：狭小交差路地（深）：2 群と同程度の幅員を持つが、平均で 2 回以上折れ曲がり

街区の奥にあり、主に 7 群との交差点に位置する。全体に占める割合は 1.9%

（103m）と低い。  

4 群：路地入口：路地入口に位置し、平均幅員は 2.7m、建物入口密度は 0.2 と低く、

全体に占める割合は 3.5%（ 184m）と低い。  
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5 群：狭小袋小路（深）： 1 群と同様平均 1.6m と狭い袋小路だが、平均 3 回弱折れ曲

がり建物入口密度も比較的低い。複雑で延長の長い路地の奥に位置し、全体に

占める割合は 2.9%（155m）と低い。  

6 群：狭小低アクセス性通過路地：平均幅員が 2.1m と狭く、建物入口密度が 0.6 と低

い通過可能な路地。平均最短系呂距離は 19.5m と比較的浅めで主に路地入口か

ら先の進入路に配置され、全体に占める割合は 31.7%（1,683m）と高い。  

7 群：中アクセス性路地：袋小路と通り抜け路地が混在するが、袋小路の 1、5、9 群、

通り抜け路地の 6、10 群と比較して建物入口密度が 1.7 と高いことから別群と

して分類される。 2 回弱折れ曲がった比較的街区の奥に位置し全体の 6.4%

（338m）を占める。  

8 群：高アクセス性広幅員路地： 7 群と同様に袋小路と通り抜け路地が混在し、平均

幅員が 4.5m、建物入口密度が 3.7 と他の群と比較して幅員が広くアクセス性が

高い。全体の 4.8%（323m）を占める。  

9 群：広幅員袋小路：同じ袋小路の 1、5 群と比較して平均幅員が 3.4m と広く、街区

の奥にありながら建物入口密度が 0.9 と比較的アクセス性が高い。全体の 4.4%

（233m）を占める。  

10 群：高アクセス性広幅員通り抜け路地：平均幅員が 5.6m で建物入口密度も 2.0 と

アクセス性の高い通り抜け路地。街区番号 6、8、27 など比較的大規模な街区

に分布し全体の 4.2%（223m）を占める。  

11 群：高アクセス性広幅員交差点：平均幅員が 6.4m で建物入口密度が 2.8 と開けた

空間で構成される路地交差点。 10 群が交差する路地に位置し、路地総延長の

1.3%（106m）を占める。  

以上から、プノンペンのショップハウス街区では 1 群と 6 群が全体の 63.4%（3,369m）

を占めながらも、各空間属性の組合せにより全体として 11 群で構成され、街区内部の

空間は奥行きや折れ曲がり、アクセス性などの指標から複数の特徴的な路地群に分類さ

れることが分かった。結果として、路地入口に属するのが 1 群、交差点路地は 3 群、通

過可能路地は 2 群、袋小路が 3 群、通過可能路地と袋小路が混在する 2 群については街

区内部の幅員およびアクセス性から 2 群に分類された。  
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(2) 路地クラスターと活動の対応関係 

i. 各クラスターの活動密度分布 

前節で特定した 11 群の路地クラスターと活動との対応関係を分析し、活動の生成に

影響を与えるクラスターを確認する。  

まず、生活系および商業系の活動種別クラスター別活動密度を確認した（図  4-23 お

よび図  4-24）。生活系活動のうち「駐車」は多くのクラスターと親和性を持つが、2 群、

3 群、4 群、5 群で活動密度が極端に低い。１群も挟幅員路地だが 2~5 群の合計割合（ 15.5%）

より高く（31.7%）、挟幅員路地でも使用される可能性を示唆する。商業系は 6 群の活動

密度が高い。幅員が狭くとも通過性のある路地（ 6 群）であれば、地上階自宅から物品

を路地に設置して商業を営む傾向があるためと考えられる。  

 
図  4-23 路地クラスター別生活活動密度  

 

図  4-24 路地クラスター別商業活動密度  

ii. クラスターと活動の相関性 

活動ごとに活動面積を目的変数、各クラスターを説明変数とした重回帰分析により、

路地クラスターによる活動面積の説明力および各クラスターの影響力を評価した（表  

4-12）。  
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生活系で決定係数が最も高いのは生活系「駐車」で 0.37 であるが、その他の活動は活

動面積の小ささもあり高い値は示さなかった。生活活動全般で見ると 0.47 と比較的高く

なることから、現在の手法で構築したデータからは、詳細な活動種別での分析までは困

難と言える。他方、全体的には切片（残渣項のため「 1 群：狭小袋小路 (浅 )」と解釈）、

4 群、 5 群、8 群、9 群、10 群および 11 群は有意な差を見せており、特に 8~11 群は推

定パラメータが 2.11~8.92 と他群より際立って高く活動の発生に強い正の効果を持つこ

とが分かる。  

商業系は生活系と比較して更に活動面積が限られ合計でも決定係数は 0.22 と然程高

くはないが、実際の商業活動空間の選択には多様な要因が考えられるところ、少なくと

も 2 割以上は単純な空間属性のみで説明できていると言える。商業系は全体的に 10 群

および  11 群が有意な差を見せ、その推定パラメータも 3.74、3.16 と他のクラスターよ

り際立って高いことから、生活系と比較して広幅員路地が強い正の効果を持つことが明

らかになった。  

4.4. まとめと考察  

プノンペンのドンペン地区中心部を対象にした外部空間の利用実態分析をもとに、街

区空間のの利用実態について、以下の特性を明らかにした。  

4.4.1. 歩道と路地の使い分け  

外部空間の利用実態に関して、以下の結論を得た。  

①  歩道の商業空間化と路地の生活空間化  

歩道には不特定多数の利用者を対象とした小売業やサービス業が分布し、路地は雑貨

等の買回り品の販売及び住民の生活活動が分布する事で、歩道を商業圏、路地を生活圏

とした「オモテとウラ」の街区空間が形成されている。  

②  地上階店舗の拡張と、独立型店舗による賑わいの形成  

歩道沿いのショップハウス地上階店舗による歩道の拡張利用に関して、飲食業と雑貨

販売が外部の賑わい形成に寄与すると共に外来客に対する滞留空間を提供している。サ

ービス業、小売販売、工場は外部利用の傾向が低く、また従業員等の限られた範囲でし

か利用されない。  

また、独立型の店舗がショップハウスの壁面や空地などに分布する事で賑わいの連続

性を補完すると共に、地上階店舗とは異なるサービスを提供して賑わい形成に寄与して

いる。更に、地上階の店舗が建物側と歩道前面に位置し、独立型店舗が車道側に分布す

る事で、均質な幅員の歩道に垂直な奥行きを形成している。  
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4.4.2. 路地の空間構成と住民の活動  

プノンペンの中心市街地に位置する 31 個のショップハウス街区内に位置する全ての

路地、活動および建物入口の情報を  もとに、路地総延長 5.32km（総面積 12,636m2）、

活動面積 2,026m2（2,339 個）、建物入口 1,595 個のデータに各種の属性情報を与えた膨

大な空間情報 DB を構築し、路地空間の客観的評価に必要な共通の分析基盤を提供した

うえで、統計的手法をもとに空間と活動の対応関係を明らかにする試みである。本研究

で得られた結果は以下の通りである。  

①  路地空間の利用率は 16%であり、全活動のうち 80%が生活系、20%が商業系である。

生活系 80%のうち最も活動面積が大きいのが「駐車」の 37%、「その他・物置」が

15%、「団らん」、「掃除」がそれぞれ 10%、その他の活動合計が 9%である。商業系

は「小売」および「食堂」がそれぞれ 9%、8%と大半を占める。路地は第一に住宅

へのアクセスおよび駐車空間として機能しており、駐車利用が可能な空間の確保が

必要である。  

②  広幅員なほど活動密度が高まる傾向がある。「駐車」はほぼ全ての幅員に分布する一

方、「食堂」は 2~4m 程度の幅員に、「小売」は 6~7m、「団らん」は 5~6m の比較的

広い路地に分布する。  

③  最短経路距離が変化しても活動密度は横ばいの傾向がある。「食堂」は 0~10m の比

較的浅い位置に分布する一方、「小売」は比  較的薄く広く分布し、「駐車」は全ての

距離帯で高い割合を示す。累積角度は 270 度以上（ 3 回以上の折れ曲がりに相当）

で活動密度が高くなり、「食事」の占める割合が他より高くなる。  

④  路地種別では「路地入口」の活動密度が相対的に高く、「団らん」と「食堂」の占め

る割合が高い一方で「駐車」の占める割合は低い。袋小路は「その他・物置」利用

される傾向がある。  

⑤  クラスター分析の結果路地は 11 群に分類された。「駐車」は狭小かつ行き止りの路

地および交差点では利用されにくい。「団らん」は建物入口密度が高く広幅員の空間

で発生する傾向。「調理」および「食事」は狭小で一定程度奥まった空間に分布する。

「その他・物置」は広幅員路地または狭小で奥まった空間のどちらかに分布しやす

い。「食堂」は街路との結節点である路地入口に分布する一方で「小売」は街区内住

民を対象とした開けた空間に分布する傾向がある。他方、いずれの商業系活動も最

低限の幅員と住民の通過可能性がある路地では分布する傾向にもある。  

⑥  路地クラスターと活動の相関関係は、路地面積に対する活動面積の絶対量の違いや

使用データの制約から、個々の活動をクラスター毎に説明する程の説明力は見られ

ない。生活系全体で見ると自由度調整済み決定係数は 0.47 と高まり、特に広幅員路

地である 8~11 群は他のクラスターと比較して活動面積に強い正の効果を持つ。商業
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系は決定係数が 0.22 と高くはないが、生活系と類似して 10~11 群は有意な差を見せ

強い正の効果を持つ。  

4.4.3. 考察  

路地の空間構成と住民の活動に関して、以下の計画的知見を得た。  

①  路地に多数の建物入口が存在し、住宅へのアクセス空間として重要な機能を果たす

なか、駐車利用するための適切な空間の配置が必要である。  

②  路地における商業活動と生活活動の共存には、商業利用に適し街区の軸となる広幅

員路地を中心に、一定程度の幅員を保持しながら奥行きと折れ曲がりのある個別的

空間に分散させる計画が望ましい。  

③  特に物置などの未活用空間の割合が分布する奥まった路地に一定の幅員を持たせる

とともに建物へのアクセス性を高めることで、生活系活動における団らんや食事な

どの活動へ転換させられる可能性があると考えられる。  

これらの分析から、街区空間の外側と内側における商業と生活の場としての役割の違

いが明らかになった。ベランダウェイの消失により周辺に開放された歩道は、商業機会

の場として機能すると共に街の賑わいを形成し、街区内部の路地は、アクセス空間とし

てだけでなく住民の生活の場として機能している。また、路地の活動分布には空間との

一定の相関性が認められ、ここから得られた知見をもとに路地の配置計画への還元可能

性があると考えられる。  

他方、本研究で採用したクラスターと活動面積との相関性の検証結果については課題

が残る。活動へ与える影響が予想されるその他の一般的な空間指標（例えば路地の D/H

比）の影響度の検討や、「囲まれた空間」などネットワーク分析では表現が難しい空間属

性の統合などの課題について継続的な検討が必要である。  
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5.1. 研究の結論  

本研究は、「ショップハウスのユニットが積層して形成される街区空間と各空間単位が

相互に連関して形成される空間、およびそれを前提とし住民が街区を住みこなすことで

展開される総体としての居住形態の在り方」を「街区居住」と定義し、持続的な都市居

住モデルとしての役割を明らかにすることを目的として、その空間構成と居住実態を分

析した。各章における主要な結論および知見は以下のとおりである。  

第 1 章では、研究の背景として、東・東南アジア諸国で蓄積されたショップハウス研

究の成果とその調査・分析手法を概観し、ショップハウス街区を構成する住居・外部空

間・景観などの空間要素を包括的に扱うことで都市居住形態の全体性を示し得ることと、

それが都市構造の中で果たす役割を同時に検証することでショップハウスの今日的な役

割を定位できることの意義を説明した。また、ショップハウス研究の方法論における従

来の現地調査の課題として、都市全体の中での位置付けの検証のための広域的な分析が

不十部であること、また空間と活動の対応関係の検証のための定量的検討が行われてい

ないことを指摘し、本研究で用いる研究方法の独自性を明らかにした。  

第 2 章では、フランス統治を起源とする都市形成過程において、ショップハウスが都

市の近代化を目的に導入され、ベランダウェイと後背路を持つ親族一棟居住型の低層内

階段形式を採用したが、独立後の 1950 年代以降はベランダウェイを持たない中層の新

型ショップハウス建て変わることで現在の街並みの基盤を形成し、後背路に階段室を設

け多世帯居住に対応し、路地が住居への主要経路として重要となった事を指摘した。ま

た、現地調査の分析から新型ショップハウスが 1 間口 1 アクセスの型を継承しながらも、

開発単位の複数間口化に伴う共有空間の多様化、居住面積と住居の独立性確保を目的と

した増改築の結果として経路の追加による型の崩壊と経路選択性を形成し、住要求に対

応した増改築により住居と街区が相互連関することで多様な場所性を形成している実態

を明らかにした。ショップハウスのファサードはフランス統治期の歴史主義様式から簡

素化されたモダニズム様式に変化し 11 個の構成要素を持つ。共通した要素を持つ住居

が垂直・水平方向に積層することで統一感のある景観を形成しながら、住居または開発

単位ごとに異なる装飾が連続することで景観に変化をもたらし均質化を防いでいること

を明らかにした。  

第 3 章では、パーソントリップ調査データを用いた都市空間構造分析から、プノンペ

ンの就業圏が郊外の工業団地と中心市街地に大別され、ショップハウス街区が位置する

中心市街地では北と南の中心性の高い業務・文教地区と現地調査対象地周辺に位置する

環状道路沿線の中心核用途がモザイク状に連担して就業機能を提供していること、また
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ショップハウス街区の就業核としての中心性は低く近隣消費サービス提供機能が優勢で

あることを示した。さらに、活動日誌調査によるショップハウス街区住民の詳細な生活

行動分析を通じて、ショップハウス街区が街区外縁の地上階（ソト）－街区内部の地上

階（ウチ）－上階（ウエ）の 3 段階の生活圏構造を持ち、街区空間の中心市街地の消費

機能および職住近接・一致型の居住形態を「ソト」が提供し、「ウチ」から「ウエ」への

移行に従い周辺業務地区への労働力提供機能が高くなり街区の職住混在を担保している

こと、 3 段階構造が垂直・水平方向の家賃構造に対応して多様な社会経済背景を持つ世

帯を内包できる街区の受容性の高さを形成していること、これにより周辺業務地区と連

担・共存する用途混合地区としての役割をしていることを明らかにした。  

第 4 章では、現地調査結果をもとに外部空間における住民活動の分布傾向を分析し、

街区外縁の歩道における固定型店舗と独立店舗の連坦が賑わいを形成し、路地が生活利

用されるという商業と生活圏の二層の空間構造を有することを指摘した。路地における

活動分布傾向の分析では、路地空間と路地で観察された活動をもとに総延長 5,314m、

活動数 2,339 個（2,026 ㎡）、建物入口 1,595 個の空間情報データベースを構築し、空間

と活動の対応関係を検証した。路地はその空間特性の違いから 11 群に分類され、全般

的に駐輪利用が多いが狭小な袋小路では利用されにくく、歩道との接点である路地入口

に商業活動が分布しやすいこと、広幅員路地が生活・商業活動を誘発しながら、奥まっ

た路地において個人的な生活活動が誘発される傾向があること、そして活動誘発には建

物入口が多いアクセス性が重要であることを統計的に実証した。  

以上の結果を整理すると、ショップハウス街区の特徴と役割は、植民統治期から現在

に至る過程において次のように変化してきたと言える（図  5-1）。まず、仏統治初期の

1870 年代に旧型ショップハウスが導入され、ベランダウェイによる街路形成とともに後

背路と中庭による居住環境向上が図られた。独立後の 1950 年代以降に中層の新型ショ

ップハウスが導入され、ベランダウェイの消失とともに階段室が後背路に移動し路地が

住居への主要経路として重要性を増した。1991 年の内戦終結後には様々な世帯がショッ

プハウスを専有する形で再居住を開始し、人口増加と世帯構成が多様化する過程で世帯

別居住が一般化した。住居面積の拡充、住居の独立性を確保するための増改築が一般化

し、それに対応して住居への到達経路が多様化し、その結果として路地と共有空間の生

活空間化が進展し、住居と街区の相互関係が強化された。街区の「ソト」に位置する地

上階の商店と独立型の店舗が消費サービスを提供することで歩道の賑わいを形成しなが

ら、路地は広幅員のものから奥まった路地に到るまで一定の段階性を備える生活空間と

しての役割を強めた。これらのショップハウス群が、統一感と多様性を併せ持つ都市景

観の基盤を形成している。「ウチ」から「ウエ」に到る水平・垂直的家賃構造により多様

な社会経済的背景を持つ世帯の居住が可能となり、労働人口を収容し周辺業務地区への
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労働力提供機能が強化され、中心性の低い用途混合地区として他の業務地区との連携を

強めることで現在に到る。  

その結論として、プノンペンにおける都市居住モデルとしての「街区居住」は「都市

に住居と経済機能をもたらす建築形式により形成された街区空間において、住民の生活

の変化に対応するための柔軟な空間の更新と外部空間の利用を許容して住居と外部空間

が不可分に結び付くことで街区空間に多様な用途と場所性を形成し、それが世帯多様性

を担保することで街区空間の持続的な用途調整能力を有し、その様態の都市空間への表

徴が統一感と多様性を持ち合わせた都市景観の形成に寄与している都市居住形態」と定

義できるであろう。第 1 章で示した仮説は図  5-2 のように整理され、その特質として以

下の 5 点が挙げられる。  

 

  

 

図  5-1 街区空間の特性と変容  
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図  5-2 研究の結論  

 

①  類似しながらも多様な居室配置を持つ居住ユニットの垂直的積層が多様な社会経済

背景を持つ世帯に居住選択性を与えるとともに、増改築の許容により個々の住民の

住要求に柔軟に対応し、多様な世帯の収容を可能としている。  

②  ファサードの構成要素を共有した居住ユニットの積層が景観に統一感を与え、増改

築や構成要素の連続と差異が景観に変化を与え均質化を防ぐ効果を与えることで、

統一感と多様性の両方を持った景観を形成している。  

③  中層街区の「ソト－ウチ－ウエ」の段階的生活圏構造が、近隣サービスの提供によ

る居住環境形成と周辺業務地区への労働力提供の両義的機能を有し、都市において

業務地区を補完する用途混合地区としての役割を果たしている。  

④  街区外縁の歩道が近隣商圏として利用され、地上階店舗からのあふれ出しと空地や

未利用地に分布する独立型店舗が連担して賑わいの連続性を形成するとともに、路

地が住民の生活圏として利用されることで、街区空間おける商業と生活行為を両立

させる役割を持つ。  

⑤  路地が生活を補完し住民同士の生活領域の接点を形成するとともに、多様な路地空

間が外部空間の多様性を形成し、商業から生活利用までの段階的な利用を可能とし

ている。  

 

これらの要素が相互に関連し合いかつ一体的に存在する街区居住という居住モデルは、
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5.2. 構築環境継承のための課題と提言  

街区居住をモデルとした街区空間の持続性を検討するうえで、研究から得られた建

築・都市計画における課題と提言を以下に整理する。  

①  ショップハウス街区の用途  

ショップハウス街区における用途純化は、地区全体で職住機能の分離を招き「ウエ」

型の広域就業形態を優勢にするとともに、その高度利用化は地区交通量を増加させ地区

道路の容量を圧迫する恐れがある。他方、トンレ・サップ川沿いの観光地化の進展によ

り消費空間の需要の高まりが想定され、「ソト」に対応する街路型店舗は卸売業からサー

ビス・飲食への商業形態等の変化の可能性があるものの、消費需要そのものは引き続き

継続すると考えられる。  

比較的道路が広く街区規模が大きい環状道路沿線などに都市の主要な就業機能を分担

させるとともに、当該地区は現在の密度を保ちながら高度化を避け、「ソト－ウチ－ウエ」

の住まい方を街区空間の用途配分を誘導しながら維持し続けることが、都市の開発・成

長と持続性を両立するためのひとつの方策になると思われる。  

具体的には、今後のサービス業の集積を想定すると、歩道拡張の割合が小さい業種を

2 階に、その割合が大きい業種を地上階に誘導することは、住民の利便性の維持のみな

らず、街の賑わいによる観光的な魅力を形成する上でも有効であると考えられる。  

②  路地空間の再編  

路地に多数の建物入口が存在し、住宅に至る経路として重要な機能を果たしており、

路地を駐車利用するための適切な空間の配置が必要である。路地における商業活動と生

活活動の共存には、商業利用に適し街区の軸となる広幅員路地を中心に、一定程度の幅

員を保持しながら奥行きと折れ曲がりのある個別的空間に分散させる計画が望ましい。  

特に物置や未活用空間の割合が高い奥まった路地に一定の幅員を持たせるとともに建

物へのアクセス性を高めることで、生活系活動における団らんや食事などの活動へ転換

させられる可能性がある。  

③  住居計画  

居住空間は、最上階の住戸を更に細分化して居住する事例が見られるなど、一部のシ

ョップハウスでは住環境の悪化とも取れる事例が発生している。都市労働を目的とした

単身・独身世帯の増加を考慮すると、住戸分割型のように住棟内に多様な住戸面積を持

たせ、住居選択性を向上させることが重要である。また、内階段や階段室の封鎖により

通風と採光の悪化が発生している事例も多く、ツインコリドー型など通風と採光に有利

な形式の採用が望ましい。  
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④  景観の保全  

合筆建築や擬洋風様式が既存の景観を乱す存在となっている。新型ショップハウスが

採用する国際様式の継承を軸に、景観の統一性と多様性を担保するデザインコードの導

入が重要である。調査対象地区の今後の観光価値の上昇を考慮すると、既存のショップ

ハウスを保全・活用・再生はプノンペンの街並み保全にも寄与すると考えられる。  

5.3. 今後の展開と課題  

本研究の今後の展開および課題を以下に記す。  

①  ショップハウスの起源・変容  

旧型および新型ショップハウスの導入過程について、具体的な開発計画における建築

開発規定などショップハウスの具体的な定義までは確認できていない。仏統治政策およ

び独立後のカンボジア政府による導入経緯の検証を通じて、東南アジア全体におけるシ

ョップハウスの起源と変容に関する新たな知見を提供できると考えられる。  

②  ショップハウスが形成する景観  

個々の構成要素とその集合の様態を評価する景観記法を開発することは、具体的な景

観評価およびデザイコード検討のうえで重要であるとともに、プノンペンに限らずショ

ップハウスの規範性を持つ街並み評価の手立てとなる。具体的には、グラフ理論などの

ネットワーク分析手法をもとに景観を要素化することで、構成要素の多重性や統一性を、

それらの関係を示す多重性や中心性などの指標での評価が可能であると考える。  

③  街区空間の変容  

増改築に関するより詳細な要因調査を行い空間の具体的な変容過程を明らかにすると

ともに、マルチエージェントモデルなどによる街区空間の変容プロセスをモデル化する

ことで、街区空間変容の誘導計画検討などに活用が可能と考えられる。  

④  外部空間利用  

路地空間と住民の活動に関する分析については、特に時空間 DB を用いたクラスター

と活動面積との相関性の検証結果に課題が残る。活動への影響が予想されるその他の空

間指標（例えば路地の D/H 比）や「囲まれた空間」などネットワーク分析では表現が難

しい空間情報の統合などの課題について継続的な検討を行い、路地計画における活動量

推計モデルを構築し、路地のデザインコード検討に活用することが可能と考える。  

⑤  住民の生活行動  

AD 調査データは、住民の生活行動に関する豊かな時空間情報を有している。住民の

属性などをもとに行動地点選択モデルを推計することで、ショップハウス街区の開発シ
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ナリオによる具体的な交通負荷のシミュレーションや生活圏推計などに展開できる可能

がある。  
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